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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　序章　アゼラへ







　暗く重く垂れこめる雲の下、一組の男女を乗せた黒馬が、小高い雪の丘を登り切ったところで足を止めた。

　手た綱づなを握にぎるのは、長い黒くろ髪かみを風にたな引かせ、全身を黒こく衣いに包んだ男。

　彼は無言で、雪原の彼方かなた、世界の果てを示すようにそびえ立つツァフォン山脈の麓ふもとに、視線を向ける。

　男の灰はい色の瞳ひとみが捉とらえたのは、白い雪に覆おおわれた山脈の裾すそ野のに灰色の染しみのように広がるひとつの巨きよ大だいな街まち。

　エレネイ中西部の文化都市カデロンに匹ひつ敵てきする規模である。

　その形が歪いびつなのは、街が近年、都市計画が追いつかないほど急きゆう激げきな発展を遂とげている証しよう拠こと言っていい。

「……あれがアゼラかあ」

　黒衣の男の背に、ピッタリと張りつくように身を寄せている少女がつぶやいた。

　十代半ばの、輝かがやくような金きん髪ぱつとエメラルド色の瞳ひとみが印象的な娘むすめだ。

「あの街なら、きっと妖よう精せい族ぞくのこと知っている人、いるよね？」

「ハヴロックの戯ざれ言ごとが頼たよりの放ほう浪ろうも、これが最後にしたいものだな」

　少女の質問に、男は皮肉な言葉を返した。

「他ほかに氷ひよう剣けんを直す方法がないんだから、しょうがないじゃない」

　少女は口を尖とがらせる。

「そもそもあの剣を氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえたのは、北の果てに住む妖精族なんだし」

「ただの言い伝えだ」

「でも、もしそれが本当なら、あの剣けん匠しようの爺じいさんの言った通り、妖精族なら直せるはずだよ」

「妖精など存在しない。伝説の種族だ」

　黒衣の男は頭を振ふった。

「おまえに付き合って既すでに四つの都市を回ったが、伝説の妖精族が存在するという情報は皆かい無むだった。アゼラでも手がかりがなかった場合には南に戻もどるぞ。いいな、ピュティア？」
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「ぶう」

　ピュティアと呼ばれた少女は不服そうだ。

「だけどさ……」

　と、ピュティアがさらに何か言おうとするのを、男は制した。

「……少し、離はなれていろ」

　彼は黒馬から下り、鞍くらに提さげた数本の剣から一本を選び出す。

「何人？」

　アゼラの方に向かってゆっくりと馬を進め、黒こく衣いの男から距きよ離りを取りながら、ピュティアが尋たずねる。

「六人だな」

　男は雪を踏ふむ蹄ひずめの音から、自分たちを追ってくる人数を推測した。

「昨日は八人、その前は十一人だったよね。もう、毎日毎日……」

「面めん倒どうだが、街まちに入る前に片付けておくとしよう」

　男は剣を雪に突つき立てて、追つい跡せき者しやが追いついてくるのを待った。

　やがて……。

　雪を蹴け散ちらす音とともに、六ろつ騎きの追っ手が姿を現わした。

　一人は、鎖くさり帷子かたびらに胸きよう甲こう、手てつ甲こう、バシネット型兜かぶとといった重じゆう武ぶ装そうに身を固め、羽は根ねつき槍やりを手にした戦士。二十代前半、大おお柄がらで生き真ま面じ目めそうな顔をした赤毛の青年である。

　残りは、白しろ覆ふく面めんと白い外がい套とうで全身を包んだ得え体たいの知れない連中だ。

「……約やく束そく通どおり、検けん分ぶん役やくに徹てつして手は出すな」

　戦士は白覆面たちを後方に待機させると、馬を一歩前へと進ませた。

「久しぶりです、フレオリック陛へい下か」

　馬上から、戦士は黒衣の男に声をかける。

「そうだな」

　黒衣の男は、剣から手を放はなしたままうなずいた。

「……リック、知り合い？」

　少女が、フレオリックと呼ばれた男にささやくように尋たずねる。

「……バルヨナ。ヤーバシアの宮きゆう廷てい衛えい士し長ちよう。簡単に言えば元家臣だ」

「ええっ！」

　ピュティアは驚おどろきの声を上げた。

　無論、この黒こく衣いの剣けん士しフレオリックがヤーバシアの元国王であることや、妃きさきと弟を殺害した罪つみにより国を捨てたこと、それに妃の父親である隣りん国ごくザモーラの太たい主しゆから賞金をかけられている身であることは知っている。

　だが、実際に彼の国の、それも臣しん下かだった人間と会うのは初めてだった。

「今はザモーラの辺へん境きよう治ち安あん長官です。……そちらの娘さんは？」

　バルヨナは、好感の持てる澄すんだ瞳ひとみをピュティアに向け、元国王に質問した。

「あたしはリックのこいび……」

「……相あい棒ぼうだ」

　ピュティアの言葉を遮さえぎり、ぶっきらぼうな調子で答えるフレオリック。

　かつての王と家来の会話というより、再会した旧きゆう友ゆうのやりとりのようだ。

「治安長官とはたいした出世だな、バル」

「陛へい下か仕じ込こみの剣の腕うでが買われたんですよ、皮肉なことに」

「その長官を差し向けるとなると、ザモーラもとうとう刺し客かくの人材が尽つきたか？」

「いえ、今回は私が志願したんです」

「ほう」

　フレオリックは面白そうに目を細めた。

「陛下」

　バルヨナは、いったん白しろ覆ふく面めんたちの目を気にするように唇くちびるを嚙かんだが、すぐに早口で続けた。

「私も、氷ひよう剣けんグリードが折れたという噂うわさを耳にしたのです。この噂で、普ふ段だんなら腕うでの差から陛下を狙ねらおうとは思わぬはずの、三流の賞金稼ぎまでが動きだしています」

「噂は事実だ。……なるほど、賞金稼ぎどもに襲おそわれるのも、このところは毎日だな」

「陛下、あなたとて超ちよう人じんではない。強力な武器を失った上に、絶え間なく狙われる情じよう況きようが続けば、いつか隙すきを突つかれる時がくる」

「だから大人おとなしくお前に捕つかまれと？」

　バルヨナは声を低くした。

「太たい主しゆからは、話し合いの機会を頂く確約を得ています」

「相変わらず甘あまいな」

　フレオリックは嘲ちよう笑しようを口元に浮うかべる。

「奴やつの言葉を信じてお前について行くならば、私はエレネイで最も愚おろかな男として歴史に名を残すことになるだろう」

「では、どうあっても？」

「バル、我々は常に不実な言葉よりも、より確かな会話の術を持っていたはずだ」

「やはり、これですか？」

　バルヨナは槍やりを握にぎり直した。

「仕方ありませんね。……これは陛下と私だけの勝負だ！」

　彼は念を押すように白しろ覆ふく面めんたちに声をかけると、固い決意をみなぎらせた様子で鞍くらから腰こしを上げた。

「待て」

　と、それを止めるフレオリック。

「下馬する必要はないぞ。わずかでも勝機を見み出いだしたいのなら、そのままかかってくることだ」

　黒衣の剣士は不敵にそう告げながらも、依い然ぜん、雪に突き立てた剣に手を伸のばす気配はない。

　この態度に憤ふん慨がいしたのか、バルヨナの顔が紅こう潮ちようする。

「……いいでしょう。だが、あまり舐なめないで頂きたい。私はもう、あの頃ころの若わか造ぞうとは違ちがう！」

　バルヨナは手た綱づなを握にぎり直して腰だめに槍を構えると、馬の腹に拍はく車しやを当て、フレオリックに向かって突進した。

　雪煙を蹴け立たてて疾しつ走そうする馬の背から、バルヨナはフレオリックの肩に狙ねらいをつけ、羽は根ねつき槍を打ち込もうとする。

　ビュッ！

　穂ほ先さきから真横に突き出した羽根状の鉤かぎ爪づめが、風を切って鈍にぶい音を上げる。

　だが、フレオリックはその素早い一いち撃げきをこともなく見切った。

　バルヨナの必殺の槍は虚むなしく宙を裂さく。

「くっ！」

「……成長の跡あとが見られないでもないが」

　バルヨナの白馬が右脇を擦すり抜けると、彼はようやく剣を取った。

「殺す気でこなければ、私には触ふれることさえできぬぞ」

「どうしてそこまで自分を追いつめるんです!?　エレネイ全土は、あと数年のうちにザモーラの支配下に入る！　あなたにもう逃にげ道はないんだ！」

　バルヨナは馬を反転させ、再び攻こう撃げきの態勢に入る。

「やはりこの手で……」

　今度は槍の狙いも躊ちゆう躇ちよなくフレオリックの胸につけられている。

「……愚おろかな」

　フレオリックは剣先を下げ、やや腰を沈しずめた姿勢でバルヨナの次の攻撃を待った。

　バルヨナは白馬の速度をギリギリまで上げる。さらに手の中で槍やりを回転させ、慣性によって一撃の重みを増している。たとえ熊くまでもこれを食らえば一いつ瞬しゆんのうちに命を落とすだろう。

　だが……。

　槍の先せん端たんが自分の胸に打ち込まれる寸前に迫せまった時、リックの剣が一いつ閃せんした。

　ズギュンッ！

　鋼こう鉄てつの剣は槍を断たち切り、さらにバルヨナの脇わき腹ばらを裂さいた。

　疾しつ走そうする白馬は何も気づかぬ様子でフレオリックの真横をギリギリのところで通り過ぎると、しばらく走ったところで騎き手しゆを振ふり落として止まる。

「速い……さすがだ……」

　転落したバルヨナはそうつぶやき、そのまま動かなくなった。

　そして、彼の身体からだの下の雪が、ゆっくりと鮮せん血けつの赤に染そまっていく。

「……ふう、ちょいと、危なかったかな？」

　息を止めて見守っていたピュティアは、ほっと胸を撫なで下ろした。

「……死体を持ちかえるがいい」

　リックは振り返り、白しろ覆ふく面めんの男たちに告げた。

　戦いの間、終始動こうとしなかった白覆面たちは、バルヨナの身体を担かつぎ上げて馬の背に乗せると、やはり無言のまま現われた方向へと消えていった。




「ねえ、リック。一体何だったのさ、あいつら？」

　白覆面たちが見えなくなると、黒馬を引いたピュティアが傍かたわらにやってきて尋たずねた。

「おそらく、噂うわさに聞く〝狩人〟。ザモーラ太たい主しゆ直ちよく属ぞくの暗殺部隊の連中だろう。……侮あなどれぬ者たちだ」

「強いの？」

「今のを見ただろう？　やつら、バルヨナが倒たおされる様子を、じっと観察していた。至し極ごく冷静な目でな」

「ひどいじゃない、仲間を見捨てたってことでしょ？」

「見捨てたのではない。バルヨナがやられるのは、最初から計算のうちだ。やつらの真の目的は、本格的に自分たちが乗り出す時のためにこちらの力量を直じかに見ておくことだったのだ」

「……ねえ。それ、ヴォージェラのやり口と一いつ緒しよじゃない？」

　ピュティアは眉まゆをひそめた。

　ヴォージェラというのは以前、タレントゥムでリックを狙ねらった暗殺者である。

　ザモーラ太たい主しゆの娘むすめでもあるこの女暗殺者が、まず数人の刺し客かくを送り込んでリックの剣の技わざを観察し、対たい抗こう策さくを練ってから戦いを挑いどんできたことはピュティアの記き憶おくにも新しい。

「ああ。ヴォージェラも〝狩人〟だ」

　リックはうなずいた。

「聞くところによると、〝狩人〟の一人一人がそれぞれ小国の剣けん術じゆつ指し南なん職しよくに就つける腕うでだという。全力でこられると苦戦するだろうな」

　彼は手にしていた剣を雪の中に捨てた。

「ああん！　何すんのさ！」

　ピュティアは雪を掘ほり返し、慌あわてて剣を拾おうとする。

「もうそれは使いものにならぬ。剣身に亀き裂れつが入った」

「……ああん、またボロボロ！」

　ピュティアは拾い上げた剣を見て、悲鳴に近い声を上げた。

　氷の剣を折って以来、フレオリックは鋼こう鉄てつの剣を使っているが、刺し客かくの絶え間ない襲しゆう撃げきで剣の消しよう耗もうが激はげしかった。

　常に数本の予備の剣を携けい帯たいしているが、その費用は馬鹿にならない。

　青せい銅どうの剣ならば一ひと振ふり銀貨三十枚ほどで手に入るが、非常に脆もろい。鋼鉄の剣ならば多少は丈じよう夫ぶだが、値段は青銅の八倍から十数倍するのだ。

「この三日で三本だよ！　たっか～い鋼鉄の剣を、一日一本折ってる計算じゃない！」

「折ってはいない。亀裂が入ったのだ」

　リックは冷静に訂てい正せいした。

「同じだよ！　駄だ目めにしちゃったんだから!!　……あ、頭がクラクラしてきた」

　ピュティアは卒そつ倒とう寸前である。

「怒おこるな。額に皺しわができるぞ」

　リックはリックで、火に油を注そそぐようなことを平気で言う。

「ほ、放ほっといてよ、もう！」

　不ふ貞て腐くされたピュティアは剣を遠くへ放ほうると、乱暴に黒馬の鞍くらに飛び乗った。

　リックもそれに続いて黒馬に跨またがり、手た綱づなを握にぎる。

「……ねえ、リック」

　黒衣の剣士の細ほそ身みの身体に手を回しながら、少女はためらいがちに話しかけた。

「あの、元衛士長って人、リックがついて来いって言ったら、仲間になってくれたんじゃない？」

「……おそらくな」

「じゃあ、何で斬きっちゃったのさ？」

　かすかに抗こう議ぎの色が声ににじむ。

「バルには放浪の暮くらしは無理だ。ヤーバシアに家族がいるからな」

「だったら尚なお更さらだよ。殺しちゃうのは……」

「誰だれを殺したというんだ？」

「誰をって……、リック!?」

「あいつは石よりも丈じよう夫ぶな男だ。あの程度の傷なら……」

　黒衣の剣士はほんの少し、口元に笑みを浮うかべると、黒馬の首筋をポンと叩たたいた。

　黒馬は白い息を吐はきながら、ザクザクと雪を踏ふんでアゼラに向かって進み始めた。




　　　　＊　＊　＊




　さて、フレオリックがアゼラ近きん郊こうでバルヨナと立ち合っていた頃ころ……。

　アゼラから馬で東へ十日ほどのところにある、タンヘルという名の小さな街まち。

　その裏道に面した宿屋の前に、奇き妙みような取り合せの男女の姿があった。

　女は、背が高く、碧みどりの瞳ひとみが印象的な銀ぎん髪ぱつの美女。

　その女の肩かたを馴なれ々なれしく抱だいているのは、むさ苦しい髭ひげづらの中年男である。

「……で、どうだった、ダル・ハー？」

　女は自分の肩に置かれた中年男の手の甲をギュッとつねった。

「ててっ！」

　ダル・ハーと呼ばれた中年男は慌あわてて手を離はなす。

「ひでえな、アマラ。手を組む約やく束そくだろ？」

「手を組むのと、肩を組むのは別の話」

　銀髪の女は言った。

「……それより、めぼしい情報はあったの？」

「ああ、二、三、知り合いを当たったら、面おも白しれえ仕事の噂うわさを聞けたぜ。どうやら二人でこれくれえにはなりそうだ」

　ダル・ハーは右手の指を三本突つき出して見せた。

「三百？　さすが、賞金稼ぎの集まる無法都市、タンヘルね」

　アマラはうなずいた。

「まあな。ここに来りゃあ、大たい抵ていの種類のヤバい仕事にゃありつける」

　ニヤリとするダル・ハー。

「だが、あんたとここで出会うことになるとはなあ。……確か、旅の一座にいたんじゃなかったか？　あっちはどうしたんだ？」

「……一座の方は、花形の女の子が療りよう養よう中で休業状態」

　アマラはため息をついた。

『ティーズの驚きよう異いの一座』に身を置く彼女は、一座が興こう行ぎようしている間、〝アマラの奇き跡せきの部屋〟という水すい晶しよう占うらないの天てん幕まくを開いている。

　もっとも、その裏では醜しゆう聞ぶんや噂話の売り買いのようなこともやっており、今日も情報を仕入れにタンヘルにやってきて、ちょっとした縁えんのあるこの三流賞金稼ぎ、ダル・ハーを見つけたのだ。

「興行がないのに占いの天幕だけ開けててもお客は集まらないから、食べていくためには他で稼がなきゃならないの。でなきゃ、あなたと組もうなんて考えないわよ」

「欲しかったのは俺おれの賞金稼ぎ仲間のコネって訳か？　まあ、いいや。俺としても、あんたの頭の回転の良さには一いち目もく置いてるしな」

「で、どんな仕事を持ってきたの？」

　アマラは話を元に戻もどした。

　だが、

「まあ、聞けや」

　と、ダル・ハーが切り出しかけた時……。

「おい、集まれ！」

「奴やつだ！　奴が来た！」

　緊きん張ちようした声が響ひびき渡った。

　裏通りをうろついていた男たち、仕事にあぶれた賞金稼ぎといった風ふ情ぜいの男たちが一いつ斉せいに大通りの方に向かって走り出した。

「……何かしら？」

「さあな」

　アマラたちも、声が聞こえてきた方に足を向ける。

　街まちを東西に分断する大通りに出てみると、そこにはすでに人の輪ができていて、その中心に一人の男が立っていた。

　殺気立った様子で自分を囲む賞金稼ぎよりも、男は頭ひとつ背が高かったが、巨人にありがちな鈍どん重じゆうな感じはしない。

　無む駄だのない筋肉が引き締しまって、まるで全身がバネでできているような印象だ。短みじかく刈かり込んだ金きん髪ぱつに鳶とび色の瞳ひとみ、額には鋼こう鉄てつの板を縫ぬいつけた鉢はち金がねを巻いている。

　目つきは狼おおかみのような野性味を帯びているが、耳からアゴの先せん端たんにかけての線が優しく、顔全体としては武ぶ骨こつな感じがない。

　そして、肩かたに担かついでいるのは赤みを帯びた一本の杖つえ……。

「お前らに用はないぜ。俺おれが捜さがしているのは〝日ひ陰かげ〟のタイタスっていう奴やつだ」

　男は、周りの連中の敵意をまったく気にせぬ調子で言った。

「ふざけやがって！　金貨五千の賞金首が、賞金稼かせぎの元もと締じめに会いたいだと!?」

「生かしちゃあ帰さねえぞ！」

　賞金稼ぎたちは一いつ斉せいに各々の得え物ものを構えた。

「止よしとけよ、三さん下した。お前らの腕じゃあ、俺にかすり傷ひとつつけられんぞ」

　男は鳶とび色いろの目を細める。

「……あいつ、シャインデル？」

　遠くからその様子を見ていたアマラがつぶやいた。

　どうやら、アマラはこの男を知っているようだ。

「シャインデルだって？　あのシャインデルか!?」

　この名を聞いたダル・ハーが目を大きく見開いた。

「無ぶ頼らいの鉄てつ杖じよう使づかい、フレオリックと並ならぶ高額賞金首じゃねえか！　こんなところで奴に出くわすとはな。よし、俺も……」

　背中の戦せん斧ぷを抜いて賞金稼ぎの群れに加わろうとするダル・ハーの腕を、アマラがつかんだ。

「無理よ。止しなさい、怪け我がをしたくなければね」

「おいおい、こっちの手て勢ぜいは三十人以上だぜ、それを……」

　ダル・ハーがアマラを振ふり返ったその時……。

「かかれ！」

　賞金稼ぎたちがシャインデルに飛びかかった。

「……やれやれ」

　シャインデルは無む造ぞう作さに、握にぎった杖を振った。

　バキバキッという鈍にぶい音とともに、正面の二人が足を払はらわれ、もんどりうって倒たおれる。

「済すまんな、折っちまったか？」

　のたうち回る二人に、シャインデルは同情を禁じ得ないといった顔を見せる。

「や、野郎っ！」

　いきり立つ賞金稼かせぎたちは、四方から仕掛けた。

　だが、統とう率そつの取れていないその動きをシャインデルは易やす々やすと見切り、真横に薙なぐように鉄てつ杖じようを振ふるって立て続けに六人を弾はじき飛ばした。

　さらに振り返っての打ち下ろしにより、後方の死し角かくで曲きよく刀とうを構かまえていた男の鎖さ骨こつを砕くだくと、素早い突つきをその後ろの賞金稼ぎの鳩尾みぞおちに当てて昏こん倒とうさせる。

「す、すげえ！」

　啞あ然ぜんとするダル・ハー。

「軽々と扱あつかっているけど、あの鉄杖、私よりも重いのよ」

「そりゃあ、相当重そうだな。……痛てっ！」

　深くうなずいた賞金稼ぎの足の甲を、アマラは踵かかとで踏ふみつけた。

　だが、その視し線せんはシャインデルに向けられたままだ。

　シャインデルは身軽に賞金稼ぎたちの攻撃をかわしながら、怪け我が人にんの山を作っていく。

　疲つかれを見せないその鉄杖が空気を裂さく度たびに、二、三人がまとめて薙ぎ倒たおされ、すでに二十人以上が戦せん闘とう不ふ能のうとなっている。

「……連中の尻しり馬うまに乗らずに助かったぜ」

　ダル・ハーはつぶやいた。

　そして、賞金稼ぎたちの額に焦しよう燥そうの汗あせが滲にじみ始めた頃……。

「もう止やめな！」

　凜りんとした声が大通りに響ひびき渡った。

　なおもシャインデルに挑いどもうとしていた連中が、ピタリと動きを止める。

「おどき！」

　賞金稼ぎたちがすごすごと下がって道を開けると、栗くり毛げの小こ柄がらな少女が進み出て、折り重なって呻うめく負ふ傷しよう者しやの山を踏ふみつけてシャインデルの前に立った。

　気の強そうな眉まゆと、肉にく厚あつの唇くちびるが大人おとなびた表情を作っているが、実際は十代半ばぐらいだろう。

「ったく、引ひき際ぎわが分からないから、お前たちはいつまで経っても三流なんだよ！」

　少女は賞金稼ぎたちをにらみつけてから、シャインデルの顔を見上げた。

「……あんた、うちの親おや父じに会いたいんだって？」

　少女は言った。

「親父？」

　シャインデルは問いかけるような視線で少女を見下ろす。

「タイタスだよ。……ふうん、もっと厳いかつい奴やつかと思ったけど、案あん外がいいい男だね」

　少女はシャインデルの全身を鑑かん賞しようするように見渡してから言った。

「そいつはどうも」

　用心深い口く調ちようになるシャインデル。

「あたいはキムリ。〝日ひ陰かげ〟のタイタスの娘むすめさ。ついといでよ、案内してあげる」

「お、お嬢じようさん！」

　二の腕うでを折られた賞金稼かせぎの一人が抗こう議ぎの声を上げる。

「あたいがいいって言ってんだよ！」

「……へえ」

　キムリに怒ど鳴なられ、男は子犬のように引き下がった。

「さあ、来なよ」

　キムリはシャインデルの腕を取った。

「シャインデル！」

　この時になって、アマラが声をかけた。

「知り合い？」

　通りの向こうから近づいてくる女の姿を見て、キムリがシャインデルに尋たずねる。

「……ほう、懐なつかしいな」

　シャインデルは手を振ふって笑いかけた。

　後ろの髭ひげづらには見覚えはないが、あの銀ぎん髪ぱつは忘れようとしても忘れられる女ではないからだ。
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「よお、アマラ！　久しぶりじゃないか！」

「……本当ね」

　アマラはツカツカとシャインデルの前に歩み出ると、

　バチンッ！

　と、いきなり彼の頰ほおを張った。

「おおっ！」

　シャインデルに指一本触ふれることのできなかった賞金稼ぎたちの間から、歓かん声せいに似た声が上がった。

「お、おめえ、突とつ然ぜん！」

　アマラの後についてきたダル・ハーも真まっ青さおになる。

「シャ、シャインデル様！　俺はこの馬ば鹿か女とは何の関係も……」

　ダル・ハーは必死で弁解するが、叩たたかれたシャインデル自身、一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からなかったようだ。

「……どうしたんだ？」

　やがて、吃驚びつくりした表情を顔に張りつかせたまま発した言葉がこれである。

「どうしたんだ、じゃないわ！　この大おお噓うそつき！　今のは『ティーズの驚きよう異いの一座』のみんなの分よ！」

　アマラは銀髪を搔かき上げて、フンと鼻を鳴らした。

「みんなの？」

　さっぱり話が分からぬといった様子のシャインデル。

「あなた、別れ際にきっとみんなに追いつくって言ったじゃない。みんな、ずっと待っていたんだから！」

「そうか。……そうだったな」

　ようやく思い出したように、彼はうなずいた。

「あれからもう三年近くになるな……」

「あの、お知り合いで？」

　ダル・ハーが交こう互ごに二人の顔を見る。

「前にカデロンでちょっとね」

　と、アマラ。

「お前も大分いい女になったな」

　シャインデルは笑う。

「おだてても駄だ目めよ、私はもともといい女ですもの。知ってるでしょ？」

「やれやれ、まいったな」

　シャインデルは肩をすくめるしかない。

「ほんと、とんだ薄はく情じよう者ものよね」

　アマラは追及を弛ゆるめない。

「俺おれだって忘れていた訳じゃない。だが、俺が一緒にいれば、みんなをつまらんいざこざに巻き込むことになるだろう？」

「そんな気を使うような男じゃないでしょう？　そもそもあなたがいなくたって、うちの一座はいざこざには不自由していないわ」

「連中、どうしている？」

「……みんな相変わらずよ。ビゲリスのところにはまた子供ができたの」

　アマラは少し、表情を和やわらげると、指を折りながら仲間の近きん況きようを告げる。

「ティーズ爺じいさんはお酒さえあれば機き嫌げんがいいし、イシードロはとんでもない台本を書き上げては、しょっちゅうあたりを引っ搔き回してるわ。イスマルや双ふた子ごはいつもワイワイと騒さわがしいし……、そうそう、カミロはだいぶ大人おとなになったけど、段々あなたに似てきて女おんな癖ぐせが悪くなってきてるわね。それに、新しい座員も何人か入って演目も増ふえたし、経営はまあまあといったところかしら。あと、アリシアは……」

　アリシアのことを語る段になって、アマラは口ごもった。

　一座に加わった魔ま道どう士しセイル・グレイに少女がほのかな恋こい心ごころを抱いだいたこと、セイルと刺し客かくとの争いに巻き込まれ、彼女が精神に深い傷を負ったことを、一体どう伝えればいいのだろうか？

　今のアリシアはまるで赤あか子ごのように、一人では食事さえも満足に取れない状態だ。

　セイルが生活全ぜん般ぱんにわたって介かい護ごしてるが、優しくアリシアに接する彼の姿を見る度に、アマラの胸はかつて感じたことのない痛みを覚えた。

　アマラが『ティーズの驚異の一座』を離はなれたのには、こうした自分の感情に直面したくないという理由もあったのだ。

「アリシアが、どうかしたのか？」

　アマラの瞳ひとみをのぞき込むシャインデル。

「……いいえ。でも、あの子、ようやく薄はく情じよう者もののあなたのことを忘れて、新しい恋を見つけたみたい」

「そうか。そりゃ良かった」

　シャインデルはホッとした表情を見せた。

「オホン！」

　旧きゆう交こうを温め合う二人の横でキムリがわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「あのさ、こっちの話はどうなったのさ？」

「そうだったな。キムリ、済すまないが案内を頼たのむ」

「……あんたらはどうするの？」

　キムリは、アマラとその後ろにくっついているダル・ハーの顔を一いち瞥べつした。

「一いつ緒しよにいいかしら？」

　と、アマラ。

「別に構わないさ」

　キムリは、ややつっけんどんな様子で答えると、さっさと歩き出した。




　栗くり毛げの少女の案内で、三人は寂さびれた酒場の地下へ通された。

　狭せまい回かい廊ろうを通って突つき当たりの部へ屋やの戸を、キムリは開く。

「親おや父じ、客だよ」

　薄うす暗ぐらい、というより、小さな明かり取りの窓があるだけでほとんど真まっ暗くらな室内で、古びた机の前にひとつの影かげが座すわっていた。

「こいつが……」

　キムリが紹しよう介かいしようとするのを影が制した。

「分かっている。金きん髪ぱつに鳶とび色の瞳ひとみ、隙すきのない身のこなし、手にした炎ほのおの鉄てつ杖じよう……、アゼラの元百人隊長シャインデルだな？」

　老人の声である。

「さすがだな」

　キムリの示したイスに腰こし掛かけながら、うなずくシャインデル。

「……だが、分からぬのは、お主ぬしが何故このわしのところにやってきたかだ」

　声は続けた。

「この〝日陰〟のタイタス、お主に関する仕事は斡あつ旋せんしたことはない。わしが扱あつかうのは真の悪党の賞金首だけだからな。お主やフレオリック、サイベルのような、抜ぬき差しならぬ事情で裏の世界に入った人間を狙ねらわせるのは主義に反する。たとえ、その居所を完全に把は握あくしていたとしてもだ」

「俺おれが来たのは……」

「待て待て、考えさせろ」

　タイタスは面おも白しろがっているようだった。

「後ろにいる三流賞金稼かせぎと〝一の神〟の巫み女こは関係があるのか？　いや、あるまい」

「……そう言えば、お前、誰だ？」

　シャインデルは初めてダル・ハーを振ふり返った。

「それなんだが……、どうして俺おれはここにいるんだ？」

　成り行きでついてきたダル・ハーも首を捻ひねった。

「私が〝一の神〟の巫女だって、どうして？」

　アマラは不思議そうに影かげに視線を投げかける。

「このエレネイで起こっていることで、わしの知らぬことは実に少ないのだよ、アマラ」

　タイタスの笑い声が狭せまい室内に響ひびいた。

「決して表に出ることはないが、お前さん、わしの注意を引くような面白い事件にかなり関かかわっているではないか？……確か、お前さんの一座にはセイル・グレイもいたな。彼は元気かな？」

　セイルの名が出たことで、アマラは警けい戒かいした。

「セイルのことまで、知っているなんて」

「安心しろ、他ほかに洩もらす気はない」

　タイタスはそう言ってから、突とつ然ぜんバンと机を叩たたいた。

「……シャインデル、お主ぬしの目的はアゼラの件だな!?　そうに違いがない！」

「そうだ」

　と、シャインデル。

「おい、待てよ！　そりゃあ、俺がさっき聞き込んできたヤツか!?」

　ダル・ハーが口を挟はさむ。

「へえ、あんたの汚きたない耳にも入ったの？」

　キムリが小こ馬ば鹿かにしたような顔で賞金稼ぎを見た。

「私は聞いていないわ。説明して」

　アマラに促うながされてダル・ハーが続けた。

「一月くらい前から、アゼラでならず者を搔かき集める動きがあるのさ。こいつは多分、デカい仕事の準備なんだろうけどよ、一人当たり金三百出そうってんだからマトモじゃねえよな」

　さっき言いかけた話だと、二人で三百だったはずだ。

　この男、アマラを誤ご魔ま化かして四百五十、懐ふところに入れようとしていたことになる。

「わしのつかんでいる範はん囲いでは」

　タイタスが話の後を継ついだ。

「すでに百人以上の傭よう兵へいがアゼラに入っている。その内でわしの仲ちゆう介かいしたのは十人ほどだが」

　シャインデルはこれを聞いてアゴに手をやった。

「……アゼラ本国に常じよう駐ちゆうする市中警備兵は四百。たかだか百人、一いつ斉せいに騒ぎを起こそうが抑おさえられない数ではない」

「……反乱。あなた、反乱があると思っているのね」

　アマラはシャインデルの顔を見た。

「最悪の場合、な」

　うなずいてから、彼は再びタイタスの方を振ふり返る。

「タイタス、俺おれが知りたいのはこの仕事の依い頼らい者しやだ。あんたの耳にはそいつの名が入っているんだろう？　頼たのむ、教えてくれ」

「天下の無頼百人隊長がこの老おいぼれに頭を下げるか？　ふふ、いいだろう」

　タイタスは、細く一条の光が差し込む窓を見上げた。

「……お主ぬしの推察通り、アルムミじゃよ」

「そうか」

　感情を圧おし殺した表情で、シャインデルは腰こしを上げた。

「世話になったな。この借りはそのうち返す」

「……アルムミ。あのアルムミのこと？」

　部へ屋やを出て行くシャインデルの背を見ながら、アマラはつぶやいた。

　アルムミという名は以前、シャインデルの口から聞いたことがある。

　彼が長年追っている、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だ。

「ダル・ハー、私たちも行くわよ」

「俺は何だか遠えん慮りよしたくなったような」

「つべこべ言わないの！」

　及および腰ごしになる賞金稼かせぎの耳をアマラは引っ張った。




「待って！」

　アマラたちが外に出ると、すでにシャインデルは鹿か毛げの馬の鐙あぶみに脚あしをかけたところだった。

「まさか、置いてゆく気じゃないでしょうね？」

「これは俺の問題だ」

「あなたに何かあったら、一座のみんなに申し開きができないでしょ？」

　いつになく真しん剣けんな瞳ひとみで、アマラは馬上のシャインデルを見上げた。

「……仕方ないな」

　諦あきらめのため息がシャインデルの口から漏もれる。

「馬を引いてこいよ、長くは待たないぜ」

「分かってるわ」

　アマラはウインクした。

　ダル・ハーも不ふ承しよう不ぶ承しよう、アマラの後を追って自分のラバを取りに向かう。

「……畜ちく生しよう、俺はまたとんでもねえことに巻き込まれかけてるぞ。俺の予感はよく当たるんだ」

　彼の虚むなしいボヤきは、雪を踏ふむ足音にかき消された。

　こうして、無ぶ頼らいの百人隊長シャインデルは故こ郷きようアゼラへと旅立ったのである。







　第一章　イザボーの家







「アッタマにくるなあ、この街まち！」

　数すう軒けんの宿屋を回ってリックのところに戻もどってきたピュティアは、憤ふん慨がいして訴うつたえた。

　石いし造づくりの灰はい色の街並みに雪が積もった静かな風景の中、アゼラの旧きゆう南なん街がい門もん近くでのことである。

「食料から服まで、何でもかんでも目ン玉が飛び出るほど高いし、宿屋はどこも満室、たまに空あいてるとこがあっても宿やど賃ちん二割増ましだって！　もう、野宿しよう、野宿！」

　刀かたな鍛か冶じのところで、やはり五割増しの値段で剣を買わされたリックは肩かたをすくめた。

「アゼラはエレネイ経済の中心だ。多少の物価高は止やむを得まい」

「多少なら文句は言わないよ、多少ならね！」

　ピュティアは相当腹を立てている様子で、道みち端ばたの石を力いっぱい蹴けった。

「とりあえず、宿は決めぬ訳にはいかないだろう」

　リックは黒馬の背に積もった雪を払はらってやりながら言った。

　しかし、膨ふくれっ面つらのピュティアは、

「だから、野宿だって！　この街には銅どう貨か一枚だって落としてやらないんだから！」

　と、聞く耳を持たない。

「……やれやれ」

　いい加減ピュティアの守しゆ銭せん奴どぶりにも慣れてきたリックは、少女を動かすのに一番有効な方法を選んだ。

「確かさっき前を通った店に銀ぎん狐ぎつねの外がい套とうが飾かざってあったが、欲しくはないか？」

「……買ってくれるの？」

　用心深い視線でリックを見上げるピュティア。

「たまにはな。宿さえ決まれば荷物を置いて……」

「部へ屋や、取ってくるよ！」

　操そう縦じゆうしやすい娘むすめである。ピュティアは回れ右をすると、再び宿を探しに向かいかけた。

　だが、その時……。

「これ以上お兄にいちゃんや母さんの悪口言ったら、承知しないんだから！」

　甲かん高だかい少女の声が、ピュティアの耳に飛び込んできた。

　その声がした方に目をやると、ピュティアと同じくらいの年の女の子が、悪ガキらしい連中に囲まれていた。やや暗い色合いの金きん髪ぱつを肩かたまで伸のばした、元気のよさそうな少女。ピュティアが仔こ猫ねことすれば、仔こ兎うさぎといったところだろう。

「けどよ、うちの親おや父じが言ってたぜ。イザボーんとこの娘は、結けつ婚こんして半年も経たたずに生まれたってよ」

　悪ガキの一人が嘲あざけりの視線で、華きや奢しやな少女を見下ろす。

「お前、本当は誰だれの子なんだよ？」

「あたしは父さんの子だ！」

　ギッと歯を食いしばって少女は悪ガキをにらみ返す。

「それで、大悪人の妹って訳だ」

　そう言ったのは、もう一人の小こ太ぶとりの少年だ。

「お兄ちゃんは悪人じゃない！」

「人殺しは悪あく党とうさ。それも殺やったのが……」

「うるさい！」

　少女は小太りの少年に飛びかかったがヒョイとかわされて、踏ふみ汚よごされた灰はい色いろの雪の上に突つっ伏ぷした。

「ば～か、お前も百人隊長になったつもりかよ！」

　別の少年が、肩のあたりに蹴けりを入れる。

「お前ら、街まちから出てけよ」

「うっとおしいんだよ！」

　罵ば声せいを浴あびせる少年たち。

「ひっどい、許せないよ！」

　見かねたピュティアが、悪ガキと少女の間に割って入ろうと駆かけ出した。

　リックが止める間もない。

「こ、こら～っ！　あんたら何て卑ひ怯きようなことを！」

　だが、足場が悪いものだから、ピュティアはほんの数歩進んだあたりでツルリと滑すべり、解けかけた雪に覆おおわれた石いし畳だたみで涙が出るほどお尻しりを強打した。

「っつう！」

「……なんだ？」

　ピュティアの大おお騒さわぎに、悪ガキたちが振ふり向く。

「どこの馬ば鹿かだ？」

「おおかた、ブランウェンを助けようとしたんだろ」

「見たことないな、あのブス。余よ所そもんだぜ」

「あ～あ、ヤだねえ、なんにも知らない奴やつが格かつ好こうつけてよ」

　と、次々に嘲ちよう笑しようが向けられるが、ピュティアはお尻しりが痛くてとっさには何も言い返せない。

　しかし、ピュティアの後ろに立つ黒こく衣いの剣けん士しの姿を見ると、少年たちの顔色が変わった。

　無論、リックは特に悪あく童どうどもを威い嚇かくしたわけではない。彼が普ふ段だんから漂ただよわせている死の影が、弱い者苛いじめしかできない卑ひ怯きよう者ものたちを心底震ふるえあがらせたのだ。

「…………」

　リックはゆっくりと少年たちの方に足を踏ふみ出した。

「おい、ヤバそうだぜ」

「……行くか」

　少年たちはコソコソと、裏通りに消えていった。

「へ～んだ！　意い気く地じなし！　顔を洗って出直してこい！」

　腰を擦さすりながら立ち上がったピュティアは、その背中に向かって怒ど鳴なった。

　それから、すぐにハッと気がついて、悪ガキたちにいたぶられていた少女のところに駆かけ寄る。

「だ、大丈夫？」

「何とかね。もう、慣れっこだし……」

　少女はゴシゴシと悔くやし涙なみだを拭ぬぐってから顔を起こした。

「ありがとう。助けようとしてくれたんでしょ？」

「役に立たなかったけどさ」

　ピュティアは少女の腕を取って引き起こし、額ひたいや頰ほおについた泥どろ混まじりの雪を払はらい落としてやる。

「ううん、本当に感謝してる。あたしね、ブランウェン」

　少女は名乗った。

「あなたたち、街まちの人じゃないよね？」

「そっ、今日来たばかりだよ」

　うなずくピュティア。

「でも、さっきから宿が取れなくて困ってたとこ」

「ならさ、ちょうどいいから、あたしの家に泊とまらない？……ええと？」

「ピュティアだよ。こっちがリック」

「リックさん？」

　ブランウェンは黒衣の剣士を見上げると、ヒューッと口くち笛ぶえを吹ふいた。

「背、高いんだ！……もっとも、うちのお兄ちゃんはもっと大きかったかな」

「ねえ、本当に泊めてもらえる？　そうだと嬉うれしいんだけど」

　一晩分宿賃が浮うきそうなので、ピュティアの目はキラキラと光る。

「もちろん。相そう場ばの半額でいいよ、一人銅どう貨か十枚」

　ブランウェンはニンマリとして手を差し出した。




　少女が案内した家は、街まちの中心近くにある小ぎれいな二階建てだった。

　この界かい隈わいの質素な家や並なみと調和を保ちつつも、中庭と小さな別べつ棟むねを持ち、石いし壁かべは砂さ岩がんではなく花か崗こう岩がんを使って明るさを出している。スレート葺ぶきの屋根は棟の端部に破は風ふがあり、途中で角度が変わる腰こし折おれ屋根という形式になっていた。

　この凝こった造つくりから見ると、先代か、先々代の主人はかなり趣しゆ味みのいい人間だったらしい。

　もっとも、その美しい屋敷も細かなところを見ると傷いたみが激はげしかった。丁てい寧ねいに修しゆう復ふくが施ほどこしてあるが、現在は全面的に改修するだけの財産が家主にないことが分かる。

「さっきのことは黙だまっててね。心配させたくないんだ」

　ブランウェンは二人にそう言って服装を直すと、元気よく扉とびらを開いた。

「母さん、ただいま！」

　玄げん関かんを入ってすぐの部へ屋やは、暖だん炉ろ付きの広間で、おそらく食堂を兼かねているのだろう、中央に大きなテーブルが置かれている。正面は中庭への扉、左手は台だい所どころへの通路、右手は二回への階段だ。

「お帰りなさい、……そちらの方たちは？」

　涼すずやかな声とともに台所の奥から出てきたのは、二十代半ばに見える優ゆう雅がで清せい楚そな女性である。

　落ち着いた色合いの金きん髪ぱつと青緑色の瞳ひとみ、それに繊せん細さいそうな首筋から肩にかけての線は、ブランウェンとの濃こい血のつながりを示しているものの、瑞みず々みずしい肌はだを見ると年の離はなれた姉のようにしか思えない。

　ブランウェンの母なら、三十にはなっていそうなものだが……。

（うわあ、上品そうな人。結構苦にが手てかも知んない）

　というのが、初めて彼女を見た時のピュティアの感想である。

「ん～と、さっき通りで出会った旅の方たち。宿が取れなくて困ってたみたいだったから連れてきたの。泊とめてあげてもいいでしょ？」

「もちろん、構いませんよ」

　ブランウェンの質問に、女はニッコリとうなずいた。

「ようこそ、アゼラへ。この子の母のイザボーと申します。親おや娘こ二人の慎つつましい世しよ帯たいで、何のお構いもできませんけど、ゆっくりなさっていって下さいね」

　美しいが、どこか寂さびしげな雰ふん囲い気きのある笑顔だ。

「えっと、あたしはピュティアで、こっちはリック。こいび……相棒だよ」

　毎度のことながら、リックににらまれ、ピュティアは途と中ちゆうで自じ己こ紹しよう介かいを訂てい正せいした。

（……いい加減、諦あきらめて認めればいいのに）

　と、心の中では愚ぐ痴ちりながらだが。

　その時……。

「奥おくさん、晩ばん飯めしはまだかの？」

　と言いながら、目付きの悪い貧相な老人がヒョコヒョコと右手の階段を下りてきた。

「もう少しで準備ができますよ、サイモニデスさん」

　イザボーは愛想よく答える。

「……あいつ、自じ称しよう隠いん者じやの爺じいさんで、うちの下宿人なんだけどさ、どっか胡う散さん臭くさいんだよね。金かね払ばらいも渋しぶいし」

　ブランウェンが、こっそりとピュティアに耳打ちする。

　イザボーがリックたちを老人に紹介すると、老人は刺さすような鋭するどい視線でリックを上から下まで観察した。

「お前さん……」

　サイモニデスは口にしかけた言葉を吞のみ込み、頭を振ふった。

「いや、まあ、わしの思し索さくの邪じや魔まさえしなければ、どんな男だろうと知ったことではないわい」

　次に老人は、ピュティアに息がかかるほど顔を近づけてしげしげと眺ながめると、表情を一変させてヒャッヒャッと笑った。

「可愛かわいいお嬢じようちゃんだが、どうも胸や腰の育ちが良くないのう」

「こ、この！　初対面で何てこと言うのさ！」

　ピュティアは思わず老人の頭をこぶしで殴なぐる。

「こりゃ、老ろう賢けん者じやを敬うやまわんか！」

　頭を擦さすりながら、サイモニデスは座すわり込んだ。

「ったく、近ごろの若い娘むすめときたら……」

「あ、脚を撫なでるな～！」

「身体を起こす支ささえが要いるのじゃ！」

　ピュティアと老人が騒さわいでいると、扉とびらを遠えん慮りよがちにノックする音がした。

「あらあら、今日はお客さんが多いこと」

　リックたちに出すお茶の準備をしていたイザボーが応対に出る。

「やあ、どうも」

　扉が開かれると、腰に小剣を下げたクシャクシャの髪かみをした青年が、雪の積もった兜かぶとを脱ぬいで入ってきた。

「あっ！　ジェド君だ！」

　ブランウェンが明るい声を上げて青年に駆かけ寄り、腕にしがみついた。

「おっ、久しぶり！」

　青年はブランウェンの頭を撫なでる。

「何か困ったことはないかい？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ！」

「…………」

　ピュティアは後ろからブランウェンをつついた。

「誰だれ、この人？　あんたの恋こい人びと？」

「違ちがうよ！　ジェド君。警備隊の百人隊長さん」

　ブランウェンはペロリと舌を出した。

「あたしの恋人はお兄ちゃんだもん！　今は街まちを離はなれているけど」

「……お客さんのようだね」

　青年はリックとピュティアに視線を向けた。

　リックが軽く目で挨あい拶さつし、ピュティアがベラベラと自己紹介をすると、彼も丁てい寧ねいに挨拶を返してリックの向かいの椅い子すに座すわる。

　役人らしい横おう柄へいな様子は微み塵じんもない、好青年だ。

「ジェドさん、また見回りなの？」

　イザボーは青年のためのカップを用意しながら尋たずねた。

「ええ、まあ」

　ジェド青年は、さり気なくイザボーに手を貸しながらうなずく。

「もう、百人隊長になったんだから、ドッシリと構えて、隊員たちが働くのを見てればいいのに！」

　と、ブランウェン。

「市中の見回りはシャインデル隊長だってやってたじゃないか。僕のお手本は隊長なんだぜ」

　ポットの中の葉が開くのを待ちながらジェドは答え、それからちょっと眉まゆをひそめた。

「……それに、このところ妙みような連中が街まちに集まってきているんだ。その上、管かん轄かつ外がいだけど、街の東の高原で今朝、乱らん闘とうがあったらしい。……うまい！」

　イザボーの差し出した香かおり豊かなカモマイル茶を一口すすると、彼は満足そうな表情を浮うかべる。

「もっとも、街かい道どうをソリで移動していた交こう易えき商しよう人にんが遠くから見たってだけのあいまいな情報だけど。……そう言えばリックさん、あなたたちも今日、到とう着ちやくしたんですよね？　見ませんでしたか、その乱闘？」

　リックは平気な顔でカップを手にしたまま頭を振ったが、ギクリとしたのはピュティアである。

「えっ、乱闘？　見ない、見ない、な～んにも見てない。あははははは！」

　物もの凄すごく不自然な誤ご魔ま化かし笑いである。

　だが、人が好いのかジェドはあまり不ふ審しんに思わなかったようだ。

「そうですか。では、あなたたちもくれぐれも気をつけてください」

　ジェドはカップのお茶を飲み干すと立ち上がった。

「今日は夕飯食べていかないの？　もうすぐできるよ」

　ブランウェンが声をかける。

「そうもいかないんだ。新しく警備隊の責任者になったトルカー殿どのが、兵士たちに対する締しめ付けを厳しくしてね。特に市中警備担当の僕らを目の敵かたきにしてるんだ。これから明日の朝まで書類整理さ」

「……ジェド君って、お兄ちゃんと一いつ緒しよでそういうの苦手だもんね」

「本当、出世なんかするもんじゃないよ。じゃあね、ブランウェン。なるべく様子は見にくるようにするけど、今日のところはこれでお暇いとまするよ」

　兜かぶとを被かぶり直したジェドは、雪が降り始めた夕方の街に出ていった。




　夕食が始まったのは、それから少し経たってからのことである。

　ライ麦むぎと蕎そ麦ば粉こを半々に使ってバターで味付けをした粥かゆと、アニスで風味をつけた卵と蜂はち蜜みつのスフレ、それと羊を柔やわらかく煮に込こんだシチューが食しよく卓たくに並ならぶ。

　さらにリックたち客人のために、新しいワインの樽たるがコルクを抜ぬかれた。

「不思議に思ったんだけどさ」

　甘いもの好きのピュティアが、スフレを頰ほお張ばりながら尋たずねた。

「冬になると雪に埋うもれちゃう何にもない街まちが、よくエレネイ一の商業都市になれたもんだね？」

「何もないから、でしょうね」

　微ほほ笑えむイザボー。

「確かに、ここには柱となるような産業はありません。だから、私たちの先祖は街を離れて、交易商人になったんですよ。そして、エレネイの各地で着実に商売を根づかせ、商しよう館かんを作り、富を持ち帰ったんです」

「商人として成功すりゃあ、今度は客の方からこの街に足を運ぶようになる訳じゃ」

　と、口の周りにシチューをつけたサイモニデス。

「そうですね。もっとも、実際の取引はやはり、ほとんどが各地の商館で行なわれるのですけど」

「でもね、でもね！」

　ブランウェンが身を乗り出した。

「アゼラが発展したのにはもうひとつ……、ううん、二つかなあ……、別の理由があるんだよ！」

「あなたの言いたいのは、馬車と船のことね」

　イザボーはうなずいた。

「ああん、母さん！　言っちゃ駄だ目め！」

　ブランウェンは母親を口止めしてから、ピュティアたちに向かって胸を張って喋しやべりだした。

「えへん！　実はこの街にはエレネイでも最高の馬車と船があるのよ！　馬車はね、十六頭立ての大型馬車。これが今、金や銀、鉄てつ鉱こう石せきの輸送にエレネイ中で大だい活かつ躍やくしているの」

「優すぐれた馬車だ」

　と、リック。

「雪の深い山地へも荷にを運べるように、車輪とソリとが交こう換かんできるようになっている。それもごく簡単な作業で」

「へえ、よく知ってるのね」

　ちょっと不満げなブランウェン。

「でも、それだけじゃないのよ。橋のない川でも渡れるように軽くて丈じよう夫ぶにできてて、その上、抜ばつ群ぐんの安定性なんだから！　……ピュティア、聞いてる？」

　喋しやべるのは好きだが、人の話を聞くのは大だい嫌きらいなピュティアは、うんざりしながらもヒラヒラと手を振ふって先を促うながした。

「はいはい、ついでだから船の話もしなよ」
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「そうそう、船はね」

　浮うき浮うきとした口調でブランウェンは続ける。

「もちろんガレーラ！　二に段だん櫂かい船せんで、西の果てのエラーン諸島にだって鳥より速く行けちゃうんだから！」

「鳥より速くは大げさですよ」

　たしなめるイザボー。

「それに、自分の街まちの自じ慢まんばかりしているとお客さまに嫌きらわれますよ」

「はあい」

　ようやくブランウェンは引き下がった。あれほど街の子供たちに酷むごい仕打ちを受けながらも、この街が好きでたまらないようだ。

「……だが、本当にこの繁はん栄えいは大したものだ」

　リックが酒しゆ杯はいを傾かたむけながらイザボーに話しかけた。

（こ、こいつ！　や～っぱり美人が相手だと態度が違ちがう！）

　ピュティアが唇くちびるをへの字にしてにらむが、リックは無視である。

「商店に並ならぶ品しなも多た彩さいで量が多く、新しい家の建築も盛さかんだな」

「そうですね」

　イザボーは答える。

「でも、急きゆう激げきな発展はこの数年のことですわ。アゼラの人々は元来堅けん実じつですから」

「新しい太たい主しゆになってからということか？」

「はい、シモン陛へい下かは立派なお方です」

「……そう言えば、ここの前の太主って殺されたんだよね？　噂うわさで聞いたことあるけど？」

　何気なく挟はさまれたピュティアの一言。

　一いつ瞬しゆん、母娘おやこの顔に動どう揺ようの色が浮うかぶ。

　これを見たリックは話題を元に戻した。

「しかし、こうした繁栄が歪ゆがみを生まねば良いのだが……」

「歪み？　何さ、それ？」

　ピュティアはリックを振ふり返った。

「そう、例えば富の偏へん重ちよう、貧民の増加、犯はん罪ざい、経済至上主義による倫りん理りの荒こう廃はい、官かん僚りようの腐ふ敗はい、といったところだ」

「……むう、また難しいこと言ってあたしをケムに巻こうとする！」

　ピュティアが頰ほおを膨ふくらますので、ブランウェンたちはクスクスと笑った。

「確かに」

　イザボーがうなずいた。

「陛へい下かもそれを懸け念ねんされて、何とか健全な範はん囲いに発展を抑よく制せいしようとしているのですが」

「反発を招いている、と？」

「交こう易えき商しよう人にんの一部、いえ、ほとんどは太主陛下の政せい策さくに不満を抱いだいていますわ。目の前に握にぎれる富があるのにそれを指を銜くわえて見ていろというのですから、無理もないことかも知れませんが……」

「あたしもその人たちに賛成だなあ」

　と、ブランウェン。

「稼かせげるだけ稼ぐのがどうしていけないのかなあ？　誰だってお金持ちになりたいよね」

「そうそう。あったり前だよ」

　ピュティアも意見の一致を見る。

「ブランウェン」

　リックが静かに言った。

「君の好こう物ぶつは何だ？」

「えっ……、キイチゴの実、かな？」

「今、友達と森を散歩をしていて、君は熟じゆくした実が豊かについたキイチゴの木を見つけたとする。君はどうする？」

「食べるよ、もちろん！」

「全部？」

「……ええと」

　少女はちょっと考え込んだ。

「友達の分は？」

「それは……残すよ、多分」

「仮に君が全部食べ尽つくしたら、結果はどうだ？」

「あたしはお腹を壊こわして、友達は飢うえ……」

　ブランウェンはハッと気がついた。

「そうか！　そういうことなんだね！」

「吞のみ込こみのいい子だ」

　リックは再び葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを傾かたけた。

「えっ、何？　稼ぎの話してんじゃなかったの？　あたし、分かんないよ！」

　取り残されたピュティアひとりが不満顔だ。

「……ときにリックさんとやら、お主ぬしらこんな季節にどうしてこの街に？」

　しばらくして、粥かゆの皿さらを舐なめ終わったサイモニデスが尋たずねた。

「あたしたちね、実は妖よう精せい郷きようを探してるんだ」

　と、蜂はち蜜みつのついた指をしゃぶりながらピュティアが答える。

「エレネイの北の果てにあるってヤツ。でもいくつか街を回ったけど、どこで聞いてもそんなの伝説だって。妖精なんかいないって言うんだよ」

「当然だ。まともな人間なら妖精郷の存在を信じはしない」

　リックは頭を振った。

「むう……」

　サイモニデスは眉み間けんに皺しわを寄せて唸うなった。

「……お前さんたち、ひょっとするとかなりの幸運に恵めぐまれているのかも知れんな」

「どういうことさ？」

「わしは妖精郷に関する文ぶん献けんにいくつか目を通したことがあるが、もしも妖精郷が存在しているとすれば、このアゼラが地理的には一番近い街ということになる。そして、だ」

　サイモニデスはいったん言葉を切ると、イザボーの方に目をやった。

「ここにいる御ご婦ふ人じん、イザボー殿どのが、何を隠かくそう、妖精郷に足を踏ふみ入れたという最後の証言者なのじゃ！」

「いいっ！」

　ピュティアが驚きよう愕がくの声を上げ、リックもわずかに表情を変えた。

「……大おお昔むかしのことですよ」

　イザボーは口ごもった。

「ね、ね、ね、聞かせてイザボーさん！　あたしたち、どうしてもそこに行かなくちゃいけないんだ！　どこをどう行けばいいの!?」

　ピュティアはつかみかからんばかりになる。

「……困ったわ」

　イザボーは頰ほおに手を当てた。

「事情があるのなら話す必要はない」

　と、リックが頭を振る。

「え～、何でさ!?　せっかく妖精郷までの道が分かるかも知れないのに!?」

　ピュティアは、リックを振り返って抗こう議ぎした。

「母さん……」

　ブランウェンが母を見る。

「そうね……、覚えている限りのことは、お話ししましょう。あまり参考にはならないと思いますけど」

　イザボーはため息をついて、ゆっくりと話し始めた。

「あれはまだ私が今のブランウェンくらいだった頃ころ……。まだ小さな街まちだったアゼラを野や盗とうの大群が襲おそったの。多くの家々が焼かれ、掠りやく奪だつされたわ。当時の警けい備び隊たいは何とかこれを撃げき退たいしたけれど、私はその時、野盗に捕つかまって逃とう亡ぼうの時の人ひと質じちにされたの。野盗たちは北に逃にげて何日も何日も……」

　イザボーは言葉を切った。

「途と中ちゆうは省略しましょうね。結局、追つい跡せきを止めない警備隊を振り切るために、野盗は私をツァフォン山脈のさらに北の山やま奥おくに置き去りにしたの。私はそれからまた何日も彷徨さまよって、飢えと凍とう傷しようでもう限界だと思った時に、ようやくたどり着いたのが、高い山々に囲まれた緑豊かな里さとだったの」

「そ、そこが！」

　ピュティアが性急に先を促うながす。

「ええ。でも、住んでいたのはたった一人。当時の私の半分ぐらいの背せ丈たけの、白い髭ひげで顔が見えないような老人だったわ。その老人が衰すい弱じやくしていた私を介かい抱ほうしてくれて、私は命を取りとめたの」

　イザボーはちょっと遠い目になった。

「不ふ思し議ぎな所だった……。そこから見上げる空はいつも青くて、鳥が楽しそうに唄うたい、家の周りには四季の花が咲いて、木々からは爽さわやかな香かおりが漂ただよい、川では魚が飛び跳はねているの……」

「リック、リック、間ま違ちがいないよ！　やっぱり妖精がいるんだよ！」

　ピュティアはリックの首にしがみついた。

「そこにいた数日間は本当に夢ゆめのようだったわ。結局、部下を帰して一人で私を捜さがし続けてくれた警備隊の百人隊長さんがやってきて、私をアゼラに連れ帰ってくれたの」

「その百人隊長が、あたしのお父さんって訳。へへへ」

　腕を頭の後ろで組んだブランウェンが笑った。

「しかし……」

　と、この雰ふん囲い気きに水を差したのはリックだった。

「今の話では漠ばく然ぜんとした位置も分からないな。帰りの道は覚えていないか？」

「それが、ずっと馬の背で寝ねていたもので……。夫は何度かその里を訪おとずれたことがあったようですけど、十年も前に亡なくなりましたから」

「そ、そんなあ」

　ピュティアはガクッとなる。

「でも、何日ぐらいかかったの？　それだけでも分かれば……」

「五、六日でしょうか。それもはっきりとは」

　何しろ十数年も前のことである。証言があいまいになるのも仕方がない。

「いずれにせよ、この真冬に山越えは不可能だ。今は妖精郷のことは忘れるしかないな」

「駄だ目めだよ、リック！　グリードを直したくないの!?」

「何度も言っているように、グリードはその役目を終えたのだ」

「やだっ！　妖精のところに行くの！」

「駄だ々だをこねるな。無理なものは無理だ。ツァフォンの北へは、アゼラの民でさえ滅めつ多たに足を踏ふみ入れないのだぞ」

「い、く、の！」

「あの～、お取り込み中なんだけど」

　恐おそる恐おそるブランウェンが二人の間に割り込んだ。

「もう、二人とも寝た方がいいんじゃない？　明日、もう一度冷静に話し合いなよ」

「わしもそう思うぞ」

　と、サイモニデス。

「……この娘むすめが冷静になれるのならな」

「リックこそ！」

「では、部屋を用意しましょうね」

　イザボーが立ち上がった。

「リックさんはうちの息子が使っていた部屋でよろしいですか？　ピュティアちゃんは私たちと一いつ緒しよで？」

「ああ。その娘のイビキを聞かずに済すめば、よく眠ねむれるだろう」

「あたしはイビキなんかかかないよ！」

　ピュティアはプイと横を向いた。




　その夜……。

　イザボーの家の前の通りに、いくつかの人目を忍しのぶような人ひと影かげが出しゆつ没ぼつしていた。

　道を挟はさんだ向かいの家の角に一人。

　その右手、酒さか蔵ぐらの大きな扉とびらの前にもう一人。

「間ま違ちがいないんだな？」

　顔を赤くした酒場帰りらしい男が、人待ち顔で酒蔵の前に立つ男の傍そばにフラフラと足をもつれさせて近づくと、背を向けたまま声をかける。

「もちろんだ。俺おれは以前、クスタザールであいつが〝人ひと狩がり〟のアダレーをやるところを見てる。あの顔は忘れねえ。……ところで手勢は揃そろったのか？」

「あっちの廃はい屋おくに二十人ほどな」

「分け前が減へるぞ」

「なあに、奴やつが本当にフレオリックなら、半数は殺やられる。一人五百は堅かたい」

「……明かりが消え、月が雲に隠かくれた時に仕し掛かける。いいな？」

「連中に伝えよう」

　足元をふらつかせた男は、鼻はな歌うたを唄うたいながらどこかに消えていった。




「三人っていうのも、賑にぎやかでいいよね！」

　寝台に飛び込んだブランウェンが、上うわ衣ぎを脱ぬいだピュティアに声をかける。

　だが、ピュティアはまだ、さっきのリックとのやり取りのことを怒おこっていた。

「……あいつ、あたしの言うことなんか端はなっから聞こうとしないんだから！」

「あなたのことを心配しているのよ。あの山の北は危険な所だから」

「でも、イザボーさんは行って戻ってきたじゃない」

「何度も死にかけてのことよ」

　ふと、イザボーの横顔に暗い影かげが差した。

「本当に、あの時は死んだ方がましと思ったけれど……」

「……イザボーさん？」

「何でもないわ。ほら、ブランウェン、風か邪ぜを引くわよ」

「は～い」

　肩を丸出しにしている娘の毛布を引き上げてやると、イザボーは暖だん炉ろのそばに行って薪たきぎを二、三本くべた。

「……今夜は寒くなりそう」

　こういう二人の姿を見ると、ピュティアはちょっと羨うらやましくなり、

「いいなあ、親おや子こって」

　と、思わずつぶやく。

「ねえ、ピュティアのお父さんやお母さんは？」

　ブランウェンが尋たずねた。

「親おや父じなんてどこの誰だれだか分かんないよ。母親は場ば末すえの売ばい春しゆん宿やどでのたれ死に。……だから、天てん涯がい孤こ独どくってところかな」

　ピュティアは肩をすくめ、寝しん台だいにもぐり込んだ。

「ふうん。でも、あんたにはリックさんがいるじゃない」

　ブランウェンは好こう奇き心しんに目を輝かがやかせる。

「ずっと一いつ緒しよなんだよね。いいなあ、あたしなんかもう何年もお兄ちゃんと会ってないもの」

「リックはさ、……家族っていうのとは違ちがうよ」

　ピュティアは唇くちびるを嚙かんだ。

「あいつは、あたしなんかいなくても平気なヤツなんだ」

「それは違うわ」

　ピュティアとブランウェンの間に、イザボーが身体からだを滑すべり込ませた。

「リックさんは、あなたを危ない目に遭あわせたくないから北へは行かない。あなたは──グリードだったかしら？──リックさんが大切にしていた物のために北に行こうとする。意見の対立はあっても、それは相手のことを第一に考えてのことよ。お互たがいに、自分のことより相手のことを思いやることができれば、それはもう家族じゃないかしら」

　イザボーはピュティアの身体を毛布で包もうとする。

「あっ、いいよ。自分でやるから」

　ピュティアは慌あわてて自分で毛布を引き上げた。

「駄だ目め。足が出ているわよ」

　イザボーは微ほほ笑えんで毛布の端はしを整ととのえる。

「……これでよし。さあ、もう遅おそいわ。お休みなさい」

「うん。お休み、イザボーさん、ブランウェン。……ブランウェン？」

　寝台の反対側から、かすかな寝ね息いきが聞こえてくる。

「もう寝ているわ。小さい時から寝つきはいいのよ」

　イザボーはピュティアの頭を撫なでた。

「……あの、イザボーさん」

　散さん々ざんためらった後、ピュティアはブランウェンを起こさないように、小声でささやきかけた。

「どうしたの？」

「ね、寝る前に一回、お母さんって呼んでいいかな？　一回でいいんだけど」

　イザボーは少女を胸に抱き寄せた。

「……お母さん、お休み」

「お休み、ピュティア」




　それからしばらくして、三つの月が山の端はからゆっくりと顔を見せ始めた頃……。

　ピュティアが目を渋しぶ々しぶ開いたのは、中庭につながれた黒馬の嘶いななきが耳に入ってきたためだった。

「……んん、黒ちゃん？」

　もう一度、低い嘶き。

（リックに報しらせなきゃ）

　ピュティアはそっと寝しん台だいから抜け出て、扉とびらに向かった。

　だが、把とつ手てに手をかけた時、扉の向こうからリックの声が聞こえてきた。

「そこにいろ」

　リックはすでに目を覚まし、ピュティアたちの寝室の前まで来ていたのだ。

「数は？」

　こうした情じよう況きようにも慣れたピュティアが尋たずねる。

「十人以上。中には腕うでの立つ者もいる。情況によっては、ピュティア、お前の判断で二人を安全な場所まで連れ出せ」

「サイモニデスの助すけ平べえジジイは？」

「私が起こして逃にげる準備をさせた。ついでに連れていけ」

「リック、気をつけて」

「ああ」

　リックはそのまま階段の所まで音もなく進むと、一気に飛び下りて抜ばつ刀とうした。

　ザクッ！

　という鈍にぶい音。

　密ひそかに二階に上ろうとしていた連中の一人が、肩かたから心臓までを裂さかれて絶命した。

　さらに刃やいばを返された剣けんが、別の一人の胴どうを左脇わき腹ばらから斜ななめに斬きり上げる。

「フレオリックだ！」

「気づかれたぞ！」

　夜や陰いんに乗じての奇き襲しゆうを狙ねらった男たちだが、こうなると暗くら闇やみは人数の多い方に不利に働く。

　男たちが同どう士し討うちを恐れてためらう隙すきをついて、リックは彼らの中心に躍おどり込んだ。

「どこだ!?」

「落ち着け！」

　狼狽うろたえた刺し客かくたちの声が闇やみに飛び交う。

　正面の刺客に袈け裟さ掛がけを浴あびせた後にリックが狙ねらったのは、部へ屋やの隅すみに素早く移動して、左右と背はい後ごの安全を確保しようとした冷静な男だった。

　この家に侵しん入にゆうした刺客の中で最も手て強ごわいのは彼だ、とリックは判断した。

　指示を出しているこの男を倒たおせば、残りの者たちは統制が取れなくなるはずである。

　リックの握にぎる鋼こう鉄てつの剣けんが、素早く男の胸に向けて突つき出される。

　だが、男も並なみの腕うでではない。

　電でん光こう石せつ火かの鋭するどい突つきを、辛かろうじて剣で弾はじき上げてかわす。

　飛び散る青白い火花。

　リックは瞬しゆん時じに剣の流れる方向を変え、真っ向から振ふり下ろした。

　しかし、次の一いち撃げきで頭ず蓋がいを砕くだかれるまでのわずかな隙すきに、男は外の仲間に向かって叫さけんでいた。

「火ひ矢やだ！　手て筈はず通り火矢を撃うたせろ！……グハッ！」

「……迂う闊かつな」

　崩くずれ落ちる男に背を向けて別の刺客を斬り捨てながら、リックは己おのれの判断の甘あまさを呪のろった。

　広間にいる者たちを全員斬り捨てれば、それで終わりだと彼は思っていた。だが、刺客は侵入した連中だけではなかったのだ。

　ガガッ！

　何本もの矢が、木の窓や扉とびらに突き立つ音がした。

「リック！　火だよ！」

　二階からピュティアの声。

「ああっ！　ブランウェン、今下りちゃ駄だ目めっ！」

　階段を駆かけ下りてくる足音。

　そちらに向けて、刺客の一人が短剣を放はなった。

「きゃあ！」

　小さな悲鳴を上げ、ブランウェンの身体からだが階段から転げ落ちる。

「ブランウェン！」

　黒こく衣いの剣けん士しは素早く下に回って、その華きや奢しやな身体を受けとめた。

「……この代だい償しようは高くつくぞ」

　リックは彼女を抱いたまま再び刺客たちの間に飛び込み、鬼き神しんのように鋼鉄の剣を振るった。

　喉のどを裂さき、背せ骨ぼねを断たち、心臓を貫つらぬいて、リックの剣は次々と刺客を仕し留とめていく。

　ひとつの動きで数人ずつ、それも確実に……。

　彼らの剣は、リックの身体にかすりさえもしないのにだ。

「この暗くら闇やみで目が利きくのか！」

「やはり化ばけ物ものだ！」

　刺客たちは恐きよう怖ふし、出口に殺さつ到とうした。

　リックはそっと少女をテーブルの上に横たえると、彼らを追って外に飛び出る。

　ビュン！

　その姿に向けて、正面から矢が放たれた。

「小こ賢ざかしい！」

　リックは矢を真まっ二ぷたつにすると、疾しつ走そうし、驚きよう愕がくする射い手ての首を一気にはねた。

　さらに、逃にげる刺客たちの背に剣を浴びせて、通りに積もった雪を赤く染そめてゆく。

　そして静けさが再び通りに戻もどった時、逃げ果せた刺客はほんのわずかで、転がっている死体は広間の分も含ふくめて二十体を数えた。

「リック！」

　家の中からピュティアの声。

　リックは窓に刺ささった火矢を払はらい落として炎ほのおを消すと、早足で中に入った。

　火が点つけられたばかりの暖だん炉ろの薄明かりの中、ピュティアはブランウェンを抱だくイザボーの傍かたわらで顔を涙なみだで濡ぬらしていた。

「……あたしが下りようとするこの子を止められなかったから。……あたしのせいで」

　リックは震ふるえるピュティアをそっと下がらせ、ブランウェンの様子を見る。

　傷きずは投げられた短剣が裂さいた太ふと股ももの傷のみだが、ピンク色だった頰ほおからは血の気が失うせ、呼吸も弱い。

　その時、サイモニデスがようやく二階から下りてきて、ブランウェンの顔をのぞき込んだ。

「……いかんな」

　弛ゆるみ切っていた老人の顔が厳きびしいものとなった。

「お嬢じようちゃん、二階に行ってわしの大きい方の皮かわ袋ぶくろを取ってきておくれ」

「えっ？」

「早く！」

　ピュティアは階段を駆かけ上がっていった。

「奥さんは湯じゃ。いっぺんにたくさん沸わかすでないぞ。時間がかかるから少量ずつな。それと、清せい潔けつな布ぬのを何枚か」

　イザボーは迅じん速そくに動いた。

　その間に、サイモニデスは傷きずの上部を縛しばり、止し血けつする。

「そう深い傷ではないが……。この傷をつけた武器はあるか？」

　老人はリックの顔を見た。

「いや。だが、多分これと同じ毒だろう」

　リックは転がっている死体のひとつが握にぎる剣をもぎ取って老人に手渡す。

　刺し客かくたちが毒を使っていることは、彼らの太た刀ち筋すじからリックには分かっていた。

　ただ、その種類までは判別ができない。

「ちょいと調べるから、その間にお前さん、毒を吸すい出してやってくれ。わしがやるとこの娘むすめ、死んだ方がましだったと言い出しかねんからな」

「そうだな」

　リックは短剣がつけた傷に口を当てた。

　サイモニデスは剣身から、黄色い油状のものを指で拭ぬぐい取る。

「沼ぬま蛇へびの毒じゃな」

「医学の心こころ得えが？」

　吸い出した血を吐はき出し、リックは老人の顔を見た。

「八十もの歳さい月げつを背中に負うようになれば、いろいろと覚えるわい」

　サイモニデスは毒のついた指で、ブランウェンの胸元に何か徴しるしのようなものを描いた。

　徴は一いつ瞬しゆん、緑色に浮うき上がり、消える。

「……これで血が残った毒を燃やす。後は傷の方だが」

「持ってきたよ！」

　ピュティアが皮袋を手に、転がり落ちそうになりながら駆け下りてきた。

　サイモニデスは袋の中から蠟ろうで封ふうをした瓶びんを取り出すと、口を開けた。

　そこに、お湯を沸わかしたイザボーが戻ってくる。

　そのお湯にサイモニデスは布の一枚を浸ひたし、絞しぼって傷口を丁てい寧ねいに拭ふいた。

「お前さんも口をすすいでおけ。口こう腔こう中ちゆうに傷があると毒が回るぞ」

　老人はリックにそう告げてから、瓶の中身の液体を傷にかける。

　そして、新しい白い布で優しく傷を覆おおって縛しばった時、ブランウェンの目がうっすらと開かれた。

「ブランウェン！」

　イザボーが娘むすめを抱だき締しめた。

「……母さん、痛いよ」

　ブランウェンは顔をしかめた。

「良かった……」

　ホッとしたピュティアが、その場にへたり込む。

「後は安静にしておれば大だい丈じよう夫ぶじゃろ」

　サイモニデスは背せ伸のびをすると、あたりを見渡した。

「しかしまあ、よう死体を並ならべたものじゃな。警備隊が来るぞ」

「ああ。ここを出た方がいいな」

　リックはピュティアを振ふり返った。

「準備をしろ」

「えっ？　でも、ブランウェンが……」

　少女の怪け我がに責任を感じるピュティアは躊ちゆう躇ちよした。

「警備隊になら、私が事情を説明します」

　と、イザボー。

　だが、リックは頭を振った。

「ここにいれば、また迷めい惑わくをかけることになる。……私は賞金首だからな」

（……とうとう、言っちゃった）

　ピュティアはイザボーたちから視線をそらした。

　リックの告白で、二人が自分たちを見る目が変わる。

　それが恐こわかったのだ。

　しかし、イザボーたちは動じなかった。

「……だからといって、こんな真夜中にお客様を追い出すことはできません」

「怪け我がをしたのはあたしが慌あわてたから。ピュティアのせいじゃないんだからね」

　母おや娘こは口先だけではなく、引き止める。

　それでも、リックは一度下した決定を曲げない。

「私たちは自分の意志で出てゆくのだ。気にすることはない」

「……リックの言う通りだよ、イザボーさん」

　ピュティアも残りたい気持ちとは裏うら腹はらに言った。

「あたしも二人が危ない目に遭あうのはイヤだからね」

「……ピュティアちゃん」

「黒馬を引いてこい。私はここの死体を片付ける」

　リックはピュティアの肩かたを叩たたく。

「ねえ」

　上体を起こしたブランウェンが裏口に向かうピュティアに声をかけた。

「裏にあたしの仔こ馬うまがいるでしょ？　あれに乗ってって」

「だ、駄目だよ！」

「あげるんじゃないの、貸すの」

　ブランウェンは微ほほ笑えんだ。

「……だからまたきっと戻もどってきてね」

「分かった」

　ピュティアは力強くうなずいた。

「絶対戻ってくるよ、ブランウェン、……お母さん！」




　イザボーの家を離はなれ、アゼラの街まちの出口まで来ると、リックは黒馬を南に向けた。

「リック、どっちに行く気？」

「何度も言わせるな。南の街かい道どうを戻る」

「妖よう精せい郷きようは？」

　ピュティアは仔馬から飛び下り、黒馬の手た綱づなを握にぎってリックを引き止める。

「……では、こうしよう」

　根こん負まけしたリックは言った。

「夏場になり、山やま越ごえが可能となる見込みが立てばもう一度ここを訪おとずれよう。だが、今は戻る。いいな？」

「でも、早くグリードを……。いいよ、そうしよ」

　ようやくピュティアも妥だ協きようした。

「その代わり、あたしもう一度だけブランウェンとイザボーさんの顔、見てきていい？」

「ああ、だが急げ」

「……うん」

　ピュティアは仔馬を駆かって、通りを戻っていった。

　リックはしばらくその場に留とどまって待っていたが、少女はなかなか帰ってこなかった。

　そして、鞍くらに下げていたはずのグリードが鞘さやごと消えていることにようやく彼が気がついたのは、東の空が白しらみ始めてからのことだった。







　第二章　妖よう精せい郷きようへ







「リック、ごめんね」

　仔こ馬うまでツァフォンの斜しや面めんを登りながら、ピュティアはつぶやいた。

「だけど、あたし、ただの足あし手でまといでいるのはイヤなんだ。リックがあたしを守るために折ったグリードだもん、あたしがリックのために直してくるよ」

　少女はリックが容よう易いに追つい跡せきできないように、麓ふもとの林を縫ぬうように抜ぬけて、ツァフォンの尾お根ねへと向かっていた。

　道のない冬山を越こえることは、ピュティアにとっては初めての経験である。

　遠くから見ると大したことがないような山も、実際に登り始めれば意外に険けわしいものだ。

　その上、とにかく登ればいいという無茶な進み方をしているので、午前中はそれほど行程をこなせなかった。

　予定ではとっくに尾お根ねを越えているはずなのだが、実際はまだ中腹にも達していない。

「……とにかく、妖精のいるところまで頑がん張ばろうね、チビちゃん」

　ピュティアはポンポンと仔馬の首を叩たたいた。

　だが……。




「ひぃ～！　も～、ヤだ！　こんなことなら妖精探しなんか始めるんじゃなかった！」

　ピュティアの健けな気げな決心は、夕ゆう暮ぐれ少し前には揺ゆらぎ始めていた。

　雪がちらつき、変わりやすい山の天候は急きゆう激げきに悪化の方向に向かっていた。

　だが、ツァフォンの鋸のこぎりのような尾根はまだまだ上だ。

「……まずいよね。このまま夜になったら」

　ピュティアは鞍くらから毛もう布ふを下ろし、早々と野や営えいの準備を始めた。

　真っ先にやったことは、仔馬の暖だんを確保すること。

　三枚ある毛布のうち、二枚で馬の背を覆おおい、雪をしのいでやる。

　それから、自分は雪を掘ほった穴あなに身体からだをもぐり込ませて、頭から毛布に包くるまった。

　泣いて喚わめいて、ようやくリックに買ってもらった外がい套とうが冷気を遮しや断だんし、凍とう死しを防いでくれるはずだ。

　しかし、膝ひざを抱かかえて眠ねむりに就つこうという段になって、不意に少女のエメラルド色の瞳ひとみが涙なみだで曇くもった。

「……あれ、どうしたんだろ？」

　考えてみると、一人で夜を過ごすのは久しぶりのことだった。

　半年前に会って以来、ずっとリックが一いつ緒しよにいた。

　あの無ぶ愛あい想そうなリック抜ぬきの夜が、こんなに淋さびしいものだとはすっかり忘れていたのだ。

「いつも一緒だって約やく束そくさせたのに……、あたしから破っちゃったな……」

　星も見えない夜空の下、ピュティアは膝ひざに顔を埋うめて、目を閉じた。
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　翌朝……。

　雪が激はげしさを増まして、風が出てきていた。

　山も険けわしくなり、いよいよ馬で進むのは難しくなっている。

「ここらへんが限界かな」

　午後になって、仔こ馬うまが三度目に足を滑すべらせて転てん倒とうしかけた時、ピュティアはため息をつき鞍くらから下りた。

「ごくろうさん、あんたはここまででいいよ。お家にお帰り」

　少女は荷を下ろすと、仔馬のお尻しりを叩たたいた。

　もちろんその荷の中には、折れたグリードに防水用の皮を巻いた包みも入っている。

　仔馬は、一緒に帰らないの、というように澄すんだ瞳ひとみで不思議そうにピュティアを見つめ返したが、ピュティアが動かないと分かると、名な残ごり惜おしげに何度も振ふり返りながら山を下りていった。

「気をつけるんだよ！」

　ピュティアは帰ってゆく仔馬に手を振った。

　下り道だから、アゼラまではそう時間はかからないだろう。

　日の高いうちにブランウェンの所まで戻もどれるはずだ。

「さてと……」

　ピュティアは荷を背負うと、自分が越えるべき尾お根ねを見上げた。

　颪やまおろしに混じる雪ゆき粒つぶが、顔に当たって痛い。

　まるで石いし飛礫つぶてのようだ。

「……あの向こうの……また向こうなんだよね」

　鉛なまりのように重い足を一歩一歩踏ふみ出して、少女は再び登り始めた。

　そして……。




　結局、何とか尾根を登り切ったのは、次の日の午後のことである。

　二日目の野や営えいをお尻しりに凍とう傷しようを作りながらも乗り切った少女は、グリードの包みで身体からだを支え、足を引きずるようにして前進を続けたのだ。

　だが、ピュティアは北の土地を望むことができる尾根の上に立つと、眼前に開けた景けい観かんに圧あつ倒とうされて座すわり込んだ。

「……そんな」

　ツァフォンの北には、さらに高い山が無数に控ひかえていたのだ。

　鋭するどく尖とがった牙きばのような山々が遥はるか彼方かなたまで延々と連なり、一番遠くの方は灰はい色いろの空に溶とけ込んでいる。

　荒こう涼りようとした険けわしい地形は、まるで荒あれ狂くるう海のように広大だ。

　無論、道らしい道など見えない。

「このどこを探せって言うのさ……」

　もう立ち上がる気力も体力も残っていないという事実に、ピュティアはこの時初めて気がついた。

　少女の身体にとって、この雪山越えは思いのほか苛か酷こくだった。

　足の筋肉は張り、腕うでは怠だるい。

　凍傷で爪つま先さきの感覚もなくなっている。

　だが、ここまで来たら引き返すことも不可能だ。

　風と雪が強くなり、徒歩では今日中に中腹まで下りることも覚おぼ束つかない。

　しかし、一昨日おとといや昨日より厳しい条件での野営に耐たえるだけの力は、今のピュティアには残っていないのだ。

（……ここで、死んじゃうのかな？）

　死ぬことは別に恐こわくはなかった。

　ただ、無む性しように淋さびしい。

「リック……」

　少女はつぶやき、雪の上に身を横たえた。

　雪が羽毛のように感じられ、瞼まぶたが気持ち良く閉とじてゆく。

（寝ねたら駄だ目め。……でもちょっとだけ）

　ピュティアは死の誘ゆう惑わくに身を委ゆだねかけた。

　その時……。

　斜しや面めんの下の方から近づいてくる獣けものの遠とお吠ぼえが、少女の耳に入った。

　反はん応のうが遅おくれたのは、注意力が鈍にぶっている証しよう拠こだ。

（何の音だろ？）

　ようやく身を起こした時、ピュティアはすでに十数頭の狼おおかみの群れに、すっかり囲まれていた。

「…………！」

　少女はかじかむ手で短たん剣けんを抜ぬいた。

　狼たちは低い唸うなり声を上げながらピュティアの周囲を回り、襲おそいかかる機会を待った。

　短剣を構えるピュティアだが、白い毛の狼はあたりの風景と同化してその動きを捉とらえ切れない。

　キーンッ！

　一匹目の狼が飛びかかった時に、振ふり回した短剣が牙きばを受け止めたのは全くの偶ぐう然ぜんだった。

　だが、幸運はそう続くものではない。

　二匹目の狼は、ピュティアの肩口に嚙かみつくことに成功した。

　ガッ！

　厚い外がい套とうを貫つらぬいて、鋭するどい牙きばが皮ひ膚ふに食い込む。

　もつれ合うようにしてピュティアと狼は雪の上に倒たおれ込み、斜面を転がった。
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「リック、助けてっ！」

　尾お根ねから滑すべり落ちながらピュティアは叫さけんだ。

「リーック！」

　その時。

　ザクッ！

　鮮せん血けつの赤が、雪の上にまだらな模様を描いた。

　ピュティアの息の根を止めようとしていた狼は、背骨を切断されて痙けい攣れんする。

　黒こく衣いの剣けん士しを乗せた黒馬が、稲いな妻ずまのように走り、狼の群れに飛び込んだのだ。

　再び、鋼こう鉄てつの剣が一いつ閃せん。

　狼たちの包囲の輪が崩くずれ、牙を剝むき出だしにした狼の頭が同時に三つ、宙を舞まった。

「リック！」

　狼の死体を押おし退のけてピュティアは立ち上がり、腕うでを伸のばした。

　力強い腕が少女を鞍くらの上に引き上げる。

「リック、リック～！」

　ピュティアは黒衣の剣士の背に顔を埋うずめた。

「怪け我がは？」

　そう尋たずね返したリックの声には、普ふ段だんではまず聞かれることのない悲痛な響ひびきがあった。

「大だい丈じよう夫ぶさ。かすり傷だよ」

　肩かたの痛いたみを堪たえて笑顔を作るピュティア。

「……もう少し、耐たえろ」

「うん」

　リックは尾お根ねに平行して黒馬を走らせ、追いすがる狼の先頭にくるものから身体を捻ひねって斬きり伏せていった。

　興こう奮ふんする狼の中には、斬られた仲間の死体を貪むさぼり食らうものもいる。

　餌えの少ない冬場のこと、狼たちも必死だ。

　黒馬の脚あしを狙ねらって動きを止めようとするが、リックの剣はこれを斬り払はらい、黒馬の蹄ひづめが蹴けり砕くだく。

　二十匹近くいた群れの半数あまりが、馬と一体になった剣士の攻こう撃げきに屠ほふられた。

　しかし、狼の数は減へるどころか、最初よりも逆に増ふえていた。

　血の匂においに惹ひかれたのか、他の群れの狼も集まりつつあったのだ。

　一方、血の脂あぶらと刃は毀こぼれで切れ味の落ち始めた剣は、低温のために脆もろくもなっていた。

　そのうち、狼を一撃では倒たおせなくなり、やがては折れてしまうだろう。

「……換かえ時だな」

　リックはそうなる前に古い剣を投げつけて一匹を葬ほうむると、新しい剣を鞍くらから抜ぬいた。

　だが……。

「リック、あれっ！」

　ピュティアが右手の尾根の方向を指差した。

　チラリと視界の片かた隅すみに、尾根の向こうから這はい上がってきたものを捉とらえるリック。

　やがて全身を現わしたそれは、白い毛に覆おおわれた、ムササビと蝙蝠こうもりの中間のような生き物だった。

　頭部は鼠ねずみに似ているが、牙きばが長く灰色の尖とがった耳が顔の横から飛び出ている。腕には皮ひ膜まくのような翼つばさがついていて、手と異様に長い足の指には、鋭い三対の鉤かぎ爪づめがあった。

　その鉤爪の一つ一つが、大型の湾わん刀とうほどの長さがあるのだ。

「あれ、何だか分かる？」

　ピュティアはリックに尋たずねる。

「私も初めて見る」

　狼を斬きり捨てながら、彼はニヤリと笑った。

「だが、友好的でないことは確かだ」

　その怪かい物ぶつの姿を認めた途と端たん、狼たちは文字通り尻しつ尾ぽを巻いて逃にげ出した。

　もうリックたちを追っている場合ではない、という様子だ。

　しつこい追つい跡せきが途と切ぎれ、

「取り敢あえず背後の安全は確保できたか」

　と、リックは皮肉な言葉を吐はいた。

「リック！　分かってるんだろうけど、あいつの方に向かって突つっ込んでってない？」

　黒馬が斜しや面めんを登り始めていることに気がついたピュティアが、嫌いやな予感とともにリックの横顔を見上げる。

「そうだな」

　無表情に答えるリック。

「に、逃げようよ」

　無む駄だとは知りながら、一応はピュティアも提案してみる。

「恐おそらく、背中をあいつに見せるのは危険だ。……見ろ」

　尾お根ねの上に立ったその蝙蝠こうもり型の怪物は翼つばさを広げると、リックたちの方を目指し、風に乗って滑かつ空くうした。

　黒馬は膝ひざを突ついて姿勢を低くし、リックはピュティアの頭を押おさえつけると同時に剣で自分の頭上を防御した。

　パキーンッ！

　襲おそいかかる鉤爪を弾はじいた剣が、陶とう器きのように砕くだけ散る。

　攻こう撃げきを弾き返された怪物はいったん飛び上がり、目標を手て軽がるな狼たちの方に変えた。

　そして、旋せん回かいして狼の群れの上空に達すると、足の鉤爪で片かたっ端ぱしから狼を捕とらえて口に運んでいった。

　狼の骨が砕ける音と断だん末まつ魔まの吠ほえ声が、ピュティアの耳にまで達する。

「……生なまが好きなようだな」

　リックはつぶやくと、黒馬を尾根の上まで進ませた。

　その間に、怪物はあらかた狼を平らげ、再び目標をリックたちに定めた。

　斜しや面めんに着地した怪物は、手の鉤爪を使って黒馬の方へと這はい進み始める。

　どうやらあの長い足は獲え物ものをつかんで口に運ぶだけのものらしい。移動は主おもに手を使って高所に移動し、そこから滑空する方式のようだ。

「さて、下りるぞ」

　尾根から北側の斜面を見下ろして、リックが言った。

「……冗じよう談だん、だよね？」

　ピュティアは耳を疑った。

　登ってきた南側よりも、北側はさらに急斜度だ。

　ここを下りるとなると、かなりの度ど胸きようが要いるに違ちがいない。

　もし黒馬が転ころびでもしたら、乗り手は首の骨を折りかねないのだから。

　かといって、ここで待っていれば怪物がすぐに追いついてくる。

「ちょっと決心する時間をちょうだ……ああああ～っ！」

　少女の言葉は途中で悲鳴に変わった。

　前置きもなしに、リックが黒馬を駆かけ下りさせたからだ。

「ひぃぃぃぃ～、死ぬぅ～っ!!」

　さっきまでの疲ひ労ろうが吹き飛んでしまったような、元気な悲鳴が山々に木こ霊だました。

　雪を蹴け立たて、転てん倒とうしそうになるのを辛かろうじて堪こらえながら黒馬は斜面を下ってゆく。

　ガクンガクンという揺ゆれに、ピュティアは何度も舌を嚙かみかける。

（まったく、この人と一いつ緒しよだと死んでる暇ひまもないよ！）

　一方、蝙蝠型の怪物は尾根に達すると、リックたちを追って飛ひ翔しようする姿勢に入った。

　翼に風をはらんでふっと浮き上がると、怪物は斜面に沿って急降下を開始する。

「追いつかれる！」

　振ふり返ったピュティアが叫ぶ。

　怪物の姿が目の前にグングンと迫せまってくるのだ。

　このままでは、黒馬が転倒する前に鉤爪の餌え食じきだ。

「……しっかり握にぎっていろ」

「何するの!?」

　リックは手た綱づなをピュティアに預けると、鞍くらの上に後ろ向きに立ち上がった。

　ピュティアが振り落とされないようにしがみついているのが精せい一いつ杯ぱいのところを、彼は全く揺ゆらぐことなく安定した姿勢で真まつ直すぐに立ったのだ。

「……まさか」

　啞あ然ぜんとする少女の前で、剣士は先の折れた剣を逆さか手てに持ち直す。

「うっそ～っ!!」

　ピュティアの声とともに、リックは怪物に向かって大きく跳ちよう躍やくした。

　怪物もまさか獲物の方から飛びかかってくるとは予想し得なかったようで、身をかわすことができない。

　威い嚇かくするように顎あごを開いた怪物の頭部に、リックの身体が真っ正面からぶつかる。

　その瞬しゆん間かん、リックは折れた剣の鍔つば元もとの部分を、怪物の眉み間けんに打ち込んだ。

　のけ反ぞった怪物は体勢を崩し、ギュンと急上昇した後で錐きり揉もみ状態になって墜つい落らくした。

　黒こく衣いの剣士の方も怪物から振り落とされると、雪の斜面に叩たたきつけられて下へと転がっていく。

「黒ちゃん！」

　怪物が谷底に落ちて雪ゆき煙けむりを上げるのを見たピュティアは、リックのところに黒馬を向かわせようと手綱を引いた。

　だが、かなりの速度が出ているので、黒馬もそう簡単には方向転てん換かんができない。

　それでも無理に曲がろうとするものだから、ピュティアは鞍くらから放ほうり出された。

「えっ!?　ええ～っ!?」

　ポンと宙に放り上げられた身体が斜面に叩きつけられる。

　視界を白い雪が覆おおうと同時に、ピュティアの意識も真っ白になった。

　そして……。
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「……ん、んん」

　少女が伸のびをしながら心ここ地ちよい目覚めを迎むかえた時、その横で薬を煎せんじていたのは白い髭ひげの老人だった。

　うずくまった姿勢で鉢はちの薬草に湯を注いでいるその老人の顔には、無数の皺しわが年輪のように刻きざまれていた。

「目を覚ましたようだな」

　老人は仕事の手を止めると、億おつ劫くうそうに少女の方へ向き直った。

　少女は頭を振ふりながら上体を起こした。

「……そうだ、あたし黒ちゃんから放り出されて。……その後、どうしたんだろ？」

「半ば雪に埋うもれて、気を失っておったのだよ。お前さんとデカい男、それにあの気性の荒あらい馬もな。引きずり起こしてここまで運ぶのは、結構大仕事だったぞ」

　老人が目を細めて答える。

（じゃあ、みんな無事だったんだ）

　ピュティアはほっとした。

「お爺じいさんが助けてくれたんだね、ありがとう。……でも、ここは？」

「わしの家だ」

　老人は、ドロドロとした茶色の薬が入った鉢はちを少女に差し出した。

「まあ、お前さんたちには狭せまいかもしれないが。さあ、身体が温まるからお飲み」
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「……不味まずいぞ」

　鉢を受け取り、ピュティアは薬を喉のどに流し込んだ。

「想像通り、苦いだろう？」

　老人は笑った。

（……あれ？）

　薬の後味に顔をしかめたピュティアはふと、奇き妙みようなことに気がついた。

　立っているはずの老人の笑顔が、寝しん台だいで身を起こしている自分のちょうど目の前にあるのだ。

　この老人の身長は、ピュティアの半分もないことになる。

　まさか……。

「もしかして、あんた、妖よう精せい？」

　少女の問いに、老人は苦笑いした。

「まあ、お前さんのような若き民たみの言葉ではそういうことになるか。わしら自身は、秘密を知りし者、または単にヒト、と名乗っているがのう」

「人はあたしたちだよ」

「みな、自分のことはそう呼ぶのだよ。古き民でさえ、そう名乗っていたぞ」

「古き民？」

「わしらより前にエルが創そう造ぞうなされた種族だ。アールヴ、祝福されし者、光の民とも呼ばれるが、もうエレネイからは去ってしまった」

　ピュティアは今の情報を頭の中で整理しようとしたが、できなかった。

　そもそも、口に出さないと考えをまとめられない質たちなのだ。

「……その……つまり……えっと～……ようするに、あんた妖精なの？」

　老人はため息をつき、うなずいた。

「わしの名はオルムだ」

「じゃあ、ここは妖精郷なんだね！」

　ピュティアは鉢を置いて飛び起きると、窓のそばに駆かけ寄ってバタンと押おし開いた。

「……あらら？」

　しかし、そこに見えた風景は、イザボーから聞いたものとは程遠かった。

「これ、何さ？」

　そこはまるで廃はい墟きよだった。

　何年も人が通ったことのないような、荒あれ果てた道。

　屋根が落ち、崩くずれかけた石いし造づくりの家々。

　灰はい色いろの畝うねの上にうっすらと雪が積もった畑にも、手が入れられた様子は見えない。

　木々は黒く枯かれ、空にも鳥の姿はなく、厚い雲が太陽を隠かくしている。

　大体、この家自体が薄うす暗ぐらく、狭せまく、調度品も貧びん乏ぼう臭くさい。

「……間違いなく、ここはお前たちの呼よぶ妖精郷だ」

「うっそだあ！」

「エレネイ、いや、世界から、お前さんには見ることのできぬ或ある力が消えつつあるのだよ。来たるべき月げつ蝕しよくの刻ときには、ここは完全に雪に埋うもれてしまうだろうな」

「……また月蝕」

　ピュティアは眉まゆをひそめた。

　確かダイモニオンも、それにアマラも、月蝕が特別の意味をもつようなことを言っていたが……。

「ところで」

　オルムはピュティアをじっと見て言った。

「お前さん、何か着た方が良くないか？」

「……えっ？」

　ピュティアはこの時初めて、肩の傷きずに当てた布ぬのの他は何も自分が身に着けていないことに気がついた。

「キャアアア！」

　と、珍めずらしく可愛かわいらしい悲鳴を上げ、少女は二十歩余りも後あと退ずさって部屋の隅すみで小さくなる。

「……これ、あんたが？」

「安心せい。お前さんを脱ぬがして手当てをしたのは、あっちで転うたた寝ねをしている男だ」

　オルムは乾ほしてあった少女の服を放ほうり投げてやった。

「…………？」

　オルムがアゴで示した奥おくの部屋では、黒こく衣いの剣けん士しが椅い子すに座すわったままの姿勢で静かに微ま睡どろんでいた。

「リッ……！」

　と、声をかけようとするピュティアを、オルムは唇くちびるに人差し指を当てて制した。

「丸二日、お前さんの面めん倒どうを見続けていたんだ。寝かしてやれ」

「……あたしのことを？」

　ピュティアは手早く服をまとうと、剣士の傍かたわらに行った。

「……ふふっ。でも、結構かわいいよね」

　少女はそっと彼の隣となりの椅子に腰こしを下ろし、その横顔をのぞき込んで微ほほ笑えんだ。

「だが、恐おそろしい男でもある」

　オルムは白い髭ひげをしごいて唸った。

「あの飛ひ獣じゆうを一人で屠ほふるとはな。わしらがあれを狩かる時には、最低でも五人がかりだったが」

「リックは……強いんだよ」

　ピュティアは、長い黒くろ髪かみが額にかかった彼の顔をうっとりと見つめる。

「きっと、エレネイで一番さ」

「……それは大おお袈げ裟さだな」

　目を閉じたままの姿勢で、リックが異議を唱となえた。

「リ、リ、リ、リック！　起きてたの？」

　彼に見み惚とれていたピュティアは、ちょっと慌あわてる。

「もうっ、いつから!?」

「お前が裸はだかで部屋中を走り回っている時からだな」

　リックは人を食ったように片目を開けた。

「あ、あんたって人は～！」

「そっちの無ぶ愛あい想そうな坊ぼうやも目を覚ましたのか？　丁ちよう度ど良い」

　オルムは戸口の傍そばに行き、そこに立てかけてあった長い包みを持ってくると、二人の前で包みを解いた。

　中から出てきたのは、グリードである。

「そっちの娘むすめさんが、気を失っている間も大事そうに抱だきかかえて、離はなそうとしなかったものだが……」

　オルムはテーブルの上に剣けんを置いて鞘さやから抜ぬくと、いったん言葉を切った。

「この鞘や柄つかは、お前さんたちの種族の手によるものらしい不ぶ細さい工くな造つくりだが、この折れた剣けん身しん自体には見覚えがある。……お前さんらがこんな季節に無む謀ぼうにもこの土地に入り込んだのは、ひょっとするとこの剣のためなのではないかな？」

「この氷の剣を知ってるの!?」

　ピュティアが身を乗り出す。

「知っているも何も」

　オルムは肩をすくめた。

「わしが鍛きたえたものだ。炎ほのおの鉄てつ杖じようとともに、わしが若き民たみに与あたえた傑けつ作さくの一つだよ」

　さすがのリックも、これにはわずかに表情を変えた。

「これは私が師しから譲ゆずり受けたものだ」

　彼は言った。

「師？」

　オルムは首を傾かしげる。

「わしがこいつをやったのは、ロヴァルという小こ生なま意い気きな小こ僧ぞうだったが？」

「……そのロヴァルこそ我が師だ」

「おおっ！」

　オルムは顔を輝かがやかせた。

「あの小僧は元気か!?」

「……すでに亡なくなった」

　小僧と言われても、リックが初めて会った時でさえ、ロヴァルは七十を越こえていたはずだ。

「ねえねえ、もうかなり昔むかしのことだよ、リックがその先生についていたの。あんた、何年前の話してんの？」

　と、ピュティア。

「……そうだったな。わしらと若き民とでは、時間の流れに対する感覚が違ちがうということをつい忘れてしまう」

　老人は感かん慨がい深ぶかげな表情になる。

「そうか、あの元気だった小僧も……。ところで、なぜこのグリードがこうも見み事ごとに折れた？　これは神々でさえ、簡単に折れる代しろ物ものではないのだぞ？」

「それは……」

　ピュティアがかいつまんで、魔ま剣けんアクーザルとの戦いについて語った。

　多くの人間の命を奪うばい、その怨おん念ねんを取り込んだアクーザル。

　その魔剣が砕くだけ散る寸前、ピュティアを道連れにしようとしてリックの握にぎるグリードとぶつかり合い、その氷ひよう刃じんを折ってしまったことを。

「素す晴ばらしい！」

　この話を聞き終わると、オルムは膝ひざを叩たたいて喜んだ。

「……何でそんなに嬉うれしそうなのさ」

　不満顔のピュティア。

「これを喜ばずにいられるか！　若き民の心が持つ、真の力が示されたのだぞ！」

「はあ？　あのねえ、アクーザルは殺意とか、恨うらみとか、邪じや悪あくな精神の塊かたまりだったんだよ？」

「その精神の邪悪な面でさえ、氷ひよう竜りゆうの息で鍛えた最高の武器、グリードを折ることができた。正しき心ならば、それこそ無限の可能性を持つとは思わんか？」

「思わんか、て言われたって……よく分かんないよ」

　そもそも、どうして人間の心のことで妖よう精せいが喜ぶのか、ピュティアには理解できない。

「……で、結局、これ直せるの？」

　今のところ少女の関心は、この一点に尽つきる。

「さて、最後の氷竜も、すでにエレネイから去ってしまったからのう」

　オルムはグリードの柄つかを外し、剣身を持ってじっくりとながめた。

「これが氷竜の息でなければ、打てないものであることは知っておるな？」

「……じゃあ、駄だ目めなんだ」

　ピュティアはうつむいた。ここまで気張ってきた分、その反動も大きい。

「ここまできて……」

「さあ、これで納なつ得とくがいっただろう」

　立ち上がったリックは、落らく胆たんする少女の肩に手を置いた。

「お前はよくやってくれた」

「でも！　でも、よくやっただけじゃ駄目なんだよ！　グリードを直せなきゃ……、直せなかったら、あたし……」

　ピュティアは彼の腰こしにしがみつき、湧わき上がってくる嗚お咽えつを必死で堪こらえた。

「……御老人、ここからアゼラまでの道を教えてもらえると有り難いのだが？」

　リックは妖精を振ふり返る。

「まあ、待て」

　オルムは制した。

「性急な男だ。わしは直せぬとは言っておらんぞ」

「えっ、じゃあっ！」

　ピュティアがガバッと顔を上げる。

「無論、簡単ではない。……それ相応の覚かく悟ごが必要だ」

「覚悟とは？」

　リックが尋たずねた。

「お前さんじゃない」

　老妖精は頭を振る。

「……もしかして、あたし？」

　ピュティアは戸と惑まどいながら自分の鼻を指さした。

「どうして、あたしなのかな？」

「お前さんはこの無ぶ愛あい想そうな男が好きなんじゃろ？」

「き、急に何を言いだすのさ！」

「どうなのじゃ？」

　オルムは赤くなった少女の顔をのぞき込む。

「……うん」

　ピュティアは小さな声で答えた。

「す、好きだよ」

「ならば、お前さんが適任じゃ。……明日、向かうとしよう」

「向かうってどこへ？」

「〝神々の頂いただき〟。ここよりさらに北にある、エレネイの果ての地だ」

　オルムは言った。
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「やはり、私が行くべきだと思う」

　ピュティアたちが出かける寸前になっても、リックはオルムの判断への異議を唱となえていた。

　ここ数日の悪天候が回復の兆きざしを見せ、雲間からは時おり青空も覗のぞく朝のことである。

「この娘は、剣けんの鍛きたえ方については素しろ人うとだ」

「お前さん程度の知識では、あってもなくても同じだよ」

　妖よう精せいは頭を振ふり、昨日ピュティアたちが過ごした狭せまい小屋を指さした。

「大人おとなしく、あのわしの家で待っているんだな」

「リック、大だい丈じよう夫ぶだよ。あたし、ちゃんとやってくるから」

　と、ピュティア。

「お前のその言葉を信じていたら、私はとっくに死んでいただろうな」

「むっ！」

「揉もめるな」

　オルムが二人の間に入る。

「では、行くからな。留る守す中……、何もせんでおいてくれ」

「わかった」

　ようやくリックも諦あきらめがついたようだ。

「さてと……」

　妖精はピュティアにグリードの包みを持たせ、数歩前に出た。

「まさか、歩いてくんじゃないでしょうね？」

　雪の中の徒歩移動にはもうこりごりのピュティアが、ゲンナリした表情を見せる。

「歩いておったら、一月はかかるぞ」

　オルムは両手を広げた。

　すると、彼の小さな身体からだは眩まばゆい銀色の光を放はなち、ゆっくりと大きくなり始めた。

　腕うでが伸のび、羽に覆おおわれ、髭ひげが嘴くちばしに変化し、ピュティアがポカンと口を開いている間に、一羽の巨きよ大だいな猛もう禽きん類るいとなって大きく羽は撃ばたいたのだ。

「……た、鷹たかになっちゃった！」

　啞あ然ぜんとしていたピュティアが、ようやく素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「魔ま法ほう……か」

　リックもつぶやく。

（この程度の芸当は心得ておるよ。わしがどうやって、お前さんたちを山三つ隔てたツァフォンからこの里さとまで運んだと思ったのだ？）

　オルムは二人の心に直接語りかけた。

　どうやら嘴では話し辛づらいらしい。

（ちょうどお前さんたちを発見したのも、この格好で空の散歩を楽しんでおる時だったのだよ。……それとピュティア、この姿は鷹ではないぞ、隼はやぶさだ。よく覚えておけ）

「で、あたしはどうすんの？　あたしも鳥になるの？」

　いったん落ち着くと、ピュティアはもう鳥の格好は気にならないようだ。

（お前では無理だ。教えていたら何年かかるか分からん。わしの背に乗れ）

「落とさないでしょうね」

　ピュティアは恐おそる恐おそる隼の背によじ登る。厚い羽毛に身体が半分埋うもれる感じになるが、ギュッと羽を握にぎっていれば、要領は裸はだか馬うまに乗るのと同じだ。

「落ちないように努力しろ。いくぞ！」

　オルムは銀色の翼つばさを大きく上下に動かした。

　フワリとその体が浮うき上がり、羽撃くたびにグングンと上じよう昇しようしてゆく。

　オルムの家の前に立つリックの姿は、灰はい色の妖よう精せい郷きようとともに、見る見る低く、小さくなっていった。

「……すごい。本当に、あたし、飛んでるんだ」

（しっかりつかまっておれよ。それとグリードを放はなすな）

「分かってるって！」

　オルムはさらに上昇すると、リックの頭上を旋せん回かいし、針路を真北に取った。

　風がピュティアの耳元を通り過ぎ、雲は後ろに流れてゆく。

　普ふ通つうに登れば何日もかかるような高い山も、ほんの一いつ瞬しゆんのうちに越えてしまうのだ。

「ねえ、あたしたちが倒たおれていた場所って、ここからどのくらい離はなれているの？」

　少女は隼はやぶさに尋たずねた。

（南に向かい、大きな山脈を二つ越えればすぐに見える）

「これから行くとこは、もっと遠いんでしょ？」

（わしらにとっては、距きよ離りも時間も絶対的なものではない）

　オルムは言った。

　実際に、キラキラと輝かがやくその山の頂いただきが眼前に現われたのは、それから間もなくのことだった。

「あれが、〝神々の頂〟？」

（そうだ）

「……何だか、とってもきれいだね」

　近づいてみると、その鋭するどい円えん錐すい型けいの山は中腹から上がすべて透とう明めいな水すい晶しようでできていた。

　その水晶の表面は滑なめらかで雪がまったく積もっていないため、山の内部までが見通せそうな感じだ。

　虹にじ色いろの煌きらめきは、ピュティアの背後から差し込む太陽の光が、複雑に反射して生まれた効果だろう。

　山頂近くには牙きばのような突とつ起きが幾いくつも突つき出ているが、その一つ一つが城の尖せん塔とうのように巨大だ。

　滑なめらかで水平な場所がない水晶の山のどこに下りる気なんだろう、とピュティアが思っている間に、オルムはゆっくりと何かを探すかのように〝神々の頂〟を半周した。

　そして、水晶の円錐の側面に開いた小さな穴あなを見つけると、滑かつ空くうしてその中に身を滑すべり込ませた。

　穴あなの奥おくは大広間のようになっていて、天てん井じようが高く、床ゆかも平らだった。

　日光が水晶を通して差し込んでくるので、眩まぶしいくらいに明るい。

「あらよっと！」

　着地したオルムの背からピュティアは飛び下り、あたりを見渡した。

　水晶の山自体は天然のものだとしても、この空間は明らかに何者かの手が入っている。

　一本一本異ことなる彫ちよう刻こくの施ほどこされた無数の円柱が、浮うき彫ぼりのなされた交こう差さ円えん筒とう型の天井を支え、床は六角形の板が埋うめ込まれている。

　それがすべて、限りなく透とう明めいな水すい晶しようでできているのだ。

「へえ～、ここかあ」

　研みがかれた水晶の床に映る自分の顔を見て、少女はニッと笑った。

　大隼は羽を折り畳たたむと、先ほどと同じ銀色の光を放はなって元の妖よう精せいの姿に戻もどる。

「さあ、進むぞ！」

　肩の凝こりを解ほごすかのように、首をグルリと回してからオルムは告げた。

「えっ、ここじゃないの？」

「わしらの目指すのは〝神々の頂〟だと言ったろう？　ここはまだ八合目といったところだ」

「……あのさ、ちょっと聞くのが恐こわいんだけど、この先は？」

「もちろん、歩きだ」

「やっぱり」

　少女はガックリと肩を落とした。

　七色の光に満たされた荘そう厳ごんな空間をオルムの後について奥へと進むと、やがて無限に上まで続くかのような螺ら旋せん階段が目の前に現われた。

「見ただけで気が遠くなりそ」

　ピュティアはそれを見上げてため息をつく。

「弱よわ音ねを吐はくな。わしはしょっちゅうこいつを登っておったぞ」

　オルムはそう言うと、渋しぶるピュティアを前に押し出した。

　だが、螺旋階段を上り始めて先にバテたのは、オルムの方だった。




「歳としには勝てないねえ」

　ゼエゼエ言いながら階段に腰こしを下ろした妖精に、ピュティアはピョンピョン跳はねながら声をかけた。

「す、少し休ませろ。思い出したが、ここの階段はわしらの大きさに合わせてはできておらんのだ」

「そう言えば、そうみたい」

　確かに一段一段が、ピュティアにとってもちょっと高いような気がする。

「……これを造つくったのって？」

「そう、わしらではなく、アールヴどもだ」

　オルムは額の汗あせを拭ぬぐった。

「アールヴというのは天性の芸術家でな。わしらが造るものは実用一点張りだが、ここは美しいだろう？」

「うん」

　ピュティアは改めて周囲を見渡した。

「……本当にきれいだよ。でも、何だか淋さびしい。ここを造ったアールヴって人たち、エレネイからいなくなっちゃったって言ったよね？」

「ああ、わしらよりも大分前にな」

「アールヴも、オルムの仲間もどうしてエレネイから出ていったのかな？」

「……エレネイという言葉がどういう意味か、お前さんは知っているか？」

　オルムの問いに、ピュティアは頭を振ふる。

「エレネイとは古き民たみの言葉で、〝揺ゆりかご〟を意味するものだ。人はいつかは揺りかごから旅立たねばならぬ。それはお前さんたち若き民も同様だ」

「ねえ、淋しくないの、一人で？」

「淋しい？」

「あたしね、雪山を一人で登っていた時、とっても淋しかったんだ。生まれてからリックに会うまでは、あたし、あんまり淋しいって感じたことなかった。でもね、今はリックがそばにいないと、自分の身体が自分のものじゃないみたいな感じがするんだよ」

「そうか……。わしには秘密を知りし者としての責務があり、そのために種族を代表して残ったのだから、淋しいと思うことはないな」

　オルムは髭ひげをしごいた。

「だが、エレネイ中に我が民が満ちて、繁はん栄えいしていた頃ころのことを懐なつかしく思うことはある。……さて、一息ついた。もう一ひと頑がん張ばりするかな」

　彼は腰こしを上げた。




　夕日を映して水すい晶しようの山が赤く染そまった頃に、二人は螺ら旋せん階段の終わりにたどり着いた。

「やっと着いたの？」

「ああ、ここが〝神々の頂〟だ。かつてアールヴが神々を招まねき饗きよう宴えんを開いたという」

　オルムは言った。

「ここは人が達することの許された、最も神々に近き場所なのだよ」

　確かに、そうしたところであると信じさせるほど、この場所は荘そう厳ごんで神しん聖せいな雰ふん囲い気きに満ちていた。

　しかしその一方、心を落ち着かせる温かみも感じられる。

　ドーム型の天てん井じようの一点で結ぶ群柱や、中央に据すえられた見事な装そう飾しよくの祭さい壇だん。

　空間全体としては、水晶の岩や木々を配して自然を模もしている。

　そして、その情景を二つに分けるように小川が流れ、その流れは鏡のような水面を持つ池に行き着くのだ。

「こんな木まで、水晶で作ってあるんだ」

　ピュティアは一本の木の傍そばに寄って、その果実に触ふれた。

「触さわった感じ、本物みたい」

「一つもぎ取って食べてもいいぞ」

「た、食べられんの？」

「いいから」

　ピュティアは言われた通り、水晶の果実を口に運ぶ。

「……おいしい。スーッと口の中で溶とけて、甘あま味みが身体からだ中に広がっていく感じ。ねえ、一個リックに持って帰っていい？」

　オルムは頭を振ふった。

「無む駄だだな。この場所を出ると、この果実は光になって消えてしまう」

「残念」

　と、言うとピュティアは今度は池いけに駆かけ寄った。

「オルム、これも飲めるの？」

「飲めぬことはないが……。これは飲むというより観みるものでな。遥よう姿し鏡きようという」

「？」

「誰だれか会いたい相手のことを思い浮かべてこの池をのぞき込めば、その姿が映るのだ。今、どこで何をしているのかがな」

　オルムは説明した。

「ふうん。やってみよ」

　ピュティアは妖よう精せい郷きように残っているリックのことを強く思い浮かべて、池に視線を落とす。

　すると……。

　水面が震ふるえ、黒こく衣いの剣けん士しの姿がまるで目の前にいるかのように映し出された。

「うわっ！　本当だ！　リック、リック！」

「聞こえやせんよ」

　オルムは言い、グリードを打ち直す準備に入った。

　池に投とう影えいされたリックは、オルムの家の暖だん炉ろの前に座すわり、静かに目を閉じていた。

　時おり彼は、ピュティアの前でもこうしていることがあった。

　何をしているの、と尋たずねると、休んでいる、と素そっ気けなく言う。

　だったら眠ねむればいいのに、とピュティアは肩かたをすくめるが、そんな時決まってリックは頭を振って、

「眠るよりはいい。悪あく夢むを見ずに済すむ」

　と、答えるのだった。

「……聞こえたらいいのに」

　ピュティアはつぶやくと、指先で水面に触れる。

　その途と端たん、リックの姿は波は紋もんに搔かき消された。

「ああん！」

　と、慌あわててももう遅おそい。

　リックの姿は戻ってこなかった。

「もう。じゃあ、今度は別の人を……」

　ピュティアはちょっと考えて、この前タレントゥムで自分を助けてくれたセイルという青年のことを思い出した。

「セイル、今何やってるかな？」

　少女は再び水面に目を落とす。

　現われた映像は天てん幕まくの中らしい風景で、金きん髪ぱつの青年セイルは寝しん台だいの傍かたわらに座すわっている。

　寝台に横たわっているのはピュティアも知ってる、『ティーズの驚きよう異いの一座』の歌うた姫ひめアリシアであった。

　セイルはアリシアの体を優しく抱だくように起こし、口に薬やく湯とうの入った杯さかずきを持っていってやる。

（あれれ、あのアリシアが病気かな？）

　ピュティアはアリシアの手当てを受けたことがある。

　あの時は随ずい分ぶんと苦い薬を飲まされたものだが、セイルが彼女に差し出している薬はもっと不ま味ずそうだ。

（一体どうしたの、セイル？）

　そう尋ねようとした時、セイルたちの姿は蠟ろう燭そくの炎ほのおが消えるようにフッと見えなくなった。

「もう、これどうなってるのさ!?」

「精神の集中が途と絶だえれば画像は消える」

　祭さい壇だんで作業を続けながらオルムが言う。

「……少し大人おとなしくしてくれ。気が散る」

「分かったよ」

　ピュティアはつまらなそうに答えた。

　だが、

「……でも、もう一回だけ」

　と、水面をのぞく。

（こんどは……イザボー母さん）

　ピュティアはアゼラのイザボーを思い浮かべた。

　遥よう姿し鏡きようは震ふるえ、あの優しく美しい夫人の姿を結ぶ。

　ところが……。

　そこに映し出されたのは、セイルの時よりも衝しよう撃げき的な光景だった。

　イザボーは数人の男に両腕を背中に捻ねじ上あげられ、テーブルに押さえつけられていた。

　母を助けようと男たちに飛びかかったブランウェンが、平手打ちを食らって床ゆかに崩くずれ落ちる。

　それを見たイザボーは男たちの手を振ふり解ほどこうともがき、彼らに脇わき腹ばらをこぶしで何発も殴なぐられる。

　信じられなかったのは、こうした乱暴を働いているのが前に会ったジェドと同じ服を着た連中、つまりアゼラの警備隊であるという点だ。

「どういうことっ！　何が起こっているの!?」

　ピュティアは叫さけんだ。







　第三章　再生







「どういうことっ！　何が起こっているの!?」

　ピュティアは叫さけんだ。

　と同時に、イザボーたちの姿は消える。

「助けに行かなきゃ！」

　少女は立ち上がり、螺ら旋せん階段の方に向かって走り出した。

「待て！」

　その背中に向かってオルムの声が飛ぶ。

「どうしたのだ!?」

「イザボーが、母さんが大変なんだよ！　助けにいかないと殺されちゃう！」

「お前さんの言っていることが分からん。……イザボーとは、昔むかしわしのところに迷まよい込んだ娘むすめのことか？」

「だから！」

　ピュティアは取り乱しながらも、何とか自分の見たものを説明する。

「……今から行っても間に合わん」

　聞き終わったオルムは頭を振ふった。

「そんなこと分からないじゃないか！」

「行ってお前さんに何ができる？」

　これにはピュティアもグッと詰つまった。

「……リックが」

「そのリックの剣けんを直すために、お前さんはここまで来たのだろう。それを途と中ちゆうで投げ出すのか？」

「剣は後でも直せるよ！」

「いや」

　と、オルム。

「無理だ。すでに時は迫せまっている。この機を逃のがせば、お前さんが生きている間はグリードはこのままじゃ」

「……そんな」

「まず、お前さんのなすべきことを果たせ。……イザボーのことはわしも覚えている。すぐにあの子を救えぬのは辛つらいが、きっとその時は来る」

「あたし……あたし、どうしたらいいか分かんないよ！」

　ピュティアは膝ひざを落とすと、小さなオルムを抱だき締しめて泣いた。

「……さあ、始めようか」

　老ろう妖よう精せいは少女の頭を撫なでた。




　神々の頂いただきの外ではすでに日が落ち、空を無数の星々が彩いろどっていた。

　その一つ一つが放はなつ暗くか細い光が、水すい晶しようの中で反射と屈くつ折せつを幾いく重えにも繰くり返し、ピュティアたちの前の祭さい壇だんを明るく照らしだしている。

　その冷たい夜の光の中で、氷の剣の修復はまるで儀ぎ式しきのように始められた。

　オルムはまず、自分の身体からだと同じくらいある大きな鉄てつ鎚ついを取り出して傍かたわらに置くと、次いでグリードをピュティアの手から受け取る。

　二つに折れた刀身が鞘さやから抜ぬかれ、柄つかが外はずされる。

　その銀色に鈍にぶく光る二つの金属の塊かたまりを、オルムは鏡のように研みがかれた祭壇の上に横たえた。

「あたしはどうすればいいの？」

　その様子を見ながら、ピュティアが尋たずねた。

「お前さんには、一番大事な役目が最後に待っている」

　後ろに立つピュティアに背を向けたままで、妖精は答える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。覚かく悟ごはできてるから」

「…………」

　オルムは少女を振ふり返った。

「危険なことなんでしょ？　だからリックにはさせられない。剣の持ち主が死んじゃったら、意味ないもんね」

　ピュティアは笑った。

「あたし馬ば鹿かだけどさ、そのくらいのことは分かるよ」

「確かに」

　オルムは唸うなった。

「危険であることは間ま違ちがいない。だが、お前さんなら死んでも良いと思って連れてきたわけではないぞ。あの男ではまず助かる見込みがないから、お前さんを選んだのだ」

「リックじゃ駄だ目めって？」

「あの男の心は半分死んでいる。生に対する執しゆう着ちやくがない。それではグリードに冥めい府ふに引きずり込まれてしまう」

　この指し摘てきを、ピュティアは否定することができなかった。

　初めてリックと出会ったあの日。

　彼の横顔は、外界と己おのれを遮しや断だんした氷のような冷れい酷こくさをたたえていた。

　それはまさに半分死んだ人間の顔だったのだ。

　今ではピュティアも分かっている。

　その死の表情が、彼の優しい心の大きな部分を占しめていたものが、失われたゆえのことであることを。

　最愛の妃きさき、ヤズミナ。

　リックの弟と情を通じ、リックの暗殺を目もく論ろんで、その結果命を落とすことになった運命の女。

　彼女の裏切りと死が、リックの心をも殺してしまったのだ。

（今でもリックはあの時のままなの？　あたしじゃ、ヤズミナさんの代わりにはなれないの？）

　ピュティアは会ったこともない彼女に、この時初めて激はげしい嫉しつ妬とを覚えた。

「……さあ、いよいよだ」

　オルムは妖よう精せいの言葉で何やらつぶやきながら、グリードを置いた祭さい壇だんの縁ふちに指を這はわせた。

　すると、祭壇が最初は鈍にぶく、それから眩まばゆく金色に光り出す。

「あっ！」

　ピュティアは天てん井じようを見上げて小さな声を上げた。

　円えん錐すい型けいの天井が、祭壇の輝きと連動するかのようにゆっくりと開き始めたのだ。

　夜空は小さな黒い点から、次第に大きな星型となっていき、やがて神々の頂を覆おおう全すべての壁が視界から消えた。

　その過程はちょうどユリの開花を内部から見ているのと同じように、ピュティアのエメラルド色の瞳ひとみには映った。

「冥府の女王スヴァニルダよ！」

　オルムは鉄てつ鎚ついを握にぎると、高くかかげて叫さけんだ。

　一いつ瞬しゆん、蒼あおい光がヴェールのように神々の頂を包んだ。

「汝なんじに数あま多たの死を捧ささげしものに、新たなる力を！」

　鎚つちが、祭壇の上のグリードへ振り下ろされる。

「創造の神エルよ！　汝の正義を担にないしものに、新たなる命を！」

　再び鎚が叩たたきつけられ、今度は夜空が緑の光に覆おおわれた。

「そして、〝一の神〟よ！　汝の言葉を遂すい行こうするものに、祝福を！」

　三度目に鎚が振り下ろされた瞬間、空が真昼のように明るくなった。

「…………！」

　思わず目を手で覆うピュティア。

　だが、その光はすぐに消え、代わりに赤せつ灰かい色しよくの雲が物もの凄すごい速さで流れて、瞬またたく間に天空全体を覆った。

　雲は天頂を中心に、星々と同じ方向に回転を始め、次し第だいに暗黒の渦うずを形成する。

　稲いな妻ずまが渦から四方八方に奔はしり、雷らい鳴めいが低く、長く轟とどろき、突とつ風ぷうが山頂の全すべてのものを吹ふき払はらおうとする。

「現われよ、古いにしえの竜りゆうよ！　盟めい友ゆうよ！」

　妖よう精せいは風に白い髭ひげをなびかせながら、一段と声を張り上げる。

「再び、我にその大いなる力を示せ！」

　鎚が再度、高く掲かかげられた。

　そこに、稲妻が垂直に落ちる。

「オルム！」

　ピュティアが悲鳴に近い声を発した。

　だが、雷いかずちは妖精を焼かずに、鉄鎚にまとわりつき、閃せん光こうを放はなった。

「現われよ！」

　オルムは渾こん身しんの力を込こめた一いち撃げきを氷ひよう剣けんに見み舞まった。

　その時である……。

　天頂の渦の中心から、巨きよ大だいな、それこそ水すい晶しようの山を一ひと吞のみにできそうな蒼あお白じろい竜が出現した。

　エレネイに生息する竜は成せい獣じゆうでも三階建ての宿屋程度の大きさである。

　しかし、今ピュティアの目の前に現われた竜は、頭だけでもそのくらいはあった。

　一枚一枚の鱗うろこは円形盾たてほどもあり、背の刺とげに至っては樹じゆ齢れい百年を数える楢ならの大木に匹ひつ敵てきする長さがある。

　そして、蝙蝠こうもりに似たその翼つばさは、空の半分を覆っていたのだ。

　間違いなく、最大級の竜だ。

「さあ、エレネイより去りし古き友よ！　太陽、カエト、アバル、アティードの一なる四への証あかしをここに蘇よみがらせるのだ！」

　オルムは呼よび掛かけた。

　こんな巨大な存在が小さなオルムと友達だとは、ピュティアもにわかには信じられなかった。

　だが、竜はオルムに応こたえて顎あごを大きく開くと、蒼あおい色しき彩さいを帯びた息を神々の頂に浴あびせかけた。

（焼き殺される！）

　ピュティアはそう思ってしゃがみ込む。

　だが、しばらくして、

（……あれ、熱くも何ともないや）

　と、この息が何かを傷きずつけるものではないことに気がついた。

　蒼い息に包まれながら、オルムにも、周りの水晶の庭にも被ひ害がいはなかったのだ。

　しかし、祭さい壇だんの上のグリードは……。

「剣が……」

　ピュティアはつぶやいた。

　氷の剣だけがその息を浴びて溶とけ、形のない、白く輝かがやく金属の塊かたまりと化していたのだ。

「そおれっ！」

　オルムはその塊に向けて鉄てつ鎚ついを叩たたきつけた。
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　ギュイーンッ！

　通常の金属音とは異なる、空気中に満ちている力を強ごう引いんに押おし込むような音が水晶と共鳴し、遠くの山々まで響ひびき渡る。

　形のなかった金属の塊は、妖よう精せいの手によって打たれ、折り畳たたまれ、伸のばされてゆく。

　火花を散らしながら、かつてグリードであったものは、ゆっくりと再び剣の形を取り始める。

　そして……。

　ギューンッ！

　最後の一打とともに、グリードは元の形を取り戻した。

「……うむ」

　オルムはそれを見て満足そうにうなずいた。

　巨大な氷ひよう竜りゆうも、小さな妖精にうなずき返す。

　召しよう喚かんされた目的を果たした竜の碧みどりの瞳ひとみは、友に別れの時が来たことを告げていた。

「ああ、よくやってくれた。……またな」

　オルムは鎚つちを下ろし、手を振ふった。

　氷竜はその大きな翼つばさを羽は撃ばたくと、力強く飛び立って見る見る小さくなり、暗黒の渦うずの中へと帰っていった。

（やった、これでグリードが……）

　ピュティアは、無事に氷剣を鍛きたえ終わったことに胸を撫なで下ろす。

　とはいえ、自分の役目が回ってこなかったのは、ちょっと不満だった。

（でも、どうなっちゃったんだろ、あたしの大事な役目っていうヤツ？）

　少女は首を傾かしげたが、妖よう精せいの後ろ姿が依い然ぜん緊きん張ちようを解といていないことに気がついて、ハッとした。

　氷剣再生の工程は、これで終わりではなかったのだ。

　オルムは古代妖精語の呪じゆ文もんを唱となえるとともに、白熱化したグリードをのせた祭さい壇だんの縁ふちを再び指でなぞった。

　すると、鏡のように歪ゆがみなく研みがかれた祭壇の上部に突とつ然ぜん、波は紋もんのような震ふるえが生じて、その表面が水へと変化した。

　グリードは蒸気を発し、飛ひ沫まつをはね上げながら、水すい槽そうと化した祭壇の中へと沈しずんでいく。

　そして、透とう明めいな水晶の祭壇の底で止まった時、氷こおりの剣けんの刃やいばがもとの冷たい輝きを取り戻しているのがピュティアの目にもはっきりと分かった。

　ただ、そこに沈んでいる剣が、以前の氷ひよう剣けんと全く同じ形と輝きを持ちながら、それ以上の何かであることをピュティアは感じ取っていた。

「さて、お前さんの出番が来た」

　ピュティアが惹ひきつけられるように祭壇に近寄っていくと、オルムは精せい根こん尽つき果てた様子で少女を振ふり返った。

「グリードを水の中から、その手で引き上げるのだ」

「それだけ？」

　と、ピュティア。

「わしにはもうできぬ」

　息をするのも億おつ劫くうそうに妖精は言う。

「彼女の呼び掛けに抗あらがうことはな」

「彼女？」

「だが、お前さんなら可能性はある。負けるな」

「……うん」

　仔し細さいが分からぬまま、ピュティアは前に進み出て、水の祭壇を上から覗のぞき込んだ。

　ユラリと揺ゆれる水の底に、氷剣は沈んでいる。

　簡単に取れそうだ。

　オルムにはどうしてできないのか、どうして自分に任せるのか、少女には理解できなかった。

「やるよ」

　ピュティアの手が水に差し入れられた。

「…………！」

　一いつ瞬しゆん、少女の身体がビクンと震ふるえる。

　白熱化していた剣が沈んでいった水が何な故ぜか、まるで凍こおりつきそうに冷たいのだ。

（グリードの力が……、戻もどってきている？）

　ピュティアはさらに手を潜もぐらせて、剣をつかんだ。

（あれ、持ち上がらない？）

　グリードの重さはよく知っている。

　もちろん、軽いものではないが、ビクともしないほど重くもないはずだ。

　少女は水面にもう一度視線を落とした。

　すると……。

（…………！）

　自分の姿が映るはずなのに、別の姿がそこにはあった。

　長い金きん髪ぱつの、神こう々ごうしいばかりの美しさを持った女が、グリードを握にぎってこちらを見つめていたのだ。

　彼女がグリードを放はなさないので、ピュティアは持ち上げることができないのだ。

「放して」

　ピュティアは言った。

　水中の女の唇くちびるも動いた。

「こちらにいらっしゃい」

　と、彼女は語りかけていた。

（こちらって……？）

　不意に、その誘さそいがピュティアにはとても魅み力りよく的なものに感じられた。

　水の奥おくの世界……。

　それは穏おだやかで、何の苦しみもない世界であることを女の瞳ひとみが語っていた。

（あんた、誰だれ？　どうしてグリードを放さないの？）

　ピュティアは心の中で尋たずねかける。

（グリード？　私は持っていないわ）

　女は答えた。

　その通りだった。

　いつの間にか氷の剣は消え、女の手がピュティアの手の中にあった。

（グリードをどこにやったの？　返して！）

（剣のことは忘れて。一いつ緒しよに来るのよ）

　強い力が、ピュティアの手を水中に引き込む。

（あなたの世界は生きていて楽しい？　こちらではあなたの望むものは、みんな手に入るのよ。お金も、きれいな服も、お母さんも……。あなたのリックも）

　ピュティアはすでに肩かたまで水に浸つかっていた。

　女に引き込まれるまま、身体からだがだんだんと傾かたむき、アゴ、唇くちびる、目と水に潜もぐってゆく。

　足が浮うき、上半身が完全に祭さい壇だんの中に落ち込むまで、そう時間はかからなかった。

　水中だというのに、呼吸が全然苦しくないのが不思議だった。

（リックも？）

（あの人もすぐ来るわ）

（リックが……）

（あの人の心はもう半分こちらにあるもの）

（……半分？）

　ピュティアはこの時、ボンヤリとオルムの言葉を思い出した。

　あの男の心は半分死んでいる、という言葉を。

（じゃあ？）

　ここは死の世界？

（さあ、おいでなさい）

　女はピュティアの身体を抱だきしめる。

　ピュティアと女は深く、暗い水の中へと沈んでゆく。

（いやっ！）

　ピュティアは女の手を振ふり解ほどこうとした。

　だが、力が出ない。

（何を恐こわがっているの？　そちらの世界には苦痛しかないことは、あなたも知っているはずよ）

　確かに、運命というものがあるとしたら、ピュティアには苛か酷こくな運命がついて回っていた。

　渡りの娼しよう婦ふを母に持ち、父は誰だれだか分からない。

　決して我が子に優しくなかったその母も幼おさない頃に病やまいで亡なくし、その後はごみ箱を漁あさる生活。飢うえや寒さで何度死にかけたことか。そのうち、盗ぬすみを覚え、一時は母と同じ道をたどろうともした。

　しかし……。

　少女の脳のう裏りに、無ぶ愛あい想そうな剣けん士しの顔が浮うかんだ。

　確かに、オルムの言葉通り、その顔には生に執しゆう着ちやくする色はない。

　だが、ピュティアは見ていた。

　その灰はい色いろの瞳ひとみが、常に優しさに満ちていることを。

　その瞳が常に自分を守り、勇気づけてくれていることを。

（こっちの世界にはリックがいるんだから！）

　ピュティアは意志を振ふり絞しぼり、身を捩よじって女の手から逃のがれた。

（リックがあたしを待っているんだ、そっちにはいかない。リックも死んでないし、絶対にそっちには行かない。あたしが行かせない！）

「あたしはリックのところに帰るんだ！」

　少女は水面に向かって、明るい世界に向かって泳いだ。

　そして……。

　ザッバーンッ！

　水柱を上げて、ピュティアは祭さい壇だんから飛び出した。

「おおっ！」

　オルムが声を上げた。

「帰ってきたか!?」

　ピュティアは祭壇から抜ぬけ出すと、その場に座すわり込む。

（……あたし、いつの間に？）

　少女は自分の右手に視線を落とした。

　その手にはしっかりとグリードが握にぎられている。

「お前さんはやってのけたのだ。他ほかの誰だれにもできないことをな」

　妖よう精せいは少女を抱だき起こした。




　　　　＊　＊　＊




　アゼラまでの旅の途と中ちゆうで、ダル・ハーの心の中にいつもの悪わる巧だくみの虫が生まれ、ムクムクと成長を続けていた。

（こいつもフレオリックと同じ、金貨五千の賞金首か）

　髭ひげづらの賞金稼かせぎは、轡くつわを並ならべる隣となりの大男の方をチラリと見る。

　元アゼラの百人隊長シャインデル。

　彼にとってこのアゼラは、故こ郷きようであると同時に、自分の首に高額の賞金をかけた国だ。

　フードを目ま深ぶかに被かぶって顔を隠かくし、長身を誤ご魔ま化かすために猫ねこ背ぜになって、目立たぬように心がけている。

　炎ほのおの鉄てつ杖じようも、自分では持たずにアマラの馬にくくりつけていた。

（……問題はだ）

　ダル・ハーは考えた。

（どっちが銭ぜにになるかだな。手勢を集めてヤツを殺やった時の分け前と、役人にたれ込こんで貰もらえる情報提供の報ほう奨しようと……。まあ、五十人集めて五人が生き残りゃあ、取り分は千。たれ込みゃあ、せいぜい三百だが、安全で確実だしなあ）

「ダル・ハー」

　アマラが賞金稼ぎに声をかけた。

「よからぬことは考えないことね」

「な、な、な、な、何でえ、よからぬことって!?」

　焦あせるダル・ハー。

「自分で分かっているはずよ」

「何のことだかなあ、ワハハッハ！」

　と、空とぼける。

「……まあ、いいわ。一応忠告はしたわよ」

　アマラはそう言うと、今度はシャインデルの方を見た。

「ねえ」

　街まち中なかでは名前を呼べないため、仕方なくそう呼びかける。

「まず、どうするつもり？」

「前の部下と連れん絡らくを取ろうとも思ったんだがな」

　シャインデルは厳きびしい表情である。

「どうも、街の様子が気に入らない。胡う散さん臭くさい連中がウロウロしているっていうのに、警備隊の連中は取り締しまるどころか、視線を合わせもしない」

「あなたの知っている警備隊じゃないってことね」

「この街まちは変わった。昔むかしの友人でも、簡単に信用はできん」

「じゃあ、どうするの？」

「他ほかにも幾いくつか心当たりはあるが、根ね城じろにするのに一番安全なのは実家だな。本音を言えば、これも気に入らんが」

「ああ。き・れ・い・な・お母さんのところね」

「……お前、言葉に刺とげがあるな」

　シャインデルはいよいよ苦い顔になる。




　かつて……。

　アマラとこのシャインデルは、いい関係になりかけたことがあった。

　ところが、甘あまい口づけを交わした後、シャインデルは義理の母のことを今まで見た女性の中で一番美しいと誉ほめてしまったのだ。

　その後は修しゆ羅ら場ばである。

　今のアマラだったらサラリと聞き流したことだろうが、当時は隣の部へ屋やにいたカミロが驚おどろいて飛び込んでくるほどの大おお騒さわぎを起こしたのである。




「久しぶりなんでしょう、せいぜい甘えたら？」

「おいおい、あの家には妹だっているんだ」

　押おされ気味のシャインデル。

　そこに、このままでは話が進まないとダル・ハーが割って入る。

「で、今は俺たち、あんたの実家に向かっている訳わけだな？」

「おそらく……」

「おそらくってどういうこと？」

　依い然ぜんアマラの口く調ちようはきつい。

「俺おれがいた頃ころとは、随ずい分ぶんと街まち並なみが違っちまってるんだよ。まいったぜ」

　元百人隊長は途と方ほうに暮くれた顔であたりを見渡した。

　右も左も初めて目にする倉庫や家ばかり。そのどれもが、ここ数年で建てられたものらしく、汚よごれや傷いたみがほとんどない。

「……ここはまだ街の外だったはずなんだがなあ」

「当てにならねえ男だなあ」

　ダル・ハーが呆あきれ果てたというような顔をする。

「お前に言われたくはないぜ」

「まず、街の真ん中にいきましょ」

　アマラがため息をついた。

「そこからなら、いくらあなたでも道が分かるわよねえ？」




「二階建てで、庭のある……。おい、あれか？　あのボロいの？」

　散さん々ざん迷った挙あげ句くたどり着いた通りで、ダル・ハーがシャインデルの説明した特とく徴ちように合う一軒の家を指さした。

　もっとも、ようやく発見したその家は、彼が言っていたような手入れの行き届とどいたものではなく、扉とびらが打ち破られ、窓と壁かべに矢の跡あとや焦こげ跡のある廃はい屋おくのような建物だった。

「間ま違ちがいない、あそこだ」

　シャインデルは駆かけ寄り、家に飛び込んだ。

「母上！　ブランウェン！」

　彼がそこに見たものは、真っ暗な無人の部屋と、荒あらされ、打ち壊こわされた家具類だった。

「どうなっているの、これ？」

　続いて入ってきたアマラも息を吞のんだ。

「ブランウェン！　母上！」

　シャインデルは台所と庭を調べてやはり誰もいないことを確認すると、今度は二階を見ようと階段を駆け上がる。

　と、ちょうどその時……。

「静かにせい！」

　貧相な老人が下りてきて、危あやうくシャインデルと衝しよう突とつしかけた。

「誰だれだ、お前は!?」

　老人とシャインデルは同時に誰すい何かする。

「……あなた、確かサイモニデス？」

　暗がりで目を凝こらして老人の顔を見たアマラが言った。

「おお！」

　サイモニデス老人も彼女に気がつく。

「お前はいつかの年とし増ま女おんな」

　アマラの目が険けわしくなった。




　アマラと老人は初対面ではない。

　かつて、ショーフルという小さな港町で、アマラたちは至し神しん智ち教きよう団だんの女司祭と対決する羽は目めになった。

　その時、巻き込まれたのが、近くの洞どう窟くつに庵いおりを建てて独り住む、隠いん者じやのサイモニデスである。

　老人はその徴しるしを用いた魔ま法ほうでアマラとセイル・グレイに手を貸したが、そのために自分の庵いおりを失い、放ほう浪ろうの旅に出ることを余よ儀ぎなくされたのだ。




「まったく、選よりにも選よってあんたとは……」

　サイモニデスのもともと悪い人相が、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような表情でさらに歪ゆがむ。

「そんなことより……」

　アマラが言い返したいのを堪こらえて尋たずねた。

「ここに住んでいた家族はどうしたの？　どうしてあなたがここにいるの？」

「何故答えねばならん？」

「ここにいたのが、俺おれの母と妹だからだ」

　シャインデルは焦しよう燥そうを声に滲にじませた。

「知っているなら教えてくれ、二人はどこだ!?」

「……そうか、お前がシャインデルか」

　サイモニデスはうなずいた。

「来い、お前に会いたがっている人間がいる」




　シャインデルたちは老人に二階の一室に通された。

　その部へ屋やには寝しん台だいが一つあり、その上には少女が一人横たわっていた。

「あまり長くなるな。頭を強く打っておる」

　サイモニデスが小声で忠告する。

　シャインデルはうなずき、寝台に歩み寄ると、

「ブランウェン」

　と、優しく声をかけた。

「…………」

　少女がうっすらと目を開く。

「……お……兄にい……ちゃん？」

　ブランウェンの瞳ひとみにシャインデルの姿が映った。

「お兄ちゃん！　ゆ、夢じゃないよね！」

　少女は飛び起きて兄あにの首にしがみついた。

「こ、これ、まだ大人おとなしく寝ていなくてはいかんというに！」

　サイモニデスの注意など、ブランウェンの耳には入らない。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん……」

「良かった、お前は無事だったんだな。……大きくなって」
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「何よ、ここはきれいになったって言うところでしょ」

　目に涙なみだをためながら口元では微ほほ笑えみ、ブランウェンは込み上げてくる感情が整理できない様子だ。

　シャインデルはその頭をそっと撫なでて、抱だき締しめてやる。

　しばらくして少女が落ち着いたところで、シャインデルはアマラたちを簡単に友人だと説明し、それから尋たずねた。

「……ところで、一体何があった？　母上はどうしたんだ？」

「……警備隊が来たの」

　頭を打ったために記き憶おくがつながらないところがあるが、ブランウェンはゆっくりと思い出しながら説明した。

「昨日の夜。扉とびらを叩たたく音がして、警備隊だって名乗るから、あたし、てっきりピュティアたちの騒そう動どうのことを聞き込みにきたんだと思って扉を開けたの。そしたら……」

「ちょっと待って！　今、ピュティアって言った？　じゃあ、不ふ機き嫌げんそうな黒くろ髪かみの男が一いつ緒しよじゃなかった？」

　アマラが遮さえぎった。

「……リックさんのこと？」

　と、ブランウェン。

「二人のこと、知ってるの？」

「冗じよう談だんだろ？」

　ダル・ハーが頭を搔かきむしる。

「あいつが絡からむのかよ！」

「何だか、ややこしくなってきたわね」

　アマラも唇くちびるに爪つめを持ってゆく。

「まずは、説明を聞こう。お前の友達の話は後だ」

　シャインデルは妹に先を促うながした。

「扉を開けたら、たくさんの警備隊兵士が飛び込んできたわ。あいつら、いきなりサイモニデスの腕うでを捻ひねり上あげて窓から投げ出した後、母さんを殴なぐって、頭をテーブルに押おしつけたの。どういうことなのか説明してって母さんは言ったけど、連中、何も答えないで散さん々ざん母さんのことを殴ったり蹴けったり……」

　ブランウェンは兄の胸に顔を擦こすりつけて涙なみだを拭ぬぐった。

「それから、反乱の容疑で身み柄がらを拘こう束そくするって言って、連中は母さんを連れていったの」

「そいつら、本当に警備隊の連中だったのか？　偽にせ者ものじゃないんだな？」

　シャインデルは確認する。

「ジェド君や知っている人たちじゃない、見たこともない兵士たちだったけど、制服や装そう備びは本物だったと思う。あたしは止めようとしたけど、殴なぐられて……」

「母上の連行先は分かるか？」

「後は気を失っちゃったから、分からないの」

　ブランウェンは頭を振ふる。

「くそっ、母上が反乱だと？　ふざけるな！」

　シャインデルは立ち上がった。

「シャインデル、これはあなたに対する牽けん制せいよ。落ち着きなさい」

　アマラは美しい眉まゆをひそめると、怒いかりの炎ほのおを瞳ひとみに燃やすシャインデルを制する。

「でも、情じよう況きようはこちらに不利ね。向こうはまず、こっちの先手を取ったわ」

「……アルムミめ！」

「タイタスの情報が確かならね。こうなってくると、あなたの反乱説も信しん憑ぴよう性せいを帯びてくるわ」

「だがよ」

　口を挟はさんだのはダル・ハーだ。

「少しぐれえ兵士に仲間を紛まぎれ込ませたり、買収したりしてもよ、四百対百の差はなかなか縮まらねえぜ。反乱はいくら何でも無理じゃねえか」

「……そこなのよね」

　アマラも爪つめをかじりながら思案顔になる。

「でも、動かせる手て勢ぜいは、アルムミ一人じゃやっぱり百人がせいぜ……そう、アルムミ一人じゃない」

　彼女は眉をひそめた。

「その可能性もあるわね」

「どういうことだ？」

「誰か警備隊の上の方に、アルムミと気脈を通じている人がいるかも知れないってこと」

　シャインデルはアマラの指し摘てきを一いつ蹴しゆうしたいところだったが、そうできるだけの材料がない。

　故こ郷きようを離はなれて長い彼だが、自分の利益を確保するためなら太たい主しゆの命など不ふ渡わたり手て形がたほどにも尊重しないアゼラ商人たちの気質を忘れてはいなかった。

「もう少し、事情を調べる必要があるわね」

　アマラが言う。

「そんな暇ひまはない。母上が捕とらわれているんだ」

　シャインデルは頭を振ふる。

「その場所も分からないのよ。どうする気？」

「片かたっ端ぱしから警備隊の詰つめ所しよを探すさ」

「馬ば鹿かなこと言わないの。黒くろ幕まくがアルムミなら、そんな分かりやすい所に彼女を置くもんですか」

「シャインデルよ」

　この時まで黙だまっていたサイモニデスが口を開いた。

　どうやら言おうか言うまいか、迷っていた様子だ。

「イザボーの居所は分からんが、あの兵士ども、わしにこう言い残した。反乱の首しゆ謀ぼう者しやが出頭するなら、この女にも慈じ悲ひがあるだろう、とな」

「それ、シャインデルに投降しろってことね。……ちょっと、どこにいくの？」

　シャインデルは扉とびらへと向かっていた。

「決まっているだろう、投降してやるよ。それがあいつの望みならな」

　彼は振り返りもせずに言う。

「何言ってるのよ！」

「お兄ちゃん、駄だ目め！」

　ブランウェンも立ち上がって止めようとする。

「仕方がないだろう。そうしなければ母上は救えない」

「ねえ。こういう場合、大たい抵ていは二人とも助からないわ。辛つらい選せん択たくになるけど……」

「言うな、アマラ。俺おれを止められないことは分かっているだろう」

「……そうね」

　アマラは思い出した。

　いつでも、シャインデルは一人で死し地ちに向かっていく男だったということを。

「お兄ちゃん……」

　ブランウェンは涙なみだをためた目で兄を見る。

「……お兄ちゃん、もし捕つかまったのがあたしだったら、助けにいってくれた？」

「ブランウェン……」

　シャインデルは振り返り、寝しん台だいの所に戻った。

「何を言っているんだ？」

「あたしだってもう子供じゃないの。分かってるのよ、お兄ちゃんがどういう目で母さんを見ていたか」

「……馬鹿なことを」

　シャインデルの反論は弱々しかった。




　　　　＊　＊　＊




　シャインデルが初めてイザボーを見たのは、十二の時。

　野や盗とうにさらわれたイザボーがシャインデルの父に助けられ、アゼラに戻ってきた時のことだった。

　傷きずついて、怯おびえた目で周囲を見渡しながら父の背にしがみついていた少女は、少年だったシャインデルの瞳ひとみには女め神がみのように限りなく美しく映った。

　その少女がそれから半年後に父の後ご妻さいとして家に来た時、シャインデルは大きな衝しよう撃げきを受けずにはいられなかった。

　イザボーは大きなお腹なかを抱かかえていたのである。

　この時、彼女が宿していたのがブランウェンだった。

　自分の息むす子こと二つしか年の変わらぬ少女との結けつ婚こん。

　シャインデルは父を責めたが、父は肩をすくめて困った顔をするだけだった。

　もっとも、イザボーとシャインデルの間には気き不ま味ずい感情は生まれなかった。

　シャインデルはブランウェンが生まれるまで甲か斐い甲が斐いしくイザボーの世話をしたし、イザボーも無理に母親役を演じようとはせずに、年上の異性の友人として、シャインデルと接した。

　男おとこ所じよ帯たいでがさつに育てられたシャインデルにとって、イザボーの見方、考え方はいつも新しん鮮せんだった。

　彼は多くのことをこの義理の母から学んだのだ。

　ブランウェンが生まれ、シャインデルが仕官して警備隊に勤めるようになると、二人だけで話す時間は減へったが、シャインデルのイザボーに対する思し慕ぼの念は次第に強くなっていった。

　無論、二人の関係を弁わきまえてのことである。

　シャインデルは決して自分の感情を明かすことはなかったし、義理の母に対しては常に友情と尊敬の念をもって振ふる舞まうように努力した。イザボーの方はそんな彼の気持ちに気づいていなかったか、気づいてもそうした素そ振ぶりは見せなかったのだ。

　そして、ブランウェンが生まれて一年になる頃ころ、シャインデルは太たい主しゆバルサザールの命により太子警護役に抜ばつ擢てきされた。




　この太子がハモンである。

　シャインデルより一つ年下のハモンは、ひ弱で顔色が悪く、その上、我わが儘ままで遊び好きといった困った性せい癖へきの持ち主だった。

　十代も半ばを過ぎると、夜な夜な街まちに出て、良くない仲間と堕だ落らくした遊びに耽ふけることも少なくなかったのである。

　そのハモンが、シャインデルが十八になった年に太主に即そく位いした。

　シャインデルの父である百人隊長が死んだ翌年のことだ。

　先代は恐おそらく、自分の後こう継けい者しやにはハモンの腹はら違ちがいの弟である聡そう明めいな少年、シモンをと考えていたに違いない。だが、その遺い志しを示すことなく急死したため、慣習にしたがってハモンが太主になったわけである。

　だが、シャインデルはハモンのことが気に入っていた。ちょうど、出来の悪い弟に抱いだくのと同じような感情を彼に抱いていたのである。

　シャインデルはハモンに忠実に仕え、彼の命を救ったことも一度や二度ではない。

　ハモンの即位と同時に百人隊長に昇しよう格かくしたシャインデルは、いつかハモンも太主たる自覚に目覚め、賢けん君くんと呼ばれる男になるだろうという淡あわい期待を抱いていたのだ。

　だが……。

　ハモンはある日、シャインデルを謁えつ見けんの間まに呼び出すと、武器を遠ざけて自分の前にひざまずくように命じた。

　これは、今までのハモンにはなかったよそよそしい態度である。

　漠ばくとした警けい戒かい感かんを抱きながらシャインデルが炎ほのおの杖つえを衛兵に渡して命令に従うと、突然、謁見の間に弓を構えた傭よう兵へいたちが飛び込んできた。

　そして、あのアルムミがその後に続いて入ってくる。

　アルムミは以前シャインデルが街から追放したハモンの遊び仲間。

　犯はん罪ざい行こう為いを繰くり返し、捕つかまりそうになる度にハモンの名を持ち出して罪つみを逃のがれてきたこの男を、シャインデルは手て酷ひどく痛めつけ、二度と悪さが出来ないようにして街から放り出したはずだった。

　しかしこの時、薄うすら笑いを浮うかべたアルムミは、ハモンがシャインデルを排はい除じよすることを決めたのだと告げた。

　ハモン陛へい下かはこれから全すべてを己おのれの意志で決定する。余計な干かん渉しようをする百人隊長には消えてもらうと。

　無論、こんな決定を下す度胸はハモンにはない。

　すべて、アルムミに吹ふき込まれたこと。

　アルムミは個人的な恨うらみを晴らすと同時に、ハモンを通じてアゼラを支配する気だったのだ。

　自分が十年間仕えたハモンという人間は、これほど愚おろかで醜みにくい人間だったのか。

　虚むなしさと怒いかりがシャインデルを突つき動かした。

　弓兵を薙なぎ倒し、炎ほのおの杖つえを奪うばい返すと、次の瞬しゆん間かん、シャインデルはハモンの頭ず蓋がいを割っていた。

　傭よう兵へいたちも一人残らず炎の杖の前に打ち殺され、シャインデルは血ち塗まみれの謁見の間に一人立っていたのだ。

　ただ、その中でアルムミだけは逃にげていた。

　シャインデルはこの騒そう動どうの元げん凶きようを取り逃がしたのである。

　自分が何をしでかしたのか、分からぬシャインデルではなかった。

　大人おとなしく警備隊に捕とらわれ、罪つみを償つぐなう気はあった。

　だが、アルムミが生きている。

　そのことが悔くやんでも悔やみきれない。

　副官だったジェドの助言もあって、シャインデルはアゼラを離はなれ、アルムミを追うことにした。イザボーやブランウェンに別れも告げずに。

　当然、次の太たい主しゆとなったシモンは彼に賞金をかけた。

　太主殺しへの賞金は、金貨五千枚。

　かくして、シャインデルはお尋たずね者となったのである。




　　　　＊　＊　＊




「……ブランウェン」

　シャインデルは小こ柄がらな妹を抱だき上げた。

「俺おれにとって、お前も母上もかけがえのない人だ。もし、お前が捕つかまったとしたら、やはり俺は自分の命に代えても助けにゆく。これは噓うそじゃない」

「お兄ちゃん」

　ブランウェンは兄の頰ほおにキスをした。

「死なないでね」

「俺を殺せる奴やつはそうはいないさ」

　シャインデルは妹を寝しん台だいの上に下ろすと、アマラを振ふり返る。

「炎の杖は預あずけておく。それと、宰さい相しようのハクモート老人に会って情報を聞き出してくれ。あの老人は味方だ。きっと手を貸してくれる」

「分かった。でも本当に無茶は駄だ目めよ、妹さんとイザボーさんのためにも」

「ああ……、じゃあな」

　シャインデルは素そっ気けなく手を振ると部へ屋やを出た。

「……悲しい人だわ。戦いに赴おもむく時はいつも一人」

　アマラはその背を見ながらつぶやいた。




　　　　＊　＊　＊




　それからしばらく後。

　アゼラ中心部、ある交こう易えき商しよう人にん貴族の館やかたの地下室では……。

　両手首に枷かせをはめられ、イザボーは天てん井じようから鎖くさりでぶら下げられたまま、もう丸一日放ほうっておかれていた。

　反乱の容疑で連行されたはずだったが、警備隊の詰つめ所でもない場所に監かん禁きんされ、尋じん問もんされるでもない。

　このままここで朽くち果はてるまで閉じこめられるのでは、と思い始めた頃ころ……。

　ギィー。

　重い鉄の扉とびらが開き、一人の若い男が入ってきた。

　中背、灰はい色いろの長ちよう髪はつに整ととのった顔立ち。

　やや、不誠実そうな銅あかがね色いろの瞳ひとみが減点対象だが、軽けい薄はくな女性がいくらでも寄ってきそうな感じの男だ。

　男はイザボーに歩み寄ると、髪かみをつかんで顔を上げさせ、いきなりその唇くちびるを貪むさぼった。

「…………！」

　イザボーは頭を必死に振ふって、男の唇から逃れる。

「……今度やったら、舌を嚙かみます」

　イザボーは言った。

「ふん、相変わらず気き位ぐらいだけは高いな」

　男は冷笑する。

「別に舌を嚙みたきゃ嚙むがいいさ。僕が死体に凌りよう辱じよくを加えることを躊躇ためらう人間だと思うかい」

「あなたは……アルムミ！」

　男の顔を見てイザボーは愕がく然ぜんとした。

「そう。あんたの義理の息むす子こにアゼラを追放され、その上、入念に練った計画を何度も潰つぶされた男さ。まあ、それも今日までだがね」

「あなたがこの一件の後ろにいたのね」

「そう、脚本から演出まで全すべて僕だ。もっとも、主演はシモン陛へい下かとシャインデル、そしてあんただ」

「何を企たくらんでいるの？」

「それを教えるほどお人ひと好よしじゃないよ。……しかし、懐なつかしいな。あの時と全然変わってないじゃないか。きれいだよ」

　アルムミはイザボーの腰こしに手を這はわせた。

「あの時？」

　イザボーは身を捩よじる。

「忘れたとは言わせないさ。あの春はる迎むかえの火祭りの夜のことは」

「酔よったあなたとその仲間が、私に絡からんできた時のことね」

「僕は哀あわれな未亡人を一晩慰なぐさめてやろうと思っただけさ。そこにあの……」

「シャインデルが来てくれた」

「あの男、太たい主しゆハモン陛へい下かの友人たるこの僕を殴なぐってこう言った。二度とこの人に近づくな、さもなければ殺す、とね。百人隊長らしくない発言じゃないか、ええ？」

「あなたたちがたくさんの女性を苦しめ、泣かせていたことを知っていたからよ」

「ただの遊びさ。だが、シャインデルめ、いちいちその証言を集めて、僕を追つい放ほう刑けいに追い込んだ。あいつも案外、俗ぞく物ぶつだよ」

　アルムミは手を太ふと股ももの内側に回した。

「自分の好きな女にちょっかいを出したことを根に持ったんだ」

「…………！」

　イザボーの身体からだがビクンと震ふるえた。

「おやおや、知らなかったのかい？　あいつが自分に惚ほれてたことを」

「そんな……違ちがうわ、あの子は」

「奴やつは気がついていたのかもな。あんたが自分の親おや父じの本当の妻でないことを」

「……何を言うの」

「僕は知ってるんだよ。ブランウェンだったっけ？　あの子がシャインデルと血のつながりがないことをね」

「噓うそよ！」

「しらを切っても駄だ目めだ。あの子はあんたが野や盗とうにさらわれた時に、乱暴されてできた子だ。シャインデルの父親はあんたを哀あわれんで、腹の子を自分の子だと偽いつわって、あんたと夫婦になった。もちろん、格好だけの。夫となった百人隊長は、もしあんたに本当に好きな男ができた時にはそっちに行けるように、決してあんたの身体には触ふれなかった。……図ず星ぼしだろ？」

「……こんなことを調べて楽しいの？　人の心に土足で踏ふみ込んで、愛情を、善意を、思いやりを踏み躙にじって？」

　キッとアルムミを見るイザボーの目には、悔くやし涙なみだがあふれかけていた。

「楽しいね！」

　アルムミは乱暴に彼女を搔かき抱いだく。

「あんたの苦しみはシャインデルの苦しみだからな。……そうだ、いいことを教えてやろう。あんたの自じ慢まんの息子のシャインデルだが、さっき警備隊に投降したそうだ。あんたを助けようとしてのことらしい」

「！」

　アルムミはイザボーの耳たぶを玩もてあそぶように軽く嚙むと、彼女の身体から離れて冷たい瞳で見つめた。

「……そうだな。どうせ辱はずかしめを加えるなら、シャインデルの前がいい。奴やつが鎖くさりにつながれ、歯は軋ぎしりしている前で、あんたをたっぷりと味わうとするか」

　彼はそう言うと、部へ屋やを出ていった。

　再び、重い鉄の扉が音を立てて閉まる。

「……ああ、シャインデル」

　後に残された哀れな女の嗚お咽えつは、いつまでも地下室の冷たい壁かべに反はん響きようしていた。







　第四章　反乱







　妖よう精せい郷きようの小屋の前にリックの姿を認めた瞬しゆん間かん、ピュティアは空を舞まう大おお隼はやぶさの背から飛び下りていた。

「リック！　ただいま！」

　グリードを背にして急降下した少女は、墜つい落らく寸前で黒こく衣いの剣けん士しの腕うでの中に抱だきとめられた。

「無茶をするな」

　たしなめるリック。

「へへ。だって受け止めてくれるって分かってたもん」

「…………」

　リックは手を放はなした。

　ドスンッ！

　ピュティアは雪の上に尻しり餅もちをつく。
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「いった～い、ひどいじゃないか！」

　少女は口を尖とがらせて相棒を見上げた。

「つけあがるな」

　というリックだが、その目にはかすかに安あん堵どの色が見られる。

「まあ、そう邪じや険けんにすることもあるまい」

　着陸して妖精の姿に戻もどったオルムが、歩いて彼の前にやってきた。

「ピュティア、あれを渡してやれ」

「な～んだか、あげたくなくなっちゃったけど」

　少女はお尻しりの雪を叩たたいて落とすと、ちょっと不ふ貞て腐くされた顔で背中の剣けんを下ろし、リックに差し出した。

「……はい」

　元通りの鞘さやに収まった剣を、リックの手がつかむ。

「……修復、できたのか？」

「この娘むすめさんのお陰かげじゃよ」

　オルムはうなずいた。

「この剣けんは……師しが大切にしていたものだった」

　リックはピュティアから視線をそらしながら言った。

「……お前には借りができたな」

　普ふ段だん無ぶ愛あい想そうな彼の口からこんな台詞せりふを聞くと、ピュティアの方も照てれ臭くさい。

「えっ？……い、いいよ、そんなこと」

　少女は照れ臭そうに笑った。

　だが……。

　黒衣の剣士が仕上がりを確かめるため、氷ひよう剣けんの柄つかをつかんで鞘さや払はらおうとした時。

「…………？」

　氷ひよう刃じんはその冷たい輝かがやきをリックに見せようとはしなかった。

　鞘と柄がピッタリとくっついて抜ぬけないのだ。

「……どういうことだ？」

　リックはピュティアの顔をまじまじと見る。

「あ、あたし知らないよ！」

　ピュティアはブルブルと頭を振ふった。

「わしだ」

　オルムはニヤリと笑った。

「ちょいとばかり、手を加えてみた」

「ふざけた真ま似ねを。どうすれば抜ける？」

「抜くべき〝刻とき〟がくれば、自然とな。そいつはまだ、再生して間がない。力を発はつ揮きできるようになるまで、しばらくかかるさ」

「いつになる？」

「性急な男だ。その答えを知っているのはグリードのみだ」

「……やれやれ」

　リックはグリードを腰こしに下げた。

「まだ、鋼こう鉄てつの剣とは縁えんが切れぬということだな」

　と、三人が一息ついた時……。

「そうだ、リック！」

　突とつ然ぜん、ピュティアがリックの袖そでを引っ張った。

「のんびりしている場合じゃないよ！　早く！　早くアゼラに戻んなきゃ！　大変なんだよ、お母さ、じゃなくてイザボーさんが！　ひどい目に遭あってるんだ！　急いで！　でないと……むぐっ？」

「……落ち着いて説明しろ」

　リックは少女の口を手で塞ふさぐ。

「ぶはっ、だから……」

　彼が手を離はなしたところで一いつ旦たん呼吸を整ととのえたピュティアは、それでも早口で〝神々の頂いただき〟の池で見た映像の話をリックに告げた。

「その画像は常に真実を映し出すのか、オルム老ろう？」

「ああ。アールヴどもの魔法力の結けつ晶しようだからな」

「ならば戻った方がいいだろう。だが、ここからなら一週間はかかるぞ」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。ねえ、オルム？」

「おいおい、少しは休ませんか」

　妖よう精せいはこぶしでトントンと自分の腰を叩たたく。

「あんたが一度助けた女の子が、また面めん倒どうに巻き込まれてるんだよ。それを見捨てる気？」

「ええい、分かった、分かった」

　オルムは腕を広げ、再び魔法で隼に変身する。

（お前さんとリックは背中につかまれ。馬は足でつかんでいくぞ）

　馬小屋からピュティアに引いてこられた黒馬は、大隼の姿を見るとブルルと嘶いなないて後あと退ずさりした。

　ここに運んでこられた時の不快な体験を思い出したのだろう。

　その険けわしい目は、馬は飛ぶように出来ていないんだ、と抗こう議ぎしているようだ。

「ほら、ごねないの！　弱虫！」

　ピュティアは黒馬に命じ、自分はオルムの背に飛び乗った。

「……お前も災さい難なんだな」

　リックも黒馬の背を叩くと、ピュティアに続く。

（行くぞ！）

　オルムは輝かがやく翼つばさを広げ、南に向けて飛び立った。
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　力強く羽は撃ばたく大おお隼はやぶさがツァフォンの南なん端たん上空に達するまでには、ほんのわずかな時間しかかからなかった。

　隼は斜面の中腹に着地し、二人と一匹を雪の上に下ろした。

（ではな、わしは帰って休むからな）

　変身したままオルムは別れを告げた。

「うん、いろいろありがとう」

　ピュティアは隼を抱だき締しめて、首筋にキスをした。

（わしも役目を果たすことができた。楽しかったぞ、ピュティア。さらばだ、フレオリック）

　大隼は飛び立つと、風に乗って上じよう昇しようし、あっという間に北の空に消えていった。

「……せっかちな妖よう精せいだ」

　リックは黒馬の背から見送りながらつぶやいた。

「さ、早く戻ろう！　とにかく、イザボー母さんの家に行ってみないと」

　ピュティアはリックの後ろに飛び乗る。

「……イザボー……母さん？」

　リックは少女の顔を振ふり返って見つめる。

「な、何でもないよ。ほら、急いでったら！」

　ピュティアは顔を赤くして黒こく衣いの剣けん士しを急せき立てた。




「ブランウェン！」

　ピュティアが叫びながらイザボーの家に飛び込んだ時、広間にはサイモニデス、ブランウェンの他に、アマラとダル・ハーの姿があった。

「……どうしたの、あんたたち？」

　思わぬ顔かお触ぶれに、ピュティアは目を丸くした。

「事情は説明する。でも、あなたたちが戻ってくれて助かったわ」

　アマラがリックの腕を取る。

「しょ、性しよう懲こりもなく！」

　二人の間にピュティアは割り込む。

「また、手を組むことになりそうだな、へへへ」

　ダル・ハーが媚こびるような笑い顔を作った。

「お前と？」

　リックは冷ややかな視線を送る。

「タレントゥムでは、警告にもかかわらず裏切り行こう為いを働いたな。あの時のことを忘れたとでも思っているのか？」

「いいっ！」

　ダル・ハーはサササッと壁かべ際ぎわまで後あと退ずさった。

「だ、だ、だ、だけどよ、俺様が危ねえ、って声かけたから、そ、そこにいるピュティアちゃんが助かったんだろうが！」

　彼は部へ屋やを逃にげ回りながら、何とか自分が役に立ったことを思い出してもらおうと虚むなしい努力を試こころみる。

「グリードの試ためし切りにはいい機会だな」

　リックの手が氷ひよう刃じんの柄つかにかかった。

「ひえ～っ！」

　賞金稼かせぎはアマラの背に隠かくれる。

「許してくださ～いっ！」

「……情けないわね」

　アマラはため息を吐つく。

「フレオリック、この男も多少は反省しているし、たぶん今回は裏切らないわ。それより、話を聞いて」

　これまでの経けい緯いを彼女は説明した。




「……それで、私にどうしろと？」

「決まってるじゃない、手伝って」

「……報ほう酬しゆうは？」

「報酬って……、私とあなたの仲でしょ？」

「それほど親しくもないが」

「……あなたって人は」

　アマラはこめかみを押おさえた。だが、普ふ段だんリックからはかなりボッているので、強く反論はできない。

「リック～！」

　ピュティアが物もの凄すごい目で彼をにらむ。

「イザボーさんを助けるの、助けないの？　返答によっちゃ、あたしにも考えがあるからね！」

「……分かった。今回はお前に借りがあるからな」

　リックはあっさりと折れた。

「当ったり前だよ！」

　少女はフンと鼻を鳴らした。

（最初っからイザボー母さんを助ける気で来たくせに！　ほんっと、素す直なおじゃないんだから！）

「それで、打つ手はあるのか？」

　リックはアマラを振ふり返った。

「ええ、取り敢あえず、宰さい相しようのハクモートを訪たずねてみようと思うの。シャインデルの話だと信用できそうな人よ」

「シャインデルか……、いいだろう、宰相のところへは私とお前で行こう」

「ど～して二人なのさ？」

　と、また口を尖とがらすピュティア。

「大勢で押おしかけても意味はない。それより、お前はサイモニデスを手て伝つだってブランウェンの看かん護ごをしろ。彼女の怪け我がも軽くはない」

「あ、あたしは大だい丈じよう夫ぶだよ！　何かやらせて！」

　ブランウェンも一人だけじっとしているのは堪たまらないのか、必死の表情でリックを見上げる。

「ブランウェン」

　リックは少女の肩に手を置いた。

「イザボーやシャインデルが無事に戻ってきた時、何が二人にとって一番嬉うれしいと思う？」

「……えっ？」

「君の無事な姿を見ること。違うかな？」

　普段は冷たい灰はい色いろの瞳が、温かく少女を見つめた。

「……はい」

　この人になら、任せられる。

　ブランウェンは確信してうなずいた。

「そうそう、その通りだぜ。じゃあ、俺がこの子の面めん倒どうを……」

　と、この時、ダル・ハーが進み出た。

「あんたは、傭よう兵へいどもの様子を探ってくるの！」

　ピュティアが賞金稼ぎの脇わき腹ばらに短たん剣けんを突つきつける。

「何度も言うようだけど、本当に今度裏切ったら承知しないからね」

「畜ちく生しよう、なんて俺はついてねえんだ」

　ダル・ハーのボヤきはみんなに無視された。

「じゃあ、夕方までに戻ってくるわ。きっとシャインデルたちは助けるから」

　アマラはブランウェンに告げると、リックの腕を取って家を出た。
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「予想通り、と言うべきかな」

　リックはハクモート邸の前に立つ警備隊兵士の姿を見て、皮肉な笑みを顔に浮かべた。

　配置されている兵士の目は、外よりも屋や敷しきの内部に向けられている。

　警護のためというより、監かん視しのための兵士だ。

「さあ、どうやってハクモートに会う？　あなたのお手て並なみを拝はい見けんしましょ」

　アマラはウインクした。

　ところが……。

　リックは警備兵の前に進み出ると、二言、三言、言葉を交わし、あっさりと会見の許可を取った。

「すごい！　一体どうやったの？」

　リックに並ならんで門をくぐりながら、アマラはささやくように尋ねた。

「簡単だ」

　彼は答えた。

「アゼラの人間は絶対に商売の機会を逃のがさない。面会の許可と引き替かえに、連中に豆まめ相そう場ばの暴落の噂うわさを教えた」

「あなた、どうしてそんなことを知っているの？」

　アマラは目を瞠みはった。

「でたらめだ」

　と、リックは白状する。

「だが、でたらめにつられて相場は動くものだ」

「今後破産する豆商人が出たら、あなたのせいね」

　アマラは頭を振った。

　ハクモートの屋敷は狭せまくなかったが、最小限の質素な家具しかない、閑かん散さんとした空間だった。

　どうやら宰相の他には数人の雇やとい人にん以外、ここには住んでいないようだ。

　家人の案内で通された応接室で二人が待っていると、しばらくして瘦やせこけた長身の老人が入ってきた。家人に対する態度から、彼がハクモートであることが分かる。

「商しよう館かんの横おう領りようについての情報だそうだが？」

　自じ己こ紹しよう介かいを省はぶいて老人はリックに尋ねた。

「噓うそだ」

　執しつ務む用の机に浅く腰こし掛かけたリックも、簡単に答える。

　老人は一いつ瞬しゆん、目を大きく開いたが、すぐに侮ぶ蔑べつの視線をリックにぶつけた。

「ふん、やはりな。議会め、とうとう手を下す気になったか」

「あなた、何か勘かん違ちがいしているわね」

　アマラが言った。

「私たちはシャインデルの友人よ」

「シャインデルだと？　馬ば鹿かを言うな、奴やつは昨日自ら出頭して捕つかまったわい」

「だから、私たちは彼を助けたいのよ」

　老人はアマラの瞳ひとみをじっと見つめた。

「……どうやら、疑う理由はなさそうだな」

　しばらくして彼は頭を振ふり、傍かたわらの椅い子すに腰を下ろした。

「すまんな。てっきりトルカーどもの刺し客かくだと勘違いした」

「トルカー？」

　リックはその名を、警備隊のジェドの口から聞いたことがあった。

「商館長会議と警備隊の責任者であり、議会における交こう易えき商しよう人にん派はのまとめ役だ。シモン陛へい下かの政せい策さくに不満を持つ連中の急きゆう先せん鋒ぽうでもある。奴とその賛同者が議会を牛ぎゆう耳じったために、わしは隠いん退たい同然、こうして半はん軟なん禁きん状態にあるわけだ」

　老人は苦笑した。

「そういう訳で、わしは手を貸せん。今や宰相といっても、何の権限もない老人に過ぎないのだからな」

「我々は情報が欲しいだけだ」

　と、リック。

「そうね。知っている限りのことを教えて。シャインデルはあなたにとっても友人でしょう？　彼を助けるために」

「……分かった」

　ハクモート老人はうなずいた。

「だが、シャインデルの逮たい捕ほについて、わしはほとんど知らんのじゃ。トルカーが警備隊の一部を動かして、かなり汚きたない手を使って彼の身み柄がらを押おさえた、ということぐらいか。その上、ろくに取り調べもせずに明日の早朝には処しよ刑けいだそうだ」

「処刑！」

　アマラは身を乗り出した。

「彼が処刑されるの!?」

「イザボー殿どのも一いつ緒しよにだ」

「何てことっ！」

「……シモン陛へい下かは賢けん君くんだと聞いている。彼はその許可を与えたのか？」

　机の上の羽根ペンを玩もてあそびながらリックが尋たずねる。

「陛下の立場では恩おん赦しやを与あたえることは難しいのだ。シャインデルがハモン陛下を殺したお陰かげで、シモン陛下は太たい主しゆ位いに就つけたのだ。シャインデルに恩赦を与えれば、前太主殺しはシモン陛下の仕組んだことではないかという疑いを招く可能性があるからな。シャインデルは主君殺しの重じゆう罪ざい人にん、明日の処刑には陛下も立ち合わざるを得ないだろう」

「……トルカーという男、何故シャインデルの処刑を急ぐ？」

　リックは眉まゆをひそめた。

「シャインデルは反乱が計画されていると考えていたわ。首しゆ謀ぼう者しやはアルムミという男。トルカーはアルムミと結けつ託たくしているのかも。シャインデルにそれが知られたと思って彼の抹まつ殺さつを謀はかった。そんなところじゃない？」

「だが、イザボーが捕つかまったのは、彼がアゼラに到とう着ちやくする前だ。どうしてシャインデルがこの件を嗅かぎつけて、アゼラに来ることがトルカーに分かったのだ？」

「それは……分からないわ」

「待て待て、今、確かアルムミと言ったな」

　ハクモートが口を挟はさんだ。

「それに反乱だと？」

「アルムミが、百人の傭よう兵へいをアゼラに送り込んだ証しよう拠こがあるのよ」

「百人？　はっ、百人程度でこのアゼラを引っ繰くり返せると本気で考えておるのか？」

「そうだな。だが……」

　リックは羽根ペンを弄いじる手を止めた。

　何かを悟さとったようだった。

「……別に全土を制圧する必要はない、ということか」

　アマラはハッとリックの顔を見る。

「まさか……、じゃあ？」

　彼はうなずいた。

「どうやらアルムミという男、なかなかの切きれ者もののようだな。シャインデルは初めから奴やつの計画に組み入れられていたんだ」

「一体何を言っている」

　ハクモートは唸うなった。

「アルムミとトルカーの狙ねらいは、太たい主しゆシモンだ」

　リックは羽根ペンを燭しよく台だいの炎ほのおにかざした。

　白い羽根は、緋ひ色の炎を上げて灰はいになった。

「シャインデルの処しよ刑けいに立ち合う時、太主の命は燃え尽きる」

　指先の灰を払はらいながら、彼は言った。
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　翌朝……。

　太主シモンは警備隊兵士の厳重な警備のもと、シャインデル処刑の立ち合いのために宮きゆう殿でん前広場にやってきていた。

　シモンは十九歳。

　最高権力者にしては質しつ素そな服ふく装そうをまとっており、容よう貌ぼうは理知的で生き真ま面じ目め。

　政治に手を染そめるよりは、至し神しん智ち教きよう団だんの司祭か学者の方が似に合あって見える。

　だが、この若きアゼラの太主は精力に満ち、理想に燃えていた。

　彼は先々代、先代の太主が敢あえて取り組もうとしなかった改革を次々と行ない、アゼラにかつてないほどの繁はん栄えいをもたらしていたのである。

　だが、その反発も大きかった。一部大商人の権けん益えきよりも国全体の平等な発展を重視した政せい策さくは、商人貴族の憎にくしみを買い、議会を完全に敵に回すことになったのだ。

　野の放ほう図ずな利益追求が経済破は綻たんへの最短距離だということを、どうすれば強ごう欲よくな商人たちに理解させられるか、彼の悩なやみは深かった。

　そして……。

　今、シモンはシャインデルの処刑に大勢の貴族が列席していることに驚おどろいていた。

「ハクモート老ろう、貴き殿でんが来るとは思わなかったぞ」

「はっ」

　ハクモートは広場にしつらえられた椅い子すから立ち上がり、隣となりの席に太主を迎むかえた。

「噂うわさでは貴殿はシャインデルの友人だそうだが」

　シモンは親しげに語りかける。

　議会からは政治生命を断たたれかけてはいるものの、ハクモートは有能な為い政せい者しやの一人であり、シモンの良き理解者でもあった。

「友人であればこそ、その最後を見とどけるのが義務かと」

　ハクモートは感情を抑おさえた声で答えた。

「……そうか」

　太主は次に、宰相とは反対側の隣に座すわる男の方を振り返った。

「トルカー、警備隊を取り仕切る立場としてそちはどう思う、シャインデルのことを」

　トルカーは商人出身にしては大おお柄がらで、鍛きたえた体つきをしている。

　見かけ倒しではない。

　シモンが警備隊の責任者に任命したのも、剣けん術じゆつではアゼラでも一、二の腕うでだという評ひよう判ばんを耳にしたからだ。

　ただこの男、いくつか悪い噂もついて回っている。

　剣術の練習の相手を事故に見せ掛けて殺したとか、商しよう売ばい敵がたきの隊商を自ら野や盗とうに扮ふんして襲おそい、その財産を奪うばって皆みな殺ごろしにしたとか……。

　シモンはそうした噂を気にしなかったが、実際に顔を合わせて話してみると、その目の冷たさに困惑した。

　策さく謀ぼう家かというのも強あながち噓ではなさそうだ、というのがトルカーに対する最近のシモンの評価だった。

　もっとも、トルカーの策謀が自分に向けられるとは、想像もしなかったが……。

「……陛へい下か」

　トルカーは答えた。

「シャインデルという男、百人隊長時代にはかなりの功績を上げたと聞きます。ただ、その罪つみは罪。死し刑けいは致いたし方かたのないことかと……」

「だが、母親までもとは」

「アゼラを一いつ旦たん離はなれたシャインデルが舞まい戻もどったのは、あの女の差し金です。恐おそらくは、陛下を逆さか恨うらみして復ふく讐しゆうを目もく論ろんだのでしょう。それにあの女、義理の息むす子このシャインデルと情を通じていたとの噂も」

「……愚おろかしい妄もう言げんだ」

　シモンは不快そうにトルカーから顔を背そむけた。

　広場の周囲を見渡すと、警備の壁かべを作る二百人ほどの兵士の向こうに、数多くの街まちの人人の姿があった。

　その顔の多くが、シャインデルとその母に同情の眼まな差ざしを向けている。

　無理もない。

　シャインデルはあの日まで、親子二代に亘わたってアゼラの治安のために尽つくした英雄であり、暗あん愚ぐのハモンの策さく略りやくの犠ぎ牲せい者しやなのだ。

　共きよう謀ぼうの噂が出ることを避さけるために、シャインデルに高額の賞金をかけたのは彼自身なのだが……。

（この処刑、何とか中止できないものか）

　シモンの気は重かった。




　やがて、銅ど鑼らが鳴り響ひびき、シャインデルとイザボーが広場に引き立てられてきた。

　イザボーはその細い首に綱つなを巻かれ、裸はだかの上半身に無数の鞭むちの痕あとをつけられたシャインデルは両手両足に鎖くさりをつけられて、その鎖は前を行く馬へとつながれている。

　その二人を重じゆう武ぶ装そうの兵士が囲み、ゆっくりと広場の中央に進み出る。

「跪ひざまずけい！」

　シャインデルたちがシモンの前に来ると、矛ほこ槍やりを持った兵士が石いし突づきでシャインデルの膝ひざの裏を打った。

　倒たおれるシャインデル。

「お前もだ！」

　もう一人の兵士がイザボーのことも打ち据すえようとすると、シャインデルは兵士をギッと燃える瞳ひとみでにらみつけた。

「……その人に触ふれてみろ。貴様の命はないぞ」

「面おも白しろい」

　兜かぶとを目ま深ぶかに被かぶった兵士は、イザボーの背中を力いっぱい突いた。

　小さい呻うめき声を上げて、イザボーは膝を折る。

「これでどうする？」

　兵士は兜をクイと指で押し上げてシャインデルに嘲ちよう笑しようを投げかけた。

「…………！」

　シャインデルはその時、兵士の横顔が忘れようとして忘れられないものであることに気がついた。

「アルムミ！」

　シャインデルは立ち上がった。

「……おっと、この女に今すぐ死んで欲しいか？」

　アルムミは矛槍の刃はをイザボーの喉のどに当て、挑ちよう発はつするようにシャインデルにささやいた。

　もっとも、この二人のやりとりは、シモンの席までは聞こえない。

　太たい主しゆの席からは、シャインデルが大声で兵士を罵ののしっているようにしか見えないのだ。

「面白い趣しゆ向こうだろ？　お前に止とどめを差すのはこの手でと決めていたんだ。この女の方は生かしておいて、しばらく楽しんでもいいがな」

　アルムミは好色な視線をイザボーの胸元に向ける。

「ふざけるな！」

　シャインデルは兵士に扮ふんしたアルムミに殴なぐりかかろうとするが、鎖くさりの長さが足りない。

「馬鹿が！」

　矛ほこ槍やりの兵士がもう一度彼の肩を打ちつけて、無理矢理にシモンの前に跪ひざまずかせた。

「……見苦しいことですな」

　トルカーはわざとシモンの耳に入れるようにつぶやくと、死し刑けい執しつ行こう許可書を開きながら立ち上がった。

「ここに国法を行使する権けん威いを担になうものとして宣言する！」

　彼は広場の隅すみにいる野や次じ馬うまにも聞こえるように声を張り上げた。

「偉い大だいなるシモン四世陛へい下かの立ち会いのもと、元百人隊長シャインデルを、大たい逆ぎやく罪ざい、殺人罪、および反乱未み遂すい罪で八やつ裂ざき刑けいに、その母イザボーを反はん乱らん幇ほう助じよ罪で絞こう首しゆ刑に処しよす！」

　処刑に反対の意志を込こめた低いどよめきが見物人の間から起こるが、商人貴族たちはそれを敢あえて無視し、拍はく手しゆを送った。

　シャインデルは仰あお向むけに地に横たえられ、両手両足の鎖をつながれた馬が、彼の四方に配置された。

　トルカーの合図で一いつ斉せいに鞭むちを当てれば、彼の身体からだは五つに千切れ飛ぶことになる。

　イザボーは移動式の絞こう首しゆ台だいの上に立たされ、首に縄なわを掛かけられた。通常は許される目め隠かくしはなしだ。

「格別の慈じ悲ひをもって、シャインデルの処しよ刑けいを先に行なう！」

　トルカーはいやに冷静な目でシャインデルを見下ろしながら、アルムミを含ふくむ兵士たちに命じた。

「やめて！」

　イザボーの悲鳴。

　だが、その声もアルムミには心ここ地ちよい音楽のように聞こえる。

「やれ！」

　バシッ！

　四頭の馬に、同時に鞭が当てられた。

　鎖をつながれた馬たちは驚おどろいて、お互たがいから離はなれるように駆かけ出した。

　シャインデルの身体は跳はねるように浮うき上がり、鎖が伸のび切った。

「くっ！」

　普ふ通つうの人間ならこの瞬しゆん間かんに五つに千ち切ぎれ、鮮せん血けつを噴ふき上げて息絶えていたことだろう。

　だが、シャインデルの強きよう靭じんな肉体は最初の衝しよう撃げきに辛かろうじて耐たえた。
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　馬は蹄ひづめを土に食い込ませ、前に進もうとするが、それ以上一歩も踏ふみ出せない。

「……やるね」

　アルムミは自ら鞭むちを取り、もう一度、馬に当てた。

　一いつ旦たん弛ゆるんだ鎖くさりが、またビンッと張り切る。

「ぐっ！」

　シャインデルはこれにも耐えた。

　だが、手足の枷かせが擦こすれて食い込み、皮が破れて大量の出血が始まっている。

　意識が遠くなり、急きゆう激げきに体力が消しよう耗もうされていく。

「さあ、苦しめ。お前の苦く悶もんの様子をイザボーに見せてやれ」

　アルムミは喉のどを鳴らして笑い、今度は馬をゆっくりと進ませた。

「お願い、殺すのなら私を！」

　イザボーはあれほど忌いみ嫌きらっている彼に懇こん願がんする。

　じりじりと裂さかれてゆくシャインデルの全身が真まっ赤かになり、汗あせが噴ふき出した。

　目の焦しよう点てんが合わなくなり、視野が次第に霧きりに覆おおわれ始める。

　見守る人々の間から抗こう議ぎの呟つぶやきと嗚お咽えつが上がり、次第にそれが大きくなっていった。

　議会の面々である商人貴族たちも、その凄せい惨さんな姿に顔を背そむける。

　だが、

「さて、これでお前が死ねば、その首にかかった賞金の金貨五千枚は誰だれのところに行くのかな？」

　と、アルムミは会心の笑みを浮かべ、トルカーは何かを待つようにそっと横目で太たい主しゆの様子をうかがっていた。

　シャインデルの手首や足首から流れ出た血が肌はだを伝って土の上に滴したたり落ち、真っ赤な池を作る。

　あと一歩、四頭の馬が踏ふみ出せば、その瞬しゆん間かんに彼はバラバラになるだろう。

　だが、その時……。

「もう、やめろ！」

　とうとうシモンが立ち上がって叫んだ。

「こんな非道な処しよ刑けいは認められぬ！　延期だ！」

　トルカーはこの太主の動きを待っていた。

　シモンは今、まったくの無防備な状態にある。

　トルカーはさっと小さく手を振ふった。

　すると、それを見ていた仲間の合図で、それまで太主に背を向けて直立不動の姿勢を取っていた警備隊兵士の数人が、長槍を腰こしだめに構えて一いつ斉せいに振ふり返り、シモンに襲おそいかかった。

「何！」

　一度に十本に近い槍やりが、若い太たい主しゆの心臓に向けて突つき出される。

　ところが。

「陛へい下か！」

　ザクッ!!

　槍とシモンの間に、老ハクモートが立ちふさがった。

　その身体を蜂はちの巣すのように槍が貫つらぬく。

　トルカーにとっては予想外の行動だ。

「ハクモート、おのれっ！」

　本性を現わしたトルカーが悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうで瀕ひん死しの宰さい相しようをにらみつける。

「愚おろか者ものめ！」

　宰相は吠ほえた。

「このハクモート、アゼラとシモン陛下のため、もとより命は捨てる覚かく悟ごだわいっ!!　フレオリック、後は頼たのんだぞ！」

　口から尊い血を溢あふれさせ、老忠臣は絶命した。

「フレオリックだと？」

　ハクモートの最後の言葉に、トルカーとその一味は辺あたりを見回した。

「あのフレオリックがここに!?」

　すると……。

「……貴様らがどういう手段に出るか、読めなかったものでな。老人には済すまぬことをした」

　広場の入口近くにいた兵士の一人が、兜かぶとと制服の上うわ衣ぎを脱ぬぎ捨てた。

　そこに現われたのは、全身を黒に包んだ長ちよう髪はつの剣士だった。

「考えたものだな、トルカー。宮きゆう廷てい内では今だにジェドのように太主に忠実な警備隊兵士が多く、暗殺は難しい。それで処しよ刑けいの立ち会いを名目に太主を城の外に連れ出し、その周りは自分の子こ飼がいの兵士と兵士に化けた傭よう兵へいで固める。太主のそばには誰一人味方のいない状じよう況きようだ。老ハクモートを除いてはな」

　リックは氷の剣の柄つかに手をかけた。

　だが、依い然ぜんグリードの鞘さやは剣身を放はなそうとはしない。

（……抜ぬけぬか）

　彼は説明を続けた。

「後は孤こ立りつ無む援えんの太主が隙すきを見せる瞬しゆん間かんを待つだけだ。……犯はん行こうは恐おそらく、シャインデルと通じた一部兵士によるもの、ということになるはずだったのだろう。そしてその犯人たちは、混乱の中で何ど処こかへ消えているという次第だ」

「かかれ！　奴やつを殺せ！」

　トルカーは兵士たちに命じた。

　リックは自分の前に立ちはだかった兵士の初しよ太だ刀ちを見切ると、肘ひじを兵士の喉のどに打ち込んで剣けんを奪うばった。

「命が惜おしい者は去れ」

　黒こく衣いの剣けん士しは自分を囲む兵士たちを見渡した。

　次の瞬間、一度に六人がリックの間合いに踏ふみ込んで、矛ほこ槍やりを突つき出した。

　ギュンッ！

　六本の穂ほ先さきが宙を舞まい、三人が朱あけに染そまって倒たおれる。

「……警告はした」

　武器を失い啞あ然ぜんとたたずむ残りの三人に、リックは言った。

「そうら、今だよ！」

　と、兵士たちの隙をついて、ピュティアとアマラが広場の中央に走り出た。

　ピュティアはブーツに差した短たん剣けんを抜くや否いなや、絞こう首しゆ台だいに向かって投げつけた。

　短剣は狙ねらいを過あやまたずイザボーの頭上の縄なわを断たち切り、イザボーはその場に崩くずれ落ちる。

「イザボーは大だい丈じよう夫ぶよ、シャインデル！」

　その彼女を助け起こしながらアマラが叫んだ。

「…………！」

　シャインデルの瞳ひとみがその強い意志を取り戻した。

　彼は引き裂さかれかけたその全身に力を込める。

　体中の筋肉が盛もり上がり、必死で踏ふん張ばる馬たちがズルズルと後ろに引きずられ始める。

「まずい！」

　アルムミはもう一度馬に鞭むちを当てようとする。

「貴様の企たくらみは終わりだ！　アルムミ！」

　ブツンッ！

　四本の鎖くさりが同時に引き千ち切ぎられ、シャインデルの身体が地面に投げ出される。

「くそっ！　ならば太主は直接我らの手で！」

　この状じよう況きようを見たトルカーは腰の剣を抜いてシモンを振ふり返った。

「おっとっと、陛下はやらせねえぜ！」

　と、言うなり、野や次じ馬うまの中から髭ひげづらの男が飛び出して、貴族商人たちの席に躍おどり込んだ。

「へへへ、礼金はたっぷり頂きやすぜ、シモン陛下」

　ダル・ハーは戦せん斧ぷを抜くと、商人たちをにらみつけた。

「……惜おしいところで」

　早はや々ばやと形勢不利を悟さとったアルムミは舌打ちをすると、逃にげ出す算段を始めた。

　兜かぶとを目ま深ぶかに被かぶり直し、右う往おう左さ往おうする兵士たちの間に紛まぎれ込む。

「待て、アルムミ！」

　シャインデルは立ち上がり、宿敵の姿を捜さがす。

「シャインデル！」

　アマラが引きずってきた重い鉄てつ杖じようを、両手で振ふり回して投げた。

　鉄杖は空中でゆっくりと一回転し、シャインデルの手の中に収まる。

「おうっ！」

　炎ほのおの杖つえは深しん紅くの輝かがやきを放った。

　と、同時に………。

　リックの腰の氷ひよう剣けんが、杖に応こたえるようにブンッと震しん動どうした。

「……なるほど、オルムの言う〝刻とき〟が来たのか？」

　黒衣の剣士は鋼こう鉄てつの剣を捨て、グリードの柄つかに手をかけた。

　隙すきができたと見たのか、小隊長らしき重装備の男が、大上段に振りかぶる。

　ズギューンッ！

　閃せん光こうが奔はしると、小隊長は兜から胃の辺あたりまでを真まっ二ぷたつに裂かれ、血ち煙けむりを上げて倒れた。

　一いち陣じんの冷たい風が、兵士たちの間を吹ふき抜ぬける。

「……あれは」

　ピュティアがリックの方を見てつぶやく。

　フレオリックが握にぎる剣の銀しろがねの刃やいばは白く輝き、シュウシュウと冷気を放はなっていた。

「氷の剣の復活だわ！」

　兵士たちからイザボーを守りながら、アマラは歓かん声せいを上げた。

「グリード、……フレオリック？」

　シャインデルはこの時初めて、黒衣の剣士の正体に気がついた。

「あいつが……」

　リックは兵士たちの間を擦すり抜けながら次々と血ち飛沫しぶきを上げてゆく。

　しかし、すでに十数人分の魂たましいが冥めい府ふの女王スヴァニルダへの捧ささげ物ものとなってはいるものの、残りの兵士は倒たおした数の十倍以上だ。

「やれ、シャインデル一味を倒せ！」

　計画失敗の動どう揺ようを隠かくせないトルカーは、なりふり構わず兵士たちに怒ど鳴なる。

　警備隊兵士と傭よう兵へいたちは、数に任せて剣士と元百人隊長を取り囲んだ。

　シャインデルとリックは背中合わせに立つ格好になる。

「世話になったな」

　と、シャインデルが声をかける。

「お前のためではない。イザボーとブランウェンのためだ」

　そう答えながら、リックは正面の兵士を袈け裟さ掛がけに倒した。

「おい、あまり殺すな。中には仕方なしにトルカーたちに従っている者もいるはずだ」

　シャインデルは顔をしかめる。

「かかってくるものは倒す。それだけのことだ」

「ちっ！」

　シャインデルは右からフレイルで襲おそいかかった兵士の肩を砕くだいて昏こん倒とうさせた。

「……お前とは意見が合いそうにもないな、フレオリック？」

　リックはもう一つ、首を飛ばした死体を大地に転がした。

「その一点では、意見が一致したな」

　二人は離はなれ、それぞれ別方向に走った。

「奴やつは私がやる……」

　リックはトルカーの方に。

「今日こそ決着をつける！」

　シャインデルは逃げようとするアルムミの方に。

　だがこの時、

「隊長！」

　と、シャインデルの背中から声をかける者があった。

「隊長！　私です！」

　かつての部下、ジェド百人隊長である。

「おう！　どうしてここに！」

「どうもトルカーの動きがおかしいんで、野次馬の一部に部下を紛まぎれ込ませておいたんですよ。それに、隙すきがあれば隊長を取り戻そうと思って」

「命令違い反はんだな」

　シャインデルは笑った。

「どうせ私の隊には、書類整理と退屈な国境警備しか仕事は回されませんでしたからね。今日で辞やめるつもりだったんですよ」

「よせよせ、お前が辞めたらこの国に骨のある奴はいなくなっちまう」

「その件は後にしましょう。命令を」

「命令？　おいおい、俺おれはもう隊長じゃないぜ」

「私たち市中警備隊にとって、あなたはいつまでも隊長です」

　ジェドは敬礼した。

「この状況は私では収拾できません。御指示を！」

「仕方のない奴だ。今日だけだからな」

　シャインデルはため息をついた。

「お前の部下は今、何人いる？」

「五十名です」

「よし、一部は陛へい下かの安全の確保に回し、商人貴族どもの身み柄がらを拘こう束そく、残りでトルカーとアルムミの一派を叩たたきのめせ！　だが、兵士たちの中には止むなくトルカーに従った者もいる。極力殺すな！」

「はい！　再び隊長の下で働けて光栄です！」

「今日だけだ！　さあ、やれ！」

「隊長は？」

「決まっている！」

　シャインデルは走った。

　ジェドと話しながらも、宿敵の姿には常に注意を向けていたので、真っすぐにそっちに向かって疾しつ走そうする。

「ちいっ、奴は不死身か」

　アルムミは未だに広場から脱だつ出しゆつできずにいた。

　炎ほのおの鉄てつ杖じようで傭よう兵へいを薙なぎ倒たおしながら自分の方に駆かけ寄ってくるシャインデルを見て、思わず呪じゆ咀その言葉を吐はく。

「……貴様には二度言った。あの人に触ふれたら殺すと」

　長年の宿敵と対たい峙じしたシャインデルは、炎の鉄杖を相手の胸に突きつけた。

「二度、殺す」

「果たして出来るかな？」

　アルムミは重い矛ほこ槍やりを捨て、剣を取った。

「勝負をつけよう。かかってこい、シャインデル！」

「勝てると思っているのか？」

　シャインデルはアルムミの様子に不ふ審しんを覚え、慎しん重ちように間合いを取る。

　アルムミは慣れていない構えから剣を大上段に振りかぶり、シャインデルに突とつ進しんした。

　その攻こう撃げきの拙つたなさに、わずかな油断がシャインデルに生まれる。

「馬鹿め！」

　次の瞬しゆん間かん、アルムミの剣の先せん端たんから針が飛び出した。

　ブランウェンを傷きずつけたのと同じ、沼ぬま蛇へびの毒を塗ぬった針だ。

　刺ささればほんの一呼吸ほどの間に全身の筋肉が弛し緩かんし、血管に入った量が多ければそれだけで死に至ることもある。

　だが、この卑ひ怯きようなアルムミの最後の手段も、怒いかれるシャインデルの前では無意味だった。

　ブンッ！

　鉄てつ杖じようは緋ひ色いろの炎ほのおをまとうと、一回転してシャインデルの前に燃えさかる火か炎えんの壁かべを作った。

　その炎が、毒針をあっという間に溶とかして蒸発させる。

「己おのれの小こ賢ざかしさを冥めい府ふで悔くやめ！」

　炎の鉄杖がアルムミの右胸を貫つらぬいた。

　瞬しゆん時じに右肺が焼き尽くされ、彼は苦しみにのたうち回る。

「これで最後だ！」

　ビュンと回された鉄杖は、次にアルムミの頭ず蓋がいの左側を割った。

　眼がん窩かの辺あたりまでが砕くだけ、脳のう漿しようの一部と眼球内部の水分が沸ふつ騰とうする。

「いひいぃぃぃぃーっ！」

　アルムミは泣き叫んだ。

「シャ、シャ、シャ、シャインデールッ！　こ、このままでは死なんぞ、か、必ず復ふく讐しゆうしてやる！　復讐してやるーっ！」

　彼は考えられない力を発はつ揮きして、左手の中指にはめた紫むらさき水すい晶しようの指輪の石を回した。

　すると、アルムミの身体は幻まぼろしのように半はん透とう明めいになって消え始める。

「魔法!?」

　シャインデルは炎の鉄杖をアルムミの頭頂に打ち込む。

　だが、杖つえは虚むなしく空気を裂さいた。

　すでにアルムミの身体は、未知の空間に転移を始めていたのだ。

「ふ、ふ、ふ、ふ、ふ、復讐してやるーっ！」

　叫びとともにアルムミは消えた。

「……くそっ！」

　シャインデルは鉄杖を地面に突き立てた。

「またも逃げられたか！」

　だが、ここでたたずんでいても仕方がない。

　元百人隊長は残った敵を一いつ掃そうすべく、戦いの中に飛び込んでいった。

　一方……。

　リックは氷ひよう刃じんを下段に構え、トルカーの前に立っていた。

「貴様が噂うわさに聞くフレオリックか」

　正せい眼がんの構えを取りながらトルカーは呻うめいた。

「計算外だったな、ハクモートの行動も貴様の登場も」

「見込みが甘あまかったな」

　リックは皮肉な笑みを浮かべる。

「さあ、お前の次の手を見せてもらおうか？」

「……私と手を組まぬか？」

　突とつ然ぜん、トルカーは提案した。

「貴様の言い値はいくらだ？」

「ハクモートの命はいくらだ？」

　逆にリックは問い返す。

「貴様の命とは釣つり合うかな？」

「ちっ！」

　トルカーは斬きりかかった。

　商人とは思えない機き敏びんな動きだ。

　だが、リックは易やす々やすとこれをかわすと、グリードでトルカーの脇わき腹ばらを裂さいた。

「ぐふっ！」

　トルカーは口からどす黒い血を吐はき、膝ひざをつく。

「……これで勝ったと思うな！」

　彼は叫び、手にした剣の柄つかにはめ込まれた碧へき玉ぎよくを地面に叩たたきつけた。

　パリンッ！

　碧玉は割れ、その中から黒い霧きりが溢あふれ出てくる。

「貴様も道連れだ、フレオリック！」

　霧はトルカーを吞のみ込むと、その身体をバキバキと砕くだいて生きたまま消化し始めた。

　一瞬、鮮せん血けつの赤が霧の中から噴ふき上がったが、それもまた霧に吸収される。

　ひと回り大きくなった霧は、黒衣の剣士の方にゆっくりと移動を始めた。

「な、何だありゃ！」

　目を丸くするダル・ハー。

「生き物なのかよ？」

　霧はさらに、周囲の兵士や貴族たちを取り込み、砕き、吸収して成長していった。

　踏みとどまって戦う兵士の剣も矢も、霧を素通りしてその動きを遅らせることさえできない。

　時おり、消化できなかった金属製の武器や鎧よろいの断片をボトボトと下に落としながら、霧は前進を続けた。

「フレオリック、下がって！　あいつは斬れないわ！」

　アマラが叫ぶ。

「バカ、バカ、アマラ！　そんなこと言ったらあいつ絶対……」

　ピュティアが黙だまらせようとする。

　だが……。

「斬れない？　それは面おも白しろい」

　リックは霧が近づくのを待った。

「やっぱり！」

　ピュティアは頭を抱かかえ込む。

　すぐに霧はリックの目の前にやってきた。

　ビュンッ！

　彼はグリードを横よこ薙なぎにして霧を断たった。

　手て応ごたえなく霧は上下に二つになったが、すぐにまた一体となる。

「なるほど」

　今度は大上段に構えた剣を目にも留まらぬ速度で振り下ろし、リオス流の衝しよう撃げき波はで霧を四散させた。

　だが、やはり霧はすぐに復元する。

「も～、いい加減諦あきらめてよ！」

　ピュティアが駆かけ寄ってきてリックの腕をつかんだ。

「何故逃にげない！」

　リックが初めて動どう揺ようを見せる。

「危険だとアマラが言っただろう！」

「あんたをおいてあたしが逃げると思ってんの!?」

「……やれやれ」

　リックはグリードを高くかかげた。

「氷ひよう竜りゆうの息い吹ぶきよ」

　氷ひよう刃じんが白い輝かがやきを増まし、冷気が渦うずを作り始める。

　黒い霧はその輝きに怯おびえたように這はい寄るのを止め、じりじりと後こう退たいした。

「その力を示せ！」

　リックは氷の剣を霧の中心に突き立てた。

　瞬間、竜の咆ほう哮こうが響ひびき渡り、広場全体を震ふるわせる。

　そして、冷気が突とつ風ぷうとなり吹き抜けると、巨きよ大だいな竜の幻げん影えいが人々の前に顕けん現げんした。

　それは紛まぎれもない、ピュティアが〝神々の頂いただき〟で見たあの氷竜だった。

　氷竜の幻まぼろしは、その爪つめで黒い霧を捕とらえる。

　黒い霧は逃のがれることができぬまま、氷山のような牙きばで嚙かみ砕くだかれると、青い閃せん光こうと化して燃え尽きた。




（……この人、完全にグリードを使いこなせるようになってしまった）







[image: ]







　竜の幻影が去ると、アマラは畏い怖ふの念で氷剣を収めるフレオリックを見つめた。

（間違いないわ、フレオリックは〝一の神〟に選ばれた一人。そして……）

　彼女はシモンの前に立つシャインデルを振り返った。

（あいつも……）







　終章　もみ消される事件







　すべては終わった。

　トルカー配下の傭よう兵へいと警備隊兵士はジェドたちに取り押おさえられ、彼らに加か担たんした商人貴族たちもシモンの前に引き立てられた。

「議会のほとんど全員が……余よを排はい除じよしようとしていたとはな」

　シモンの顔は暗かった。

「シュパイデル、お前まで……」

　普ふ段だんから目を掛けていた若手までもがこの計画に加わっていたことに、彼は少なからぬ衝しよう撃げきを受けていた。

「後こう悔かいはしていない」

　若手貴族は胸を張った。

「あなたのような人間が太たい主しゆの地位にいることは、アゼラにとって害でしかない。この国の発展のためには、積極的な経済政せい策さくを打ち出せる人材が頂点に立つことが必要なのだ」

「愚おろか者もの！」

　太たい主しゆは一いつ喝かつした。

　初めて見る若い太主の怒いかりに、貴族たちはビクンと身を縮ませる。

「国内の政争にかまけている場合でないことが何故分からぬ！　金の流れだけではなく、エレネイ全体の時流に目を向けよ！　大国ザモーラはヤーバシアに続き、カデロンを併へい合ごうして今や北エレネイの三分の一を直接の支配下に置いた。片かたや、至し神しん智ち教きよう団だんは各太主家の内部に信者を送り込み、実質的に多くの国の内政を管理している。そんな折りにアゼラ内ない紛ふんの情報が漏もれれば、どちらかの勢力に付け込む口実を与あたえることになるのが分からぬのか！」

　貴族たちは顔を見合わせた。

「……お前たちが頼たよりにしていたアルムミは、以前ザモーラの外交顧こ問もんをしていたことがあった。知っていたか？」

　リックが言った。

　彼は数年前、妃きさきと一いつ緒しよにザモーラを訪ほう問もんした際に、アルムミの姿を見たことがあったのだ。

「まさか……」

　シュパイデルが啞あ然ぜんとした表情になる。

「あの男が逃にげる時に使った指輪、あれは至神智教団のよく使う小道具のひとつよ」

　アマラが口を挟はさむ。

「いったいどっちの密みつ偵ていだったのかしら、あの男？」

「……今は貴族と太主が争っている時ではない」

　シモンは議会の面々を見渡した。

「アゼラのため、すべての者が一丸とならねばならぬのだ。……協力してくれぬか？」

「陛へい下か！」

　若手貴族が真っ先にシモンの前に平へい伏ふくした。

「このシュパイデル、アゼラのために命を捨ててご覧らんにいれます！」

「余も、その覚かく悟ごだ」

　シモンはシュパイデルの手を取った。

「……さて、この一件は決して外に漏らしてはならぬのだが」

　次に太主は、シャインデルを振ふり返った。

「お主ぬしには辛つらい思いをさせたな」

「いえ」

　元百人隊長は頭を下げた。

「だが、さらに余はそちに苛か酷こくな運命を与あたえねばならぬ」

　太主は続けた。

「この度の働き、見み事ごとではあったが、この事件は記録には残さない。従って、そちもこの場にはいなかったことになる。恩おん赦しやは与えられぬし、賞金も取り消せぬ」

「……理解しております」

「許せ、シャインデル。余は器うつわの小さな男だ。だが、そちの家族にはもう二度と苦労はさせぬ。余の名で保護を与えよう」

「ありがたき幸せです」

「丸一日猶ゆう予よを与える。その間にアゼラを去れ」

「はっ！」

　シャインデルはもう一度頭を下げた。

「そして、フレオリック殿どの」

　シモンは今度は黒衣の剣士を見た。

「……余はあなたにどう報むくいればいい？」

「私のことは放ほっておけ。お前が報いねばならぬ人間は他ほかにいる」

　彼は白い布を掛けられたハクモートを一いち瞥べつすると、太主に背を向けて歩き出した。

「ち、ちょっと、リック！」

　ピュティアは彼を追いかける。

「ああん、ご褒ほう美びもらおうよ！」

　だが、リックは足を止めず、そのまま広場を後にした。




　　　　＊　＊　＊




　その日の午後。

　シャインデルは家族に別れを告げていた。

「お兄ちゃん、あたしを連れてって！」

　ブランウェンは抱だきついて泣いた。

「せっかく会えたのに！」

「無理を言うなよ。お前はまず怪け我がを治せ、な？」

　シャインデルは妹の頭を撫なで、義理の母を振り返った。

「シャインデル……」

　イザボーは何も言えなかった。

　自分が以前とは違ちがった目で彼を見ていることを、知られたくなかったからだ。

「母上、俺はもう行きますよ。アルムミを追わなくちゃならないんでね」

　シャインデルはちょっと小旅行に出るような調子で軽く言った。

　彼も、自分の想おもいを告げる気はなかった。

「いってらっしゃい」

　イザボーはただ、うなずいた。




　　　　＊　＊　＊




　リックとピュティアはシャインデルより一足先に、アゼラを発たっていた。

「ねえ、またここに来れるかな？」

　黒馬の背でリックの身体からだに手を回したピュティアは、街まちを振り返りながら尋たずねた。

「……イザボー母さんか？」

「ち、違うよ！」

　リックに図ず星ぼしを指されてピュティアは頭を振る。

「また、訪おとずれることもあろう。オルムにもろくに礼を言っていないからな」

「うん。そうだね、また来よ！」

「夏にな。雪の中でお前を捜さがし回るのは、もうたくさんだ」

「へへ。でもよくあたしを見つけられたよね？　これって、愛の力かな？」

「ブランウェンの馬が戻ってきた道を逆にたどっただけのことだ」

「な～んだ」

　ピュティアは肩をすくめた。

「でも、ありがと」

「……今回はこっちが礼を言わねばならん立場だ」

　リックはつぶやく。

「えっ、何？」

　ピュティアは聞こえていたものの、身を乗り出して彼の顔を見る。

「何でもない」

「だから何よ？」

「何でもない、と言った」

「……もう！」

　少女は幸せそうにリックの背に顔を埋うずめた。




　　　　＊　＊　＊




「畜ちく生しよう、あのケチなガキが！　命の恩人の俺様には、たった指輪一個かよ！」

　アマラと轡くつわを並ならべてアゼラを発たったダル・ハーは、憤ふん懣まんやる方ないといった表情だった。

　あの後、彼が太主から受け取った感謝の印しるしは、太主の名前が刻きざまれた銅どうの指輪だけだったのだ。

　もっとも、ダル・ハーの場合、命の恩人といっても戦せん斧ぷを持って貴族たちをにらみつけていただけだったのだが……。

「くそったれ、こんなもの！」

「ち、ちょっと！」

　アマラが止める間もなく、賞金稼かせぎは雪原に指輪を放った。

「あの二人を捕つかまえてりゃ、金貨一万だったのによ！」

　ダル・ハーは、知っている限りの神の名を挙げてシモン太主を罵ののしった。

　リックとシャインデルの側についたことを心底後こう悔かいしているらしい。

　だが、アマラはほとほと愛想がつきたといった顔で彼を見つめている。

「……どうした？」

　ダル・ハーは聞いた。

「あのね」

　アマラはなるべく衝しよう撃げきを与えぬようにと優しく語った。

「あの指輪は飾りじゃないわ」

「はあっ？」

「あれはね、アゼラの商しよう館かんとの取り引きに格別の計らいを約束する太主の許可印なのよ」

「……て、ことは？」

「あれさえあれば、ほぼ無税で交こう易えきが出来る訳。馬鹿ね、南部エレネイなら、あの指輪に一万出す人間だっているのに」

「何！」

「お気の毒さま」

　アマラは微ほほ笑えんだ。

「探せ！　探してくれ～っ！」

　ダル・ハーは馬から飛び下りると、雪に頭を突っ込んで掘ほり起こし始めた。

「どこだ、どこにいった～!?」




　　　　＊　＊　＊




　こうして、事件は歴史の表に出ないかたちで終わりを迎むかえた。

　アゼラの史書にこの件に関する記述は一切ない。




　トルカーとハクモートは表向き、病死ということで処理された。




　ジェド百人隊長は太主警備の任にんを提示されたがこれを固こ辞じし、市中警護の仕事に戻った。




　サイモニデスはイザボーの家に居い残のこった。




　トルカーの配下だった兵士たちは、改めてシモンに忠誠を誓ちかわされ、警備隊の新責任者シュパイデルの監かん視し下かに置かれた。




　アルムミの行ゆく方えは不明。死亡したものと推定された。




　ダル・ハーは、未だに雪の中に捨てた指輪を探しているという。




　リックとピュティア、アマラ、シャインデルのその後については……。

　また別の機会に語られることもあるだろう。







　あとがき







『決闘者フレオリック』からまだ三か月……。

　いやあ、最初の頃からは考えられないハイペースですねえ。

　もちろん手抜きじゃないからね。

　グリードを折おっちゃった一件にけりをつけたくて急いだんだけど、作者自身、こんなに早く出せるとは思ってもみなかった……。

　やればできるんだな、としみじみ。

　でも、その分、遊ぶ暇ひまがぜ～んぜんなかったなあ。

　久しぶりに馬にも乗りたかったし、ギターの練習もしたかったし、やりかけのゲームもクリアしたかったし、読みかけのペーパーバックもたまってるし、映画も十本ぐらい見たいのがあったのに……。（でも、見なくてもいい映画は見てるんだよね。エメリッヒヘボ監督のゴジラとか……）

　来年始めに出す予定（あくまでも予定）の次の巻も早く書かなきゃならないし、短篇の下調べもあるし、この分じゃ休みはしばらくお預あずけかなあ。（仕事がもっと早けりゃいいんだけどね）




　ところで、これが出る頃には多た分ぶん涼すずしくなっているだろう（なってないかも）けど、あとがきを書いている時点では、まだ真夏（今日の最高気温は34度！）。

　小説のネタを考えてても、こう暑いとマトモなネタは何にも思いつきません。




　アンディ・フグが、江戸時代の初めにタイムスリップして、農民を苦しめる悪代官と戦う「Ｋ１の御お触ふれ書がき」とか、




　ジャニーズ系のアイドルが、天てん明めい年間にタイムスリップして、農民を苦しめる悪代官と戦う「飢き饉きんキッズ」とか、




　岡田ジャパンのフランスでの内ない紛ふんを天才ＭＦが暴ばく露ろする「仲たがい語録」（もはや小説じゃないな……）とか。

　…………。

　いかんな、やっぱり休も。




　さて、気を取り直して、と。

　次巻は、今回登場した第三の主人公シャインデルの物語。

　時代はセイルの巻よりさらに一年前まで遡さかのぼり、アマラが占うらない師になった経けい緯いや、『ティーズの驚きよう異いの一座』誕たん生じようの秘ひ密みつが明かされます。

　是ぜ非ひ、ご期き待たいの程ほどを。




　付記１

　この本とほぼ同時進行でキツかったんだけど、ドラゴンマガジン十月号に「西妖見聞録アゲハ来襲！」という短篇を書いています。

　月蝕紀以外の作品って、ずいぶん久しぶり。こっちの方もかなり気を入れているので、気になった人は是非見てくださいね。




付記２

　使用ＢＧＭを書こうと思ったんだけど、今回はほとんど何も聞かなかったんでゴメンナサイ。

　だって、Ｗ杯やってたんだもん。（根がひねくれ者だから、日本は三連敗するってずっと言ってたんだけど、当たったもんでビックリ。大だい体たい、北澤がメンバーから外はずれた時点で、日本代表には関心なくなっちゃったんだけどね。だけど、もう少し面おも白しろい試合やって欲しかったな、勝ち負けに関係なく）

　でも、休むって決めたし、これから笠原弘子さんの「マイ・プレイヤー」でも聞こうかな、と。
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